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1-1.序

槇 田 仁

目的

 人の 「生き方」，人生観，価値観 というものは時

代 と共に変化 していく。第2次 大戦前は， 「忠君

愛国 ・富国強兵」型の教育が行われていたが，敗

戦によって 「民主主義 ・自由主義」の時代になっ

た。また，高度成長期を経て，日本は豊：かにな り，

都市と村落の差が縮まり，ほとんどの家庭が車を

持てるようになった。そ して，核家族化が進み，

親戚，近所づきあいも希薄になったと言われてい

るo

 私どもは，このような社会の変化に伴 う，日本

人の 「生活観の構造と変容」を全国規模に近いか

たちで，5年 おきに調べてみたいと考えて，この

調査を企画した。

 ご承知のようにこの種の調査としては，統計数

理研究所が1953～1978年(昭 和28～53年)の

25年 間に5年 おきに行った 「国民性の研究」が

ある。そ して， それに続いてNHKが1973～

1988年(昭 和48～63年)ま で行った調査があ

る。どちらも画期的な業績 と言える。「国民性」に

ついて言えば， 戦前の価値観 から戦後の民主主

義 ・自由主義，個人主義への移 り変わ り，世代間

の相異をカパーできるように工夫が凝 らされてい

る。また，NHKの 意識調査では， この調査を視

野に置きながら，その後の変化，高度成長期を踏

まえた調査がなされている。

 しかしながら，この10年 間の変化はさらに激

しいものがある。それは，経済的に豊かな社会を

前提 として，その上にわれわれの生活を大きく変
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えそ うな で き ご とが 重 な って起 きて い る。 ち ょっ

と数 え てみ て も，一 方 で は超 人 手 不 足 ，高学 歴 化 ，

若 者 の メ ー一カ ー離 れ ，“3K”(危 険 ，きつ い ，汚 い)

の 仕 事 の 忌避 ，雇 用 均 等 法 … な どが あげ られ る。

また ， 出 生率 の低 下 ， 体 外 授 精 ， 臓 器 移 植 ， 脳 死

…， 性 の 自由化
， 夫 婦 別 姓 …な ど の問 題 もあ る。

これ は， ま さに 有 史 以 来 の激 変 の時 代 と言 え る。

今 後10年 ，20年 の 日本 の変 化 ，高 齢 化 社 会 ，世

帯 規 模 縮 小 な どを 考 え る と， 現 在 を起 点 と して ，

5年 お きに25年 間 く らい の推 移 を見 つ め るこ と

は ，極 め て意 義 深 い こ とだ と思 わ れ る。

 以上 の よ うな考 えに 立 っ て， 私 ど もは長 期 的 な

調 査 の ス タ ー トを 切 る こ とに した 。(具 体 的 な 計

画 に つ い ては ，II-1で 述 べ る こ とに す る 。)

生命倫理に関する諸問題

 近年，生命科学の目ざましい発展に伴い，今ま

では考えも及ばなかった倫理的，社会的，法律的，

経済的問題が次hと おこってきた。

 これらの問題は整理すると，凡そ，3つ のグル
ープに分けられる

。第1は 生物医科学実験および

「生命の始期」に関連する倫理的問題，第2は 「生

命の質」の向上に関す る倫理的問題，第3は 「生

命の終期」に関す る倫理的問題である。

 以下，これ らについて若干のコメントを行 うこ

とにする。

 第：1の問題は具体的には遺伝子操作，人工授精

体外受精，胎児実験，胎児の保護，妊娠中絶，優

生計画，遺伝相談，人口政策，等 々を巡 っての倫

理価値基準の問題である。

 第2の 問題は，例えば， 自然社会環境 と生命，

医療保健 と財政，生命権，健康権，治療と看護，

人工臓器，臓器移植，ライフ・サイエンス研究者，

医師，医療従事者，等々に関する倫理上あるいは

宗教 社会，文化に関する問題である。

 第3は 死の定義，死期の看護，植物状態人間を

どうするのか，あるいは延命装置の使用，安楽死，

医療辞退，医療拒否等々の問題である。

 これ ら の問 題 の中 ， い くつ か を 例 と して と りあ

げ る こ とに す る。

 先 ず ， 人 工授 精 に つ い て 。 これ は ， 夫 の精 液 を

使 う場合はまあ問題はないが，それが ドナー(提

供者)に よる場合には，法律的，経済的，倫理的

にさまざまな問題が起 りうる。

 日本の場合， ドナーは匿名になっている。併 し，

これが分った時に戸籍上の父親と ドナー一は子供に

対 してどうい う責任があるのか? 又，現在そう

い う子供達は1万 人以上いると推定 され るが，将

来そ うい う子供達同志が結婚す る場合をどうす る

のか，等 々の問題が考えられ る。

 次に，体外授精。現在のところは正式に婚姻 し

た夫婦間に限ると考えられているが，論理的には

多様なケースが考えられる。

 受精卵を妻の子宮に返す，つまり胚子を妻の子

宮に着床させるだけではなくて，第三者に(他 の

女性の子宮で)子 供を育ててもらう，いわゆるホ

ス トマザーとか，夫の精子 と第三老の卵子 との結

合による受精卵を妻の子宮に着床させ，出産する

方法，夫の精子を第三者に人工授精 して出産 して

もらう方法など，いろいろなバ リエーションが考

えられる。そ うすると，その場合の親子関係は，

卵を提供 した母親 との母子関係が成立す るのか，

それとも実際に産んだ人 との，貸 し腹の人 との親

子関係が成立す るのか。出生証明はもちろん産ん

だ人が もらうわけであ り，出生届 もその人の子供

として出生届を出さなければな らない。そ うする

と，その場合に，貸 し腹を した人(又 は卵を提供

した第三者)に夫がいれぽ夫の子 として推定 され，

嫡出子推定が行われるが，それでいいのかとか，

いろいろな問題がある。

 さらには，第三者の受精卵をまた別の人の子宮

に着床す るなどということもあ り得 るし，いろい

ろなことができるわけで，男女の産み分け も夢で

なくなった。いろんな意味で人間が生命の誕生に

人為的にかかわってくるその範囲，可能性とい う

ものは開けてきた。それに対して人類は，将来の

ことを考えていかに対応すべきかということを考

えなければならない。

 図表1-1は ，このような考えられ る生殖医学の

可能性を中谷論：文か ら引用 した ものである。

 体外受精に関 しては，それによって生まれた子

供 との親子関係のほかに，例えば，受精卵はいっ

たい何なのか，法的にどのように保護 され るのか，
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図表1-1 生殖医学の可能性
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AIH「 試験管 ベ ビー」

「借 り腹」 ホス ト・マザー

厂借 り卵 」

「行為を伴 わない妊娠 」

「代理 母」 サ ロゲ イ ト ・マ ザ ー
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世 界12力 国300例

米(障 害児 引取拒 否事件 ，1983)， 豪

米(斡 旋 団体 あ り)，豪

ス ウェーデ ン

注)法 律関係 においては，上記表 の うち， 卵， 子宮の提供者が他人の場合については，

  を区別 して考xる 必 要があろ う。

それが未婚者か既婚者か

単なる財物 としてか，生命体としてか，生命の発

生はどの時点で考えるのか，受精の瞬間に人間に

なるということを1981年 のアメリカ合衆国の上

院の司法委員会の三権分立問題小委員会決定法案

では定義したことがある。受精の瞬間に人間にな

る，だから，胎児(受 精卵)は 既に人間 としてあ

らゆる憲法上の権利が得 られ るように法で担保 さ

れなければならないという。そうす ると，中絶は

殺人 ということにな り， さらに徹底すれば体外受

精用の受精卵を誤ってどうか した場合に，それは

殺人になるのか，何になるのか とい う問題にもな

る。アメリカでは既にそ ういう体外受精とい うの

は反倫理的だ ということで受精卵を捨ててしまっ

た医者が裁判にかけられた。その結果母親に対 し

慰謝料5万 ドル，父親に対 し同3ド ルの陪審員評

決が認め られた判決なども出ている。

人工中絶

 図表1-2は ，国立公衆衛生院衛生人口学部部長

の村松稔博：士が提示されたもので，ルーマニァで

の人工妊娠中絶の法的規制(1966年)以 後，出生

数は一時的にやや増加したがその後再び低下 し，

代わ りにヤ ミの人工流産によると思われる母体死

亡数が急激に増加したことを ドラマチ ックに示す

ものである。

 これは法律をつくれぽ問題は解決するといった

(注) '8411月26日 朝 日夕刊 の記事に よると着床，

  出生率は， オース トラ リアで さえ10/に 満た

  ない.

   つ ま り受精卵 の90%以 上は着床 しない。そ

  の受精卵を人間 と見做す のは問題ではないか。
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ルーマニアにおける人 工 中 絶 法 規 制 の

影響 を示すグ ラ7

ものでないことを示す ものであろう。中絶に関 し

ては古代か ら行われてお り，特に禁止もされてい

なかったようである。ヨーロッパにおいてはキ リ

ス ト教の皇帝が出た2世 紀頃から禁止されるよう

になったようである。それが20世 紀に入ると次

第に緩和されてきて現代では国によりさまざまで

ある。(別表参照)

 '836月15日 米連邦最高裁は女性の意志を尊：

重して人工妊娠中絶の自由を再確認す る判決を下

した。「産む産まないは妊婦のプライバシー。行政

機関が口出しすべ き問題ではない」 という結論で

当時話題になったものである。

脳死，臓器移植

 以下に引用 したのは朝 口新聞が一一 日本医師会
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          〔別 表 〕 人 工 妊 娠 中 絶 の 法 的 適 応(国 別 お よ び 人 ロ割 合 別)

(1)い か な る場 合 に も非 合 法 とす る もの。 例 ：ス ペ イ ン， フ ィ リ ピ ン， エ ジ プ ト， イ ン ドネ シ ア ， ハ イ チ ， パ

  ナ マ ， ポ ル トガル な どo(9%)

(2)母 体 の 生命 を保 護 す る た め に の み 合法 とす る もの。(厳 格 な医 学 的 適 応)例 ：バ ン グラ デ ィ ッシ ュ， ベ ル

  ギ ー ， ブ ラジ ル ， チ リ， コ ロ ン ビア ， イ ラ ン， イ ラ ク， ア イ ル ラ ン ド， マ レー シ ア， メ キ シ コ， パキ ス タ

  ン， ス リラ ンカ ，台 湾 な ど。(19%)

(3)(2)の ほか 母体 の健 康 保 護 ， 優 生 学 的(胎 児)適 応 ， 暴 行 に よ る(妊 娠 犯 罪 学 的 ・倫 理 釣 適 応)を 認 め る も の。

  例 ： アル ゼ ンチ ン， カ ナ ダ， コス タ リカ， エ チ オ ピ ア， ケ ニア ， 韓 国 ， オ ラ ン ダ， ス イ ス， タイ ， イ ス ラ

  エ ノレな どQ (10%弱)

(4)② ，(3)と 合 わ せ て ， また は 単 独 に 社 会 的 ， 社 会 ・医学 的 また は社 会 ・経 済 的適 応 を認 め る もの。 例 ： ブル

  ガ リア， チ ェ コス ロバ キ ア ， ル ーマ ニア ， イ ギ リス ， フ ィ ン ラ ン ド， ハ ン ガ リー ，西 ドイ ツ， イ ン ド， ポ

  ー ラ ン ド， 日本 な ど。(24ｰo)

(5)特 別 の適 応 を設 け ず ， 妊 婦 の 要 求 次 第 とす る もの。(た だ し(1)通常 妊 娠 の初 期 約3か 月 ま で。(2)妊 娠4か

  月 以 上 は医 学 的適 応 を必 要 とす る)例 ： オ ー ス トリア ， 中 国 ， キ ューバ ， デ ンマ ー ク， 東 ドイ ツ， イ タ リ

  ア・ ス ウ エー デ ン， ノ ー ル ウ ェー・ ユ ー ゴ ス ラ ビア， ソ連 ， ア メ リカ合 衆 国 ， ベ トナ ムな ど。(38%)

  注 カ ッ コ内 の パ ー セ ンテ ー ジ は， そ れ が 適 応 され る地 域 の人 口割 合 を 示 す 。

法律 の規定 と実行 との差 のあるもの
一 一法律は きついが実際は中絶を受け ることが容 易な国

。韓国，台湾，オ ランダ。
一 法律はゆ るいが実際 には中絶を受け ることが必ず しも容易ではない国

。オ ース トリア， フランス，西

  ドイ ツ，イ ン ド，イ タ リア，ア メ リカ合衆国。

が 「脳 死 を 個 体 死 と認 め て よい 」 と の見解 を 出 し

た のを うけ て一'88年3月 に 行 った調 査 結 果 並

び に そ れ に つ い て の評 論 家 立 花 隆 の コ メ ン トで あ

る。敢 え て この よ うな 引用 を行 っ た の は これ を見

れ ば'88年 現 在 の現 状 並 び に 問 題 点 が よ く分 る と

考 えた か ら で あ る。(我 々が 本 調 査 を行 った のは

'91年
，予 備 調 査 は'90年 で あ る 。)

質問と回答(数 字は%)

 〈問1>最 近の医学のことでお聞きします。人

工呼吸器で心臓が動いていても，脳の働きがすべ

て止まった状態を脳死といっています。あなたは

「脳死」とい う言葉を聞いたことがあ りますか。

 ある                 94

 ない                   5

 その他 ・答えない            1

 <問2> 「脳死になった人は死んだと認 め て よ

い」という意見があります。一方，「脳死になって

も，心臓が動いている限 りは死んだ とはいえない

という意見 もあ ります。あなたはどちらの意見に

賛成ですか。

 脳死を死と認める           43

 認めない          」     42

 その他 ・答えない           15

 〈問3>仮 の話ですが，あなた自身の場合は，

脳死によって死 と判断されてもよいと思 い ます

か。それとも，抵抗を感じますか。 厂

 脳死でよい              55

 抵抗を感 じる             37

 その他 ・答えない           8

 <問4>外 国では心臓移植が行 われ てい ます

が， 日本では現在行われていません。日本でも，

心臓移植を進める方がよいと思いますか。そ うは

思いませんか。

 進める方がよい            74

 そ うは思わない           13

 その他 ・答えない           13

 <問5> 心臓移植のためには，脳死の段階で提

供者から心臓を取 り出すことが必要です。日本医

師会は，「提供老本人が事前に了解 しているか家族

の同意があれば，脳死段階で死と判定 して心臓を

取 り出し，移植に使ってもよい」 としています。

あなたは，医師会のこの決定に賛成ですか。反対

ですか。

 賛成                68

 反対                 19

 その他 ・答えない           13

 <問6> あなたは，移植のために，脳死の段階

で自分の心臓を提供してもよいと思いますか。そ

うは思いませんか。



 提供 してもよい            57

 そ うは思わない             31

 その他 ・答えない           12

 〈問7>仮 に，あなたが心臓の病気になって，

医者から 「心臓移植をするしかない」 とすすめ ら

れたら，その移植手術を受けますか。

 受ける               50

 受けない              37

 その他 ・答えない           13

 〈問8> 心臓移植は外国では行われています。

日本では20年 前に一度行われただけで，その後

は行われていません。こうした違いがあるのは，

どうしてだと思いますか。(回答 カー ドか ら1つ 選

択)

命や死に対す る考え方が違 う

脳死を世間が認めなかった

移植に抵抗を感 じる人が多い

最初の移植が社会的な問題になった

医学水準に差がある

医学関係者が慎重だった

医者が信頼 されていない

その他 ・答えない

〈問9>

8

0

7

9

9

5

3

9

9
白

9
白

-

     あなたは，心臓移植について，どんな

感 じを持ちますか。(回答カー ドから一つ選択)

 医学の進歩              42

 生命の継承              17

 生への執着              15

 人類愛                7

 実験                 6

 反自然                5

 死者への冒とく             2

 その他 ・答えない           6

 <問10> じん臓移植は脳死を前提にする必要が

ないので，日本でも行われています。しかし，じ

ん臓移植を希望する患者の数に比べて，死んだ後

に じん臓を提供してもよLと いう人が，極めて少

ないのが現実です。これは，どうしてだ と思いま

すか。(回答カー ドから一つ選択)

 死後の体を傷つけたくない人が多い    40

 じん臓病患者の実態が知 られていない   20

 じん臓バンクへの登録の働きかけが少ない 17

 移植医療は日本人の死生観になじまない  11

一 一序一  11

 日本人は博愛 ・奉仕の心が薄い      6

 その他 ・答えない           6

 〈問11> あなたは医者を信頼 していますか。あ

まり信頼していませんか。

 信頼している             69

 あま り信頼 していない         21

 その他 ・答えない           10

調査結果を見て          立花 隆

 この調査では，最初に，脳死とはこうい うもの

だという知識を与えることから質問をは じめてい

るが，そのような机上の知識を言葉の上で与えて

みたところで，脳死というものが直ちにわかるわ

けではないQ

 結局，みな本当はよくわからないままに答えて

いる。それが，い くつかの質問に対する答えをク

ロスして集計するとあらわれてくる。

 例えば，「脳死を死と認めない」のに 「心臓移植

を進める方がよい」とい う人が29%も いる。こ

の人たちは，心臓移植には脳死を死と認めること

が絶対に必要なのだとい うことがわ か って いな

い。これでは，心臓移植推進派の医者たちも，心

臓移植支持者が74%も いるといって単純に喜ぶ

わけにはい くまい。脳死を死と認めた上で心臓移

植を支持する人となると，たちまち37%に 減 っ

て しまうのである。

 同様に，「脳死を死と認めない」のに，医師会の

決定に 「賛成」とい う人が23%も いる。この人

たちの意見は 「生きている人の心臓を取 り出して

もよいことにしよう」とい うのと同じことなので

ある。

 あるいは，「脳死を死と認めない」のに，自分の

心臓を移植用に提供してよいという人が17%も

いる。この人たちは，生 きているうちに自分の心

臓を取 り出して移植 してよいといっていることに

なる。

 自分の心臓は提供 してもよいが，脳死で死 と判

断されるのはいやだ という人が12%い るが，こ

の人たちは心臓死のあとで心臓を取ってくれ とい

うのだろうか。それでは心臓移植には役に1/二たな

いのである。

 脳死を死と認めないのに，人の心臓はもらいた
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いという人が19%い る。この人たちは，生きた人

間の心臓を自分にくれ といっているのに等 しい。

 これだけ珍妙な答えが続出するとい うのは，相

当の人が脳死も心臓移植もよくわかっていないま

まに答えているとい うことである。そして，その

人たちは結局，理性的判断でなく，感覚的判断で

答えているのである。この調査結果は，そのよう

なものとして解釈されるべきである。つま り，感

覚的には大多数の人が心臓移植を支持してい る

が，同時に半数近 くの人が，脳死とい うものに対

して感覚的に不安ないし反発を感 じている。その

ため相当部分の人が，自己矛盾に陥っているとい

うことである。

 多数による感覚的支持を重視 して，心臓移植を

どんどん進めるべきなのか。それ とも，脳死を死

と認めることをため らう人が半数近 くい ることを

重視 して，ひとまず啓蒙(け いもう)に 力を入れ

るべきなのか。

 私は後者であろうと思 う。そ して，いま本当に

必要なのは，脳死のどの問題点がどの程度理解さ

れているのか，どこがどう誤解されているのかを

調べる理解度調査ではないだろ うか。そ ういうデ
ータが出てこないことには，啓蒙のしようもない

のである。

      一一・一以下，略 一 一

 これを見れば分 るように多数の人が問題をよく

理解 していない。併 し，これを一般 の人々の無

知，不勉強 と切捨ててすむ問題ではない。しかほ

ど左様に医学の進歩が早過ぎるとも云 え る。「科

学が疾走するときに，法は腹ばいになって動 く」

とい う諺がある。これは法の歩みがおそす ぎると

い うことであるが，逆にいえば，科学の進歩が早

過 ぎるともいえる。詳細は省くが 「未熟児網膜症

の高山赤十字病院の判決」などはこの間の齟齬が

前提の問題であろう。近年の著者の感慨は 「法は

おそ くてよい」とい うよりひっくりかえ して 「科 .

学にブレーキをかけるべきだ」とい う想が強い。

 つい，この間まで医師にとって治療 と延命は無

条件の善であった。併 し，植物人間を生かすこと，

末期ガンの患者の苦 しみを長引かせることが無条

件の善といえるかどうか。勿論，これには法律の

問題，素朴な市民感情，財政，宗教，等々が凡て

からんでくる。

 「人間らしく生きる」 ひっくりかえせぽ 「人間

の尊厳を保って死にたい」。そのためにはどうす

ればよいのか?

 今後，このような難問が続出することが予想さ

れる。これらは医師は勿論医療従事者，ライフ・

サイエンス研究者，法律家，経済学者，社会学者，

文化人類学者，心理学者，哲学者，宗教家，等 々

が協同して取 り組 まなければならな い問題 で あ

る。そして，それ らは立法，財政，行政， hの

問題 として実現を迫 られることになろう。

モ ラル コー ド ・：コー ホ ー ト ・コ ン セ ンサ ス

 ー 般 に 「生 き方 」 の基 本 的 ス タイ ル が 略 々で き

るの は13～14歳 頃 とい わ れ る。 これ は 大 体 ， 中

学2～3年 に 相 当 す る 。そ の後 ，高 校(大 学)， 社

会 人 と経 験 を つ み ， そ の人 の 「生 活 態 度 」 「人 生

観」 「価 値 観 」 が 形 成 され て い く。 そ して， そ の

人 ら しい パ ー ソナ リテ ィが 出来 あが る のは ， 大 体

23～24歳 頃 で あ る。

 こ の時 期 に ， 同 じ文 化 ， 同 じ風 潮 ， 同 じ生 活 体

験 を 共 有 した 人hは 或 る程 度 ， 同 じ感 覚 ， 同 じ価

値 観 を もつ 。例 え ば ， 第2次 大 戦 ， 集 団疎 開 ，敗

戦 ， 安 保 闘 争 等 々で あ る。

 そ こか ら， 大 正 世 代， 戦 中派 ， 昭 和1ケ タ， 安
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保 の世 代 等 の言 葉 が 生 れ る。 図表1-3は 見 田 宗 介

「新 版 現 代 日本 の精 神構i造(P.200)」 よ り転 載 した

も ので あ る 。'73で ， 資 料 と して は 古 い が ， こ こ

で 述 べ た コー ホ ー トの イ ラス トと して 分 り易 い と

思 わ れ るの で引 用 す る こ とに した 。

 これ を 見 る と政 党 支 持 ・天 皇 感 情 ， 信 仰 形 態 な

どで1933年 前 後 の生 れ を 境 と して 断 層 が うか が

え る 。 これ は 初 等 ・中 等 教 育 を 戦 前 に 受 け た世 代

と戦 後 の教 育 を うけ た 世 代 に 照 応 す る。

 そ して ， 生 活 目標 ， 不 満 の 内 容 ， 性 の モ ラル ，

家 庭 の理 想 像 な どは そ れ と別 の3つ の世 代 が あ る

よ うに み え る 。 こ の よ うな 重 層 的 な 構 造 を み る こ

とが で きそ うで あ る 。 とす れ ば ， 例 え ば ，脳 死 ，

臓 器移 植 等 に 対 す る態 度 に つ い て も， 同 様 の こ と

が 考 え られ る。

 こ の こ とは ， 例 え ば ，1970年 時 点 で の 「感 覚 」

「道 徳 」 と1980年 時 点 の そ れ とは 重 層 的 な 分 布 も

含 め て 推 移 して い るで あ ろ うこ とを 意 味 す る。 と

い うこ とは ，例 え ば，或 る時 点 で の 「感 覚 」で 「心

臓 移 植 」 の是 非 を 決 め て ， そ れ を 可成 りの期 間 固

定 化 す る こ とは そ の後 の現 実 ・国 民 感情 か らは遊

離 す る こ とに な る。年h歳 々， 序 々に意 見 の分 布

は 動 い て い く。 従 っ て，例 えば'91年 度 に 「体 外

授 精 」 に 関す る意 見 調 査 を 行 い， そ の結 果 を参 考
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に して， そ の時 点 で の モ ラ ル コー ドを決 め る とす

る 。これ は'91年 時 点 で の モ ラル コ ー ドで あ る 。

そ して， そ れ は 次 の調 査 まで は 参 考 に され る 。併

し，例 えば'96年 に 調 査 を 行 い ，そ の結 果 が で た

ら，以 後 は'96年 版 モ ラル コ ー ドを 参 考 に す る と

い うよ うに す る のが よい ので は な い か 。

 こ の場 合 「現 代 日本 」 の よ うな 「変 容 」 の大 き

い 時 代 に は 恐 ら く5年 お き位 に 調 査 を 行 って 「モ

ラル コ ー ド」 を 柔 軟 に 見 直 して い くべ きで は な い

か と思 わ れ る 。

 こ の よ うに 考 え て ， この 調 査 を 企 画 した 次 第 で

あ り，図表1-4は 第1回 調 査 時 点 で の コ ーホ ー ト

を 図 式 的 に 示 した も ので あ る 。(尚 ， この 図表 は

図 表II-2調 査 年 と世 代 構 成 の 第1回 目を 切 り取

って 示 した もの で あ る 。)

 次にコンセンサスについて一言したい。以下に

引用 したのは 「生命倫理懇の報告」の中にある加

藤一・郎 「脳死の社会的承認について」か らの一部

抜萃である。

       一 一前 略 一一・

 それでは，社会的合意 とは一体何であろうか。

換言すれば， どういうことがあれば社会的合意が

あったとされ るのであろうか。

 今日の社会では，一般には多数決原理が承認 さ

れ，支配 している。国会の多数決で法律がつ くら

れれば，個人 としては反対であっても，それが拘

束力をもち，それに従わなければならない。これ

は，多数決があれば，それが個人の個別意思をこ

えて国民の一・般意思 とな り，個別意思に優越 し，

それを拘束すると説明された りする。これは一種

の擬制的な説明ではあるが，そ うい う約束ごとが

なければ今日の社会の発展は成 り立ちえないので

ある。

 それでは，脳死について単なる多数決ではなく

社会的合意が必要だといわれるのは，なぜだろう

か。それは，おそらく，個h人 の生死に直接にか

かわるような脳死については，形式的な多数決で

はなく，国民の大多数の納得 と承認が必要だとい

う素朴な気持に由来す るものであろう。

 そこで，第一には，国民の何パーセントが承認

すれば，社会的合意があったことになるのだろう
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か。コンセンサスというと全員がそれを承認する

ようにも聞こえるが，今日のような多様化の時代

に反対者がいなくなることは不可能であるから，

社会的合意のために全員一致やそれに近いことが

必要だと主張する人はおそらくいないであろう。

また，多数決の中でも特別に重要なものについて

は，憲法改正や株式会社の重要事項のように3分

の2の 特別多数決が必要 とされることがある(憲

96条 ，商343条)。 社会的合意論は，そのように

単純多数でなく，3分 の2と か4分 の3と かかな

りの多数の者が承認すればよいとするもののよう

に思われ るが，そのことを数字的に明らかに した

主張は見当たらないのである。

 つぎに，第二の点として，そのような社会的合

意は，どのような形式で確認されるのだろ うか。

世論調査で支持者が反対者をかな り上回ればよい

のか。あるいは国会ですべての党派あるいは大多

数の議員が賛成すればよいのだろうか。このよう

な社会的合意の確認手続についても，社会的合意

論からは，なんら具体的な提案はされていないの

である。

      一 … 以下，略 一 ・一

 これについての私見を述べ る ことにす る。先

づ，多数決であるが，多数決ということはそのこ

と自体が反対意見が存在す るということを前提に

している。従って，多数決で決めるとい う時，そ

のこと自体が 「合意」がえられていないとい うこ

とを意味する。 しからば，どうい う時に合意がx

られたといえるのか。加藤のい うように全員一致

でなければならないとい うことはない。然らば何

0の 人が賛成すればコンセンサスがえられたとい

えるのか? これが加藤の指摘の第一点である。

 加藤のいうように重要事項によっては2/3と か

3/4以 上 といった条文がある。著者は法律に関 し

ては素人であるが，聞 くところによると現在一番

高いのは 「建物の区分所有等に関する法律」の62

条に 「集会に於て4/5以 上の多数決によらなけれ

ぽ建替えは出来ない」 という条文があるそうであ

る。

 これをウラ返せば，80%以 下では，コンセンサ

スがあるとはいえないとい うことになる。

 これと全く逆の論理のたて方が推計学にある。

「統計的仮説の検定」 である。 これは立証したい

ことと反対のテーゼを仮に立てる。

 例えば 「男女間の意見に差はない」 ということ

を実証したい時に， これ と反対の 「男女間の意見

には差がある」 とい う仮説をたてて調査を行 うの

である。その結果，調査の仮説が否定 されれ ば

「男女間の意見に差はない」とい うテーゼが実証さ

れたとするのである。

 具体的にい うと，調査のデータか ら 「男女間の

意見に差があるとはいえない」 という否定的な結

果がでた場合，そのデータが偶々偏ったデータで

あ り，実際には 「男女間の意見には差がある」と

い うこともあ りうる。その様な誤った結論を出す

危険性が0で はない。このデータからその様な誤

った断定を下す危険性 も万に一つはある。

 併 し， そのような危険性は無視 して， 「男女間
の意見に差はない」 という結論を出そ う。それが

間違いである危険性はこのデータの場合1%0以 下

である。このような場合，「危険率1%0以 下で有

意」であるとい う。そ して 「男女間の意見に差が

ある」とい う仮説は棄却される。この発想は，多

数決原理 とは丁度，逆の論理のたて方である。

 っまり，誤 りを犯す危険性が1%0以 下の場合
は，それを無視 して 「～である」 と断定 しようと

いうことである。

 この考え方をコンセンサスにあてはめれば，例

えば 「99%の 人が同意なら合意が成立 したと云

お う」とい うことである。つまり，1%0の 人の反

対意見は無視されるわけである。

 このような何%ま での意見ならば無視 し得 るの

かが次の問題である。統計的仮説の検定の場合，

通常採 られている危険率は1%0と5%0が 多い。

10%の 場合 もあるが，これは少々廿い数字のよう

に思われるo

 この考え方を コンセンサスに流用すれば，恐ら

く甘い基準で10%以 下とい うことになろ う。

 つまり，90%以 上の人が同意した時に合意が

えられたといえるとい うことである。少 し甘いか

もしれないが常識的な感覚とも略'々合うのではな

いか。

 逆にいえば，10%以 上の人が反対 している時に

合意がえられたと称するのは少 し乱暴のような気
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がす る。(余 談 に な るが ， この よ うな 「云 い 方 ・

キ メ方 」 が我 が 国 の政 治 問題 ， 社 会 問 題 に は 多 す

ぎ る よ うな気 が す るが)で は一 体 何%の 合 意 が あ

れ ば コ ンセ ンサ スが え られ た とい え るのか が 次 の

問題 で あ る。

 筆 者 は， これ も多 数 決 と同様 に 重 要 度 に よ って

い くつ か の段 階 を考 えた 方 が よい ので は な い か と

思 う。

 例 えば ，非 常 に 重 要 で あ り，慎 重 を要 す る問題

や り直 しの 出来 な い 問 題 等 に つ い て は1%0の 合 意

度 。そ れ に 準 ず るが そ れ 程 厳 し くな い 問 題 は5%

合 意 度 。更 に 緩 くて よい もの は10%合 意 度 。 と

い うよ うに テ ーマ 毎 に 合 意 度 を 決 め れ ば よい 。

 こ うい うと途 端 に ， そ の 様 な 合 意 度 を 何 時 ， 誰

が ， ど こで 決 め るの か ， そ の 決 め 方 は ど うす るの

か 。 とい う質 問 が きそ うで あ る。 当 然 の こ とで あ

る。 と同 時 に ， 当 然 の こ とな が ら， そ れ を 決 め る

の に も コ ンセ ンサ ス が い りそ うで あ る。

 そ こで ， 筆 者 は 以 前 この 問題 に つ い て “「コ ン

セ ン サ ス」 の コ ン セ ン サ ス にっ い て ” と題 して話

した こ とが あ る 。(第38回 医 療 をめ ぐる法 律 問 題

研 究 会'86，7，17)(残 念 乍 ら， あ ま り賛 成 は え ら

れ な か っ たが 。)い ず れ に して もそ の よ うな ， 「コ

ンセ ソサ ス」 とは こ うい うも のだ とい うコ ンセ ン

サ スを 得 てお い た 方 が よ い で あ ろ う。 そ うす れ

ば ， 例 え ぽ ，心 臓 移 植 に つ い て は これ これ の 調査

で1%合 意がえられるまでは早急に実施 しない方

がよいとか，脳死については生命倫理学会で5%

の合意度が必要であるとか，もう少 し，具体的な，

生産的な議論ができるのではないか。

 勿論，合意がえられたと認知するということと

物事を多数決原理で決めるということは別問題で

ある。その点についても例えば，この問題は1%

合意の重要問題であるから4/5の 多数決にすべき

だとか，この問題は5%合 意であるから3/4に し

よう，或いは2/3の 多数決にしよう， この問題

は10%合 意であるから過半数の賛成でよいので

はないかといった合意をつみ重さねてい くことが

可能になると思われる。

 上図は以上の点を図示したものである。
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1-2.家 族 の変 容 を捉 え るため に

渡  辺  秀  樹

1. は じめに

一 一家族の変容を捉えるために一 一

 本調査の目的の一つは，人々の家族についての

意識のなかに，家族の変容の特質と方向を探ろ う

とすることがある。小論では，調査の分析に先立

って，基本的には家族社会学の立場から，家族の

変化を捉える視点について整理 し，家族を問題 と

して評価す る視点を列挙す るという作業をおこな

い，そのことを通 して，現代家族への接近のしか

たについて試案を提示することを試みる。ここで

は，まず変化する家族の現状を捉える視点につい

て論 じ，また変化にともなって生ずる問題を捉え

る視点について論 じる。次に小論で採用する変化

と問題を捉える視点から，家族変化の内実の何が

見えて くるか，を論ずる。

 同棲の増加，単身者の増加，婚外子の増加，少

子化，離婚および義理の関係を含む家族の増加，

など，欧米の家族の変化を示す統計的な(あ るい

は， ケース ・スタディによる質的な)実 態が多く

報告 されている。日本の家族においても，晩婚化，

未婚率の上昇，夫婦の役割関係の変化(共 働 きの

増加)，少子化，高齢者の核家族世帯(お よび単身

世帯)の 増加，などの統計的データが報告され，

現代家族についての質的な研究と相まって，家族

が変化のただなかにあることを我々に強 く訴えか

ける。 こうした家族の変化を捉える視点に つい

て，まず整理 してみよう。

 家族の変化に接近す る主要な視点として，以下

の4っ があるように思われる。

 第1に ，変化を家族の危機あるいは家族の崩壊

として捉えようとする視点がある。アメリカやヨ

ーロッパでは，同棲や離婚が増え，そして婚外子

が増えている。また，ひとり親家庭，義理の関係

を含む家庭なども増えている。あるいは共働き家

庭の増加は， 冂本を含め，先進産業社会の共通 し

た趨勢である。こうした変化は，かつての性別分

業型(夫 が働き，妻が家庭にとどまる)の 夫婦家

族からの乖離であると同時に逸脱である，とする

見方である。一つの家族モデル，すなわち，夫婦

は一・生添い遂げるものであ り，性に応 じて役割を

分担するものであ り，子どもはいるのが望ましい

とい う家族のモデルを設定した うえで，現実の家

族がこのモデルから，どんどん離れていくことに

危機を感じ，それを家族の崩壊 と捉え，変化を問

題視す るわけである。これは，伝統的な家族への

回帰は， どうしたら可能になるか， という問題の

立て方につながっていくだろう。

 第2に ，従来の家族モデル(近 代産業社会に固

有の家族のかたち)か ら，何らかの新 しい安定 し

た家族モデル(脱 工業社会や高度情報社会に相応

しい家族のかたち)へ の移行期もしくは過渡期と

して変化を位置づけようとする視点がある。危機

と見えるもの，崩壊と見えるものは，過渡期の変

化にともな う混乱であ り，新 しい家族モデルが定

着すれば混乱は治まると期待する。混乱は一時的

なものと見 る。こうした見方 ま々，戦後の家族の変

化を捉える方法 として我hに 馴染みの深いもので

ある。つま り，戦後の新憲法および民法改正を大

きな契機 とする，戦前の家制度から戦後の夫婦家

族制度への制度的移行が，現実の家族生活におい

てどれだけ達成されているかを実証的に明らかに

するとい う研究が多 くなされた。移行過程に伴 う

問題(封 建遺制，世代間ギャップなど)は 当然な

がら，移行が終了すれば解消するものと位置づけ

られた。



 戦後の家族変化が封建的家族から民主的家族へ

の移行として捉えられたとすれぽ，現在の家族変

化は，先にも触れたように，近代産業社会適合型

家族から，脱工業社会適合型家族への移行として

捉えられることになる。A.ト フラーの言葉を借

りれば，第2の 波の時代の家族から第3の 波の

時代の家族への変化である。これは，未来の，あ

るいは，あ りうべき家族のかたちはどのようなも

のか，という家族のモデルの構想や，混乱の少な

いスムースな移行(ソ フ ト・ランディング)は ，

いかに して可能かとい う問題の立て方につながっ

てい くだろ う◎

 第3に ，一・つの支配的な家族モデルの時代から

いくつもの多様な家族のかたちが共存す る時代へ

の変化，すなわち家族の多様化 として現在の状況

を見 ようとす る視点がある。多様化が常に変化を

ともなうとすれば，変化は一時的なものではな く

常態であると見 る。時代が一つの支配的な家族モ

デルか ら，別の支配的な家族モデルへと移るので

はなく，人hが 個別に多様な家族モデルの間を移

りつつ，それぞれに固有の家族経験を積んでい く

と考えるのである。多様な家族のモデルのなかか

らひとつのモデルを選択するとい うことを人生に

おいて繰 り返す一選択しなおす一 と見 る(家 族の

選択的多様化仮説)。 あるいは階層や地域などの

状況の制約によって人hの 家族経験が分化し多様

化してい くと見るのである(家 族の状況制約的多

様化仮説)。 とくに家族の選択的多様化仮説 にお

いては，同棲 も，離婚 も，ひとり親家庭 も，家族

の危機や崩壊を示す ものというよりも，家族の多

様な選択肢のひとつ として位置づけられる。ここ

では， 社会全体として一つの家族モ デルを設 定

し，そこに人々を導いた り，家族を制御 した りと

い う問題の立て方はできな くなる。家族の多様な

選択的経験を可能にす る社会とは，どのようなも

のか， とい う問題の立て方が必要に な って こ よ

う。

 さらに第4に ，歴史社会学的あるいは社会史的

視点か ら，家族モデルの相対性 ・可変性(普 遍性

や固定性でな く)を 強調 して，家族の変化を説明

しようとする視点がある。もちろん，比較社会学

的に家族モデルの相対性 ・可変性に取 り組む人た
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ちもいる。これは，第2や 第3の 視点と独立で

はない。第2や 第3の 見方を基礎づける有力な

視点ともなっている。ここでは，変化はおしとど

めることができないものとして，つま り，おしと

どめるべきものというより，受け入れ ざるをえな

いもの，もしくは受け入れ るべきものとして肯定

的に捉えられ る。時代に制約 された，あるいは文

化に制約 された家族の個別性が強調 される。時代

や文化が変われば(違 えば)， 家族 も変わ る (違

う)と いうことを，歴史社会学的に，そ して比較

社会学的に明らかに し，現在の家族の動揺や不安

定 さを，この文脈において理解 しようとするわけ

である。

 このように，家族が変化 していることを認めて

も，それをどう捉えるかはさまざまである。第1

と第2の 見方は，特定の家族モデルー一一・それは伝

統的な家族であった り，きたるべき家族であった

りする一 一一を座標軸とし，そこからの距離 として

家族の現状 ・変化を測ろうとす るものである。家

族 の変 化 は，固定された座標軸か ら遠ざかった

り，近づいた りする過程であるとみなされる。第

3と 第4の 見方は，特定の家族モデルを変化の座

標 軸 として設定しえないと考える。 しいていえ

ぽ，座標軸そのものが動き(変 化し)，複合 し，重

層 しているとみなす。視点を相対化 した うえで，

現実の家族の変化をみることを強調 しているとい

えるだろう。時代や社会の変化に，家族がいかに

対応 しているか，とい う観点から家族の変化が捉

えられる。

 家族の変化に対する上に述べた4っ の見方は，

それぞれに重要であろ う。座標軸のなかの変化 と

見るか，座標軸の変化 と見 るか。我 々は，どの視

点を採 るか。我々が，家族の変化に注 目す るのは，

変化が何 らかの 「問題」を伴 うからだ。個々人の

ニーズの充足，社会全体のニーズの充足に関わる

問題を惹起するからである。したがって，変化を

捉える視点は，問題を捉える視点と結びつ く。そ

こで次に， 「問題」にどのように接近するかを考

えてみよう。

2. 家族という 「問題」の捉え方

社会学から家族の問題に取 り組 む視 点 と して
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は，次の3っ の視点が重要であろ う。すなわち

「家族の問題を捉える」とい う視点と，「家族に問

題の原因を求める」とい う視点，そして 「家族を

問題 として捉える」 という視点である。我!zは ，

この最後の視点を採用 したいと考えるが，家族の

問題に接近す る，あるいは家族を問題として考え

るとは，どのようなことを意味 しているのかを，

まず説明しなけれぽならない。

 1)「 家族の問題を捉える」

 これまで，家族の問題に接近する場合，家族の

あり方について一般的な基準(モ デル)を 設定し

て，この基準から逸脱 した事例を 「問題」 として

取 り上げるという方法が多くとられた。た とえ

ば，家族構成においては，夫婦 と子どもに よって

形成 され る核家族を一一般的な基準として，これと

は異なる家族構成(ひ とり親と子どもからなる母

子家族や父子家族，あるいは単身者世帯など)を

問題として取 り上げる。そ してこうした家族構成

に属すものに 「欠損」家族といった，マイナスの

意味が付与された言葉をあてがって，その逸脱性

を固定的に論じる。また，結婚の永続性を一般的

な基準として設定し，この基準から逸脱 した事態

としての離婚を問題 として取 り上げ，その原因，

プロセス，帰結，対策などを分析 し，検討すると

いう視点である。つま り，従来の支配的な(あ る

いは新たな目標 としての)家 族モデルからのズレ

として家族の問題を定i義し，定義された問題に接

近するという方法である。これは，上でみた家族

の変化の見方の第1お よび第2に 対応する方法

であろう。

 この視点は，一定の家族を一般的な基準に見合

っているとい うことを理由に，問題のない家族と

して類別 し考察の対象から除く(比 較のための対

象群 としては重視される)。 他方，一一般的な基準

か らズレているということを理由に，特定の家族

を問題のある家族 として，これを考察の対象とす

る。家族の理想 と，家族の現実 との間のズレに，

家族の問題を見いだす。家族の現状が生活上の困

難に直面 している場合もいない場合も，ズレがあ

ることを理由に家族問題として，位 置づ け られ

る。た とえぽ，「母親は，家庭にいて子育てに専念

すべき」とい う基準のもとに，働 く母親が問題 と

される。子どもにとって，母親が働 くことが，プ

ラスであるか，あるいはマイナスであるかの具体

的な検討を待つ前に，母親の就労が問題として定

義されるのである。

 さらには，問題 として定義され る ことを通 し

て，現実の家族に，まさに問題を現実のものとし

てもたらす とい うこともあろ う。すなわち， 「母

親は子育てに専念すべき」 という理想があるがゆ

えに，働 く母親は，必要以上に子どもを甘やか し

た り，理想か らの乖離を理由とする社会の非難を

浴びないために，人一倍無理を して，子どもにか

かわ り，子どもを拘束 して しまうことがある。ま

た，理想とのズレからくる人々の偏見や差別(冷

たい眼差 し)の なかで，働 く母親が，あるいはそ

の子どもが問題を現実のものとして引き受けてし

ま うということもあるだ ろ う。「カギ ッ子」への

偏見のなかで，「カギ ッ子」 は，実際に問題行動

を起 こしてしまう。離婚者への偏見 と差別(就 業

機会や再婚機会を狭めるなど)の なかで，離婚者

は実際の生活上の困難に遭遇する。離婚が問題と

して定義されていなければ，離婚者は生活上の困

難を回避できたかもしれないのである。R.K.マ

ー トンのいう 〔予言の自己成就〕とい うメカニズ

ムを，われわれは思い起 こすべきであろ う。

 もちろん，家族の問題を捉えるこの方法が全 く

無意味であるわけではない。ひとり親 家族 の現

状 ・離婚 の現状 ・共働 き家族の現状など，その形

成原因 ・形成過程 ・生活上の ニーズの充足/不充

足の度合いなどを知 り， これに対処 しなければな

らないのは当然である。上述 した ように，ひとり

親家族や離婚や共働きを，あらか じめ問題として

定義することから起こる逆機能に，十分な注意を

払 う必要があるとい うことである。

 2) 「家族に問題の原因を求める」

 一般に社会現象は，さまざまな要因の複合的な

関連のなかで起 こる。この視点は，そうしたさま

ざまな要因のうち， とくに家族 という要因を主要

なものとして爼上にのせ，社会現象の原因を論ず

るという方法である。高齢者の孤独や不安が，家

族の機能不充足 として語 られる。犯罪や非行が家

族におけるしつけや養育経験に結び付けて考えら

れる。



 確かに家族は，社会における重要な構成要素で

ある。家族は多 くの社会現象の生起に関わってい

るに違いない。したがって，この方法は社会現象

の発生についてのわれわれの理解を深めてくれる

ものである。しかし，他の要因との複合的な関連

のなかに家族を位置づけるのではなく，家族をい

わば社会現象を引き起 こす単一の要因として見て

しまうということが，しばしば起 こる。社会が良

くなるのも悪 くなるのも，人 々が幸福になるのも

不幸になるのも家族次第 という暗黙の前提を，強

化す るという効果をこの方法は持つ。家族に過重

の負担をかけ，人hの 家族に係わ る行動を窮屈に

す る。(た とえば，『母原病』 という言葉のもつ顕

在的 ・潜在的機能に我々は充分な注意を払 うべき

である。)

 全能としての家族とい う観念，あるいは家族が

果たすべき機能についての固定 した観念を強化す

る。職場や地域，行政など，家族以外の諸領域と

の機能連関を見失 うとい う危険があるのである。

他の領域との機能代替や機能協同あるいは機能委

譲などを見通した家族の変化の可能性は，閉ざさ

れている。社会のなかで，家族が果たすべき機能

が定義される，あるいは家族に過重な機能が割 り

当てられる，という社会の固定的な枠組みのなか

で，さまざまな機能不充足が家族の問題 として論

じられる。

 子育ては，あるいは人々の情緒的ニーズを含む

パーソナ リティの安定は，家族のみが専一に担 う

べき機能なのだろうか。もし，そ うであれば，養

育やパーソナリティ形成に関わって起こるさまざ

まな問題は，家族にひたすら原因を求めなければ

ならな くなる。もし，そ うでなけれぽ，問題は，

家族を含みながら社会に広 く開かれ るこ とに な

る。

 3)「 家族を問題として捉える」

 「家族の問題を捉える」に しても，「家族に問題

の原因を求め る」にしても， どちらも家族につい

ての理想像 と現実の家族 とのズレに焦点をあわせ

る。前者には，家族そのものの固定的なモデルが

あり，後者には，家族を組み込んだ社会について

(社会のなかでの家族のあ り方 について)の 固定

的なモデルがある。こうした前提が，人hを 不安
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にさせ るのは，現実の家族がモデルからズレてい

るか らである。もし仮にモデルの固定性が失われ

れば，人/1の 不安 も違ったものになろう。現実の

家族についての，プラスの評価もマイナスの評価

も，モデル(理 想像)か らの距離によってなされ

る。モデルに より近けれぽプラスに，モデルから

より遠 く離れていればマイナスに評価される。し

たがって，家族のモデルが変われば，評価も変わ

る。同様に，社会のモデルからの乖離によって，

家族の機能不全が定義される。もし仮に社会のモ

デルが変われば，さまざまな社会現象は家族の責

任 ・家族の問題(=機 能不全)で はなくなってし

まう，“家族の肩の荷が軽 くなる”，ということも

あろ う。

 家族の多様な形態は，「共婦と子どもからな り，

夫が働 き妻が家庭にとどまる」 という家族を唯一

のモデルとす る場合には，逸脱であ り，欠損であ

ると見なされ る。しか し，唯…の固定的な家族の

モデルおよび社会のモデルではな く，家族が変わ

り，社会が変わるとい うようにモデルを相対化 し

てみると，家族の多様性は，社会の変化への適合

可能性として，異なった評価を得ることもできる

だろう。家族の多様性は，社会の変化にともな う

さまざまな事態に対応するための選択肢 と考える

こともできよう。

 子育てが，家族において単独に担われるべき課

題 とされるとき，子育てについての全ての責任 と

帰結を家族が引き受けることになる。しかし，子

育てが，社会のなかで，公的な福祉を基盤 とし，

地域や職場や親族 と家族 との連携において，また

夫 と妻 との共同において担われ るべ き課題 で あ

り，福祉の支援や，家族以外の諸社会 システムと

の 「連携」や，子育てに関わる人々相互の 「共同」

は一様ではなくさまざまであると見れば，子育て

の責任 と帰結について家族が負 うべき負担は違っ

てこよう。このことは，家族を孤立から救い，ま

た社会現象に対応する手立てを拡げる。家族のみ

が対応に苦慮するのではな く，・社会全体を動員し

て対策に当たることを可能にする(あ る家族モデ

ルと異なるものを，逸脱や欠損ではなく，多様な

選択肢の一つであると位置づけることは，そのこ

とによるニーズ不充足を不問に付 してよいという
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ことを意味しない。また同時に，問題を家族以外

の要因にのみ帰して，家族を不問に付す ことを意

味 してもいない)。

 こうして見ると，家族の変化や社会の変化を前

提 にしたときには，固定的な家族のモデルや固定

的な社会のモデルそのものが 「問題」 として浮か

び上がる。あるいはそ うした固定的なモデルに適

合した家族の現実態 こそが，「問題」となる。「問

題」 としての家族とは， 「家族を問題 として捉え

る」 とは， このように，従来の固定的なモデルの

もとでは， 「問題」とならなかった大勢 としての

家族を組上に乗せることを意味する。社会が大き

な変動の渦中にあるときには，この方法が重要に

なろう。そ して，今がそのときであるとい うこと

を，家族の変化を捉える第4の 視点に基づく多く

の研究が，我hに 教えている。

 「家族を問題として捉える」 とい うことは， 周

辺的とされる家族の一部を取 り上げるのではない

し，社会の問題を家族に預けるのでもない。家族

のモデルの相対性 ・社会のモデルの相対性のなか

で，現実の家族を，変化への適合性とい う視点か

ら，吟味 ・検討することを意味するのである。こ

こでは，家族の現状を，家族を含む社会の枠組み

一一座 標軸一一一の変化として捉えたい。以下，家

族ライフイベン トの人々の経験の様相 と，家族シ

ステムの他のシステムとの関わ りの様相 という側

面から，家族の現状に迫 り，「問題」としての家族

の一端を明らかにしたい。

3.家 族ライフイベン トの経験の実態

  .ボーダーレス家族イベン トの時代ヘー …

 ライ フ イ ベ ン トとは ， わ れ わ れ が ， 生 涯 に 経 験

す るで あ ろ う出来 事 の こ とで あ る 。た とえ ば ， 出

生 ・就 学 ・就 職 ・結 婚 ・出 産 ・退 職 ・死 亡 な どを

い う。 こ う した ライ フイ ベ ン トの な か で ， 家 族 に

関 連 す る出 来事 を ， こ こで は と くに家 族 ラィ フイ

ベ ン トと呼 ぶ 。家 族 ライ フイ ベ ン トと して は， 結

婚 ・出産 ・離 婚 ・再 婚 ・子 ど もの巣 立 ち ・配 偶 者

の死 亡 ・本 人 の死 亡 な どが 考 え られ よ う。

 家 族 の現 状 を， 人 々が 家 族 ラ イ フイ ベ ン トを ど

の よ うに 経 験 して い るか に 注 目す る こ とで ， 明 ら

か に し よ うとい う方 法 が あ る 。家 族 ライ フイ ベ ン

トを どれ だ け の 人 が経 験 す るか ，経 験 の しか た，

経 験 す る時期(年 齢)， 経 験 す る時 期 が パ ラ ツイ

て い るか否 か ， イ ベ ン トの継 続 期 間 ， ほ か の イ ベ

ン トとの 関 係 は ど うな って い るか一 一・イ ベ ン ト間

の順 序 関 係 や 規 定 関 係 ， あ るい は 間 隔一 一一， な ど

を ， コー ホ ー ト(同 じ時 期 に生 まれ た人 た ち の集

団 で あれ ば， 出生 コー ホ ー ト， 同 じ時 期 に結 婚 し

た人 た ち の集 団 で あれ ば， 結 婚 コー ホ ー ト)別 に

見 た り， 地 域 別 に 見 た り， 階 層 別 に 見 た りす る こ

とで ， 家 族 の変 化 の実 態 に 迫 ろ うとい う試 み で あ

る 。 と くに 変 化 を 見 る と きに は ， コ ーホ ー ト別 に

見 て ， イ ベ ン ト経 験 に お け る変化 の有 無 や緩 急 を

検 討 す る こ とが重 要 で あ る 。そ の 上 で， 階層 別

(あ るい は 職 業 別 や 学 歴 別 な ど)， 地 域 別 に イ ベ ン

ト経 験 の コー ホ ー トに よ る変 化 を追 う こ とに よっ

て， どの階 層 が 変 化 を導 き， どの地 域 が 変 化 に さ

ら され て い な いか を見 る こ とが ， 必 要 に な っ て く

るだ ろ う。

 結 婚 とい う代 表 的 な 家 族 ライ フ イ ベ ン トを 例 に

と っ て， 考 え て み よ う(小 論 で は ， 図 表 に よ るデ

ー タ提 示 を 省 略 す る 。文 末 の文 献 ・資 料 を 参 照 さ

れ た い)。

1)結 婚 を どれ だ け の 人 が経 験 す るか 。

 ほ とん ど全 て の 人 が 一 生 に一 度 は結 婚 す る社 会

を ， 皆 婚 社会 と呼 び ，1割 近 くあ るい は それ 以上

の 人 が一 生 に一 度 も結 婚 しな い人 生 を お くる社 会

を稀 婚 社 会 と呼 ぶ 。戦 後 ， 日本 社 会 は ず っ と皆 婚

社 会 を 続 け て きた 。 しか し，1985年 以 降 ， こ の特

徴 を 危 う くす る変 化 が ， 人 口動 態 統 計 な どに 見 ら

れ る(こ う した デ ー タは ， 全 て 「届 け 出 られ た 結

婚 」 に つ い て の も ので あ る こ とに 注 意 した い 。 以

下 も同 様)。 つ ま り生 涯 未 婚 率 が 高 ま って い るの

で あ る。 この 変化 は 次 の3)に も関 わ る。

2)結 婚 の しか た 。

 結 婚 の しか た と して は， 恋 愛 か 見 合 い か が あ

る。見 合 い結 婚 が 減 り， 恋 愛 結 婚 が 増 え る とい う

一 貫 した変 化 を 示 して い る こ とは
，5年 ご との厚

生 省 に よる 出産 力 調 査 な ど の結 果 か ら も明 らか で

あ る 。

 また ， 欧 米 で は ， 同 棲 が 増 え て い る 。同 棲 は ，

結 婚 に お け る法 的 手 続 きを 省 略 した も の と見 る こ

とが で き る 。 これ も結 婚 の しか た の変 化 と考 え ら



れ るが ， 日本 に お い て 同棲 が 増 え て い る とい う信

頼 で き るデ ー タは な い 。

3)結 婚 す る時 期 。

 日本 は諸 外 国 と比 較 して， も と も と晩 婚 社 会 で

あ った 。 そ して平 均 初 婚 年 齢 は ます ます 高 くな っ

て い る 。す な わ ち， 晩 婚 化 とい う変 化 のた だ な か

に あ る。 と くに 男 で は， 初 等 学 歴 に お い て， そ し

て 農 業 や 自営 業 に お い て 晩 婚 化 が 激 しい 。 女 で

は ， 高 等 学 歴 に お い て， そ して 常 勤 の職 業 従 事 者

に お い て 晩 婚 化 が 激 しい(第9次 出産 力 調 査 よ

り)。 男 女 で 晩婚 化 を 導 く層 が 異 な る こ とに 留 意

した い 。

4)結 婚 の 時 期 は バ ラ ッイ て い るか一 一適 齢 期 的

  社会 か否 か 。

 人hが 結 婚 す る年 齢 は画 一 的 か ， それ と も多様

か 。 そ して， そ の傾 向 に変 化 は あ るか 。 日本 は ，

人IZが 適 齢 期 に な る と， 落 ち着 か な くな り， まわ

りか らの い ろ い ろ な圧 力 もあ っ て， 一 定 の年 齢 で

ドッと結 婚 す る適 齢 期 的 社 会 な のだ ろ うか 。あ る

い は 産 業 化 と と もに ， 人 々 の生 活 経験 が よ り一”)

平 準 化 して ， 結 婚 も一 定年 齢 に ます ます 集 中 す る

よ うに な って い る のだ ろ うか 。 これ に つ い て は デ

ー タに よ って 多少 異 な る結 果 が で て い る
。人 口動

態 統 計 に よれ ば ，1975年 以 降 ，初 婚 年 齢 の分 散 は

どん どん大 き くな っ て い る。 と ころが1985年 の

SSM女 性 デ ー タ に よれ ば ， 結 婚 年 齢 は 画 一 化 の

方 向へ の変 化 を示 して い る。前 者 は， 毎 年 の デ ー

タ で あ り， 後 者 は1985年 まで の ，15年 間 隔 で

ま とめ た 結 婚 コ ー ホ ー ト(つ ま り，1955以 前 ，

1956～1970，1971～1985の3つ の結 婚 コ ー ホ ー

ト)の 比較 デ ー タで あ る。 こ こで は ， 細 か い検 討

を 省 くが ， よ り詳 しい デ ー タで あ る前 者 の結 果 を

採 り， 晩 婚 化 と と もに適 齢 期 的社 会 が 揺 らぎ つつ

あ る と考 え て お こ う。

5) 結 婚 の継 続 性一一一離 婚 の動 向

 結 婚 の終 局 に は ，主 に 死 別 と離 別 の ふ た つ が あ

る 。寿 命 の 伸 び は結 婚 の継 続 期 間 を延 ぽ し， 離 婚

の増 加 は 継 続 期 間 を 縮 め る。1985年 の平 均 結 婚

余 命 は37・41年 で あ る 。 この余 命 は戦 前 との比 較

で は延 び て い るが ，10年 前 の1975年 との比 較 で

は お よそ1年 短 くな って い る。1955年 頃 まで の

寿 命 の急 激 な 伸 び と， そ の後 のな だ らか な 伸 び ，
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そ して1960年 台半ぽ以降の離婚の増加によるも

のと考えられる。非選択的な終局 としての死別が

引き延ぽされ，選択的な終局としての離婚が，ま

さに選択肢 として人 々に認められ るようになって

きているとみてよいだろう。

 離婚 の増加は，欧米諸国においても共通する動

向である。結婚の終局は， 「死が二人を分かつと

き」に訪れる (所与 ・宿命)の ではな く，意図的

に選ばれることも多 くなっているのである。

 以上，簡単に結婚に関わる動向を見てきた。ほ

かに結婚と出産との関係や，結婚と他の家族ライ

フイベ ントとの関係についての動向，など残され

ているが，これらは以下に触れることになる。こ

うした動向について，家族を問題 として捉える立

場から，次の2つ の点を指i摘しなけれぽ ならな

い。

[A]夫 婦関係と親子関係の乖離

 まず第1に ，夫婦 と親子 という家族のなかの2

つのダイアッドの関連についてである。夫婦関係

は，結婚とい う選択的一 一一契 約的一 一な行為によ

って成立 し，離婚とい う選択的行為によって終わ

らせることができる。親子関係は，多 くは血縁と

い う非選択的な契機によって成 り立つ。したがっ

て関係は固定的であ り安定 している。子どもにと

っては所与 ・宿命として与えられた関係である。

家族とい うシステムにおいては，こうした異なる

性格のふたつのダイア ッドが共存している。

 上に見た結婚の動向は，夫婦関係が有す る選択

的な性格の顕在化を示 していると見 ることができ

る。とくに離婚の増加は，結婚についての永続性

規範(死 がふた りを分かつまで)を 崩 し，家族の

不安定性を増 した。夫婦関係が永続性規範のもと

にある限 りは， 固定的な親子関係 と適合 してい

た。しかし，夫婦関係の選択的な性格が行動の レ

ベルへとそのまま具体化す ると，夫婦関係と親子

関係は相互に乖離 してゆく。離婚は，親にとって

は選択 した行動か もしれないが，子どもに とって

は非選択的に巻き込まれた出来 事 で あ る。妊娠

を理 由 とす る結婚は非選択的結婚(dependent

marriage)と 呼ぼれる。しか し逆に，妊娠 したか

らやむをえず結婚す る， ということなく非婚の母
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となるとき，非婚の母自身はその状態を選びとっ

たとしても，婚外子は，所与としての状況を与え

られたにすぎない。義理 の親は，再婚を選択した

結果だとしても，義理の子は，親の再婚によって，

義理 の関係がもたらされたにす ぎない。

 離婚や婚外子や義理の関係が，子 どもにとって

ア ・プリオ リにマイナスであるということを，い

っているのではない。子どもは，そ うした出来事

を非選択的に経験するとい うことを指摘 したいの

である。成人の家族ライフイベ ントの経験が，宿

命的な ものではな く，選択的なものになってい く

ことは，歓迎すべき ことであろ う。結婚するか/

しないか，誰とするか，いつするか，いつまで続

けるか，子どもを産むか/産 まないか，…などが，

有無をいわせず強制されるよりは，自分 自身で決

定できることのほうが，望ましいに違いない。し

かし，そのことが，子どもにとっては，家族の状

況の大きな変化への非選択的な遭遇を意味 し，子

どもの 「非選択的な不幸」につながる危険を持つ

ことに，充分な注意を払 う必要があろ う。非選択

的であるとい うことは，責任も問われないとい う

ことであろ う。婚外子などを差別することの非論

理性がここに求められる。

 これまで，家族システムのなかで， どちらかと

いえぽ親子関係にみ られ る性格一 一所与性 ・固定

性一 一が 中心とな り，夫婦関係にみ られ る性格
一一選択性 ・不安定性一 一一は，表面化せず，潜伏

していた。親子関係に夫婦関係が従属 していたの

である。ところが結婚に関わる動向は，夫婦関係

が持つ原理的な性格が家族の前面にお しでてきた

ことを示している。我hは いま，家族経験の選択

性の高まりと，非選択的な家族経験にさらされる

子どもたち(や 老人たち)の ニーズ(福 祉)充 足

とを，両立 させ るという困難な課題に直面 してい

るのである。親子関係と夫婦関係とが 持つ 性格

が，現実的に乖離 してきているとい うことに，現

代家族の問題をみいだすことができよう。

[B]家 族 イベ ン トの ボ ー ダー レ ス化

 結 婚 の 動 向 に 関 わ って ，2番 目に指 摘 しな けれ

ば な らな い こ とは， イ ベ ン ト経 験 ・イ ベ ン ト移 行

の 簡略 化 につ い て で あ る。欧 米 に お い て増 加 して

い る同棲 は， 結 婚 とい う家 族 ライ フ イ ベ ン ト の

(法的 な手 続 き を 省 い た)簡 略 な方 法 とい え よ う。

あ るい は 未 婚 と結 婚 との 間 の 区 別 の 曖 昧 化 で あ

る 。 同棲 の増 加 を 一 つ の理 由 とす る婚 外 子(chil・

dren born outside marriage)の 増 加 は ，婚 内 で

生 まれ た 子 ど も と婚 外 で 生 まれ た子 ど もの 区 別 が

不 明確 化 して い るこ とを示 す(し たが っ て， 非 嫡

出子illegitimate childと い う差 別 的用 語 は使 わ

な い 。 ア メ リカ で は20%以 上 の子 ど もた ちが ，

現 在 ， 婚 外 子 と して生 まれ て くる 。 フ ラ ン スで は

約4分 の1が 婚 外 子 と して 生 まれ る)。

 離 婚 に つ い て の法 律 も， 多 くの先 進 諸 国 に お い

て ，1970年 前 後 か ら，有 責 主 義 か ら破綻 主 義 へ と

変 化 し， 結 婚 か ら離 婚 へ のハ ー ドル が 低 くな り，

離 婚 が 容 易 に な って きて い る.そ して， た とえ ば

ア メ リカで は ，夫 婦 は 離婚 後 も，子 ど もの利 益 を

第1に す る とい う理 由 で ，関 係 を保 ち続 け るこ と

も多 くな っ て い る。つ ま り， 両 親 の離婚 後 ， 子 ど

もは いず れ の親 との関 係 も失 うこ とな く， 保 護 や

養 育 や 生 活 費 な ど の ニ ー ズを 双 方 の親 か ら受 け る

可 能 性 を よ り強 く持 つ よ うな(離 婚 手 続 きに お け

る)対 応 に変 化 して い るの で あ る 。別 れ た 両親 が ，

離 婚 後 も と もに 養 育 に 関 わ るか た ち を 共 同 監 護

(joint custody)と 呼 ぶ 。

 こ うして 欧 米 に お い て は ，結 婚 前 と 結 婚 後 と

の ， 生 活 の連 続 性 が よ り強 くな っ て き て い る。生

活 の連 続 性 を 可能 な か ぎ り維 持 す る こ とで， イ ベ

ン ト経 験 や イ ベ ン ト移 行 に と もな うマ イ ナ ス の影

響 を排 除 す る努 力 をす るこ とが 重 要 で あ ろ う。言

い 換 えれ ば ， イ ベ ン ト経 験 の前 後 で， 生 活 に さほ

ど の 落差 が な く， ニ ー ズ充 足/不 充 足 に 大 きな 変

化 が 無 け れ ぽ ， 人hを して ， 強 い て 結 婚 届 け を 出

した り， 気 の進 まな い結 婚 を した り， 不 幸 な 結 婚

を続 け て 離 婚 を しな か った り， … とい う行 動 へ と

拘 束 す る力 は 弱 ま るに違 い な い， とい う こ とで あ

る。 そ う した拘 束 力 の 強 い 社 会 が ， これ まで の 日

本 社 会 で あ っ た とい え な いだ ろ うか 。

 日本 に なぜ ， 婚 外 子 が 少 な く(1%0弱)， 離 婚 が

少 ない のか(他 の 先 進 諸 国 と較 べ て)。 そ の 原 因

を 考 え てみ る と， 日本 の家 族 の問 題 も浮 か び 上 が

っ て こ よ う。 日本 に 婚 外 子 が 少 な い 理 由 と し て

は ， さ ま ざ まな要 因 を 考 え な け れ ぽ な らな い が ，



まず 第1に ，婚 外 子 が 被 る不 利 益 の大 き さを 指 摘

で き るだ ろ う。法 に お け る差 別 のほ か に ， 文 化 的

な差 別(冷 た い 眼 差 しに さ ら され る …)， 社 会 ・

経 済 的 な差 別(就 職 や 結 婚 にお け る …)な ど， 婚

内子(=嫡 出 子)と は ，大 き く異 な る状 況 が あ る。

わ れ わ れ は， 当然 ， 大 き な不 利 益 か ら逃 れ よ うと

す る 。そ して， こ こか ら逃 れ る手 段 が 日本 に お い

て，比 較 的 容 易 に 利 用 可 能 な こ とが ，第2の 要 因

で あ る 。 す な わ ち ， 妊 娠 を 契 機 とす る 結 婚(de・

pendent marriageあ るい はshotgun marriage

と言 う。先 述 した よ うに ， 強 い られ た ， とか ， や

む を え ざ る， とい う意 味 で あ る)が 多 い とい う こ

と。 これ に よ，って， 婚 外 子 や未 婚 の母 に な っ て大

きな不 利 益 を得 る危 険 か らのが れ るの で あ る。 さ

らに， 中絶 とい う手 段 を使 っ て， 婚 外 子 や 非 婚 の

母 の発 生 を防 ぐ とい う こ とが 多 く行 わ れ てい る 。

 こ う して婚 外 子1%の 理 由 を み て み る と，婚 外

子 の 多い/少 な い に よ って ， 単 純 に 欧 米 を マイ ナ

スに ， 日本 を プ ラ スに 評 価 で き る も ので は な い ，

とい うこ とに 気 づ くで あ ろ う。 日本 で は ， あ る家

族 イ ベ ン トを 経 験 す るか/し な いか (結婚 届 け を

出 す か/出 さな いか ・婚 内子 に な る か/な ら な い

か)が ， 非 常 に 大 き く当 事 者 の 生 活 を 左右 す るの

で あ る 。人 々に と って ， イ ベ ン ト経 験 の有 無 に よ

る生 活 の 格 差 は 大 き く， イ ベ ン ト経 験 に対 す る拘

束 感 は 強 い(選 択性 は 弱 い)。

 日本 に お け る離 婚 に つ い て も， 婚 外 子 に似 た状

況 を 指摘 で き るだ ろ う。 欧米 と較 べ て， 離 婚 が 少

な い理 由 の ひ とつ に， 離婚 前 と離 婚 後 の大 き な生

活 の格 差 が あ る 。離 婚 者 に対 す る(そ して離 婚 に

直 接 の 責 任 の な い 子 ど もを も 巻 き込 ん だ)文 化

的 ・社 会 的 ・経 済 的 差 別 ， そ こか ら くる社 会 的 孤

立 や 経 済 的 な 困窮 は ， と くに 女 性 に 離 婚 す る こ と

を 踏 み 止 ま らせ るに 十 分 な も のが あ った 。 「悲 惨

な 」 離 婚 よ りも， 「不 幸 な」 結 婚(=家 庭 内離 婚)

の方 が まだ よか った ので あ る 。

 離婚 前 後 の 生 活 の 落 差 と と もに ， 生 活 の非 連 続

性 も指 摘 しな け れ ば な らな い 。 別 れ た 夫 婦 が ， そ

の 後 会 うこ とは な い し，子 ど もに も絶 対 に会 わせ

な い とい う こ とが 多 か った 。 イ ベ ン ト前 後 の生 活

の 隔絶 感 が大 きい の で あ る。 この こ とが 子 ど もの

保 護 の 担 い 手 を 失 うこ とに もつ な が る。 別 れ た一

一 序一 一 23

方 の親 と も関 係 を維 持 して いれ ぽ ， 経 済 的 な 援 助

や ， 保 護 を受 け る可 能 性 を 保 ち続 け る こ と もで き

よ う。子 ど もの ニー ズ の充 足 を 可 能 に す る手 立 て

や 人hを ， 多 く確 保 してお く方 が よい に 決 ま って

い る。

 この よ うな 離 婚 に つ い て の状 況 は ， 緩 や か に 変

化 しつ つ あ り， 差 別 も少 しは 弱 ま り， 離 婚 前 後 の

生 活 の落 差 や 隔 絶 も， 多 少 は 弱 ま りつ つ あ る。 そ

う した 状 況 の変 化 のな か で ， 日本 で も1960年 台

半 ば 以 降 ， 離 婚 が 増 え て きて い るの で あ る。 しか

し， 欧 米 と の比 較 のな か で ， 上 述 の 状 況 を 日本 の

特 徴 と して 指 摘 して お くこ とは 重 要 で あ ろ う。 離

婚(婚 外 子)の 多 さで は な く， 離 婚(婚 外 子)の

少 な さの な か に も， 家 族 の 問 題 が あ る こ とを確 認

した い の で あ る。

 特 定 の 家 族 ライ フイ ベ ン トを 経 験 す るか/し な

い か に よ って ， あ るい は ， どの 家 族 ライ フイ ベ ン

トを経 験 す るか に よっ て， 生 活 に大 き な落 差 や隔

絶 が 生 じな い状 況 ， す なわ ち， ボ ー ダ ー レス な家

族 イ ベ ン トとい う状 況 を， そ の マ イ ナ ス面 だ け で

な く， プ ラス の面 か ら も評 価 してみ る必 要 が あ ろ

う。 日本 社 会 で は， オ ル タ ー ナ テ ィブ な家 族 イ ベ

ン トを経 験 す る こ とが ， 生 活 の質 の下 降 を 招 い て

し ま う と い う仕 組 み に な って い る 。 人 々の 「選

択 」 に も とつ く家 族 の多 様 化 は ， こ う した 状 況 で

は 起 こ りに くい 。

 4.家 族 の 自立

一 一ボ ー ダ ー レス な 家 族 シ ス テ ム か らの脱 却 一 一・

 最 後 に ， 家 族 と他 の シス テ ム との 関 係 に つ い

て ， 問 題 を 指 摘 して お こ う。 家 族 に 関 わ る ライ フ

イ ベ ン トの経 験 に つ い て は ，上 で 見 た よ うに壁 は

厚 い 。 しか し逆 に ， シス テ ム と して の家 族 は， 自

立 性 に乏 し く， 自己 を守 る壁 は薄 い 。す なわ ち，

日本 で は家 族 は シス テ ム と して 自立 してお らず ，

企 業 シス テ ム(や 学 歴 社 会)に 呑 み 込 ま れ て い

る。家 族 の ニー ズ よ りも， 企 業 の ニ ー ズが 優 先 さ

れ ， 成 人 男 子 は ， 企 業 に 囲 い こ まれ て， 父 親 ・夫

と して の役 割 を 遂 行 で きな い 。 ま た ， 親 子 関 係

は ， 学 歴 社 会 の論 理 に 規 定 され て しま っ てい る 。

 家 族 員 の行 動 は ， 企 業 社 会 の論 理 に よ って 動 か

され て きた ので あ る 。他 の シ ス テ ムに 浸 食 され て
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いるとい う意味で，日本の家族は，ボーダーレス

なシステムであ り続けてきた。個人の立場か らい

えぽ，男性においては家族生活や市民生活が無視

あるいは軽視 され，職業生活が肥大化 している。

女性は家族に囲いこまれ，その家族は企業社会の

論理に呑み込まれている。子どもは学校に囲いこ

まれ，家族生活 も学歴社会の論理で導かれ てい

る。

 家族生活 ・市民生活 ・職業生活のバランスのと

れた状況を実現するために，家族は自立性を高め

るべきであろう。ボ…ダーレスな家族システムか

ら脱却 し，他のシステムと共存するなかで，さま

ざまな問題解決の糸口を探 ってい くことが重要で

あろ う。たとえば，現在，緊要な問題 とされてい

る母親就労下の子育てや，高齢化社会における介

護 ・扶養についても，家族が 自立す ることに よっ

て，社会全体の課題 として取 り組まれることにな

るのである。建設的で，現実的な対策は，こうし

た状況のなかで， はじめて生まれて くる のであ

る。ここでは家族を含む社会のあ りようこそが問

題 となる。

 家族の変化と多様化のただなかで，家族の枠組

みを相対化 し，社会の枠組みを相対化するという

視点にたつと，ボーダーレスな家族イベントの推

進 と，ボーダーレスな家族システムからの脱却と

が，われわれの課題として浮かび上がってくるの

である。

 本調査結果を，家族ライブイベン トのボーダー

レス化，家族システムの自立化，夫婦関係と親子

関係の分離/あ るいは従属関係， といった枠組み

で見るとどのような像が浮かんで くるだろ うか。

家族についての意識の変化を，こうした視点から

追って見る必要があるように思われる。

)1

)2

)3

)4

)5

)6

)7

)8

)9
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1-3.現 代人の生活価値意識 と社会観

小 林 ポ オ ル

 われわれは，自分たちの生活 しているこの環境を，どのようなイメージでとらxて

いるのだろ うか。そしてその環境イメージは，社会 システムの変容に対 してどのよう

に変化してい くのか。社会変化に敏感で，その影響に最初に対応 している若年層の生

活イメージおよび，さまざまな新しい概念に対する意見 ・評価をみ ることで，その間

の関係を見，それらを支配している構造を同定したい。そして，その構造を世代間で

比較することによって生活価値意識 と社会観の変化を把握す ることを考える。

1.我 々のおかれている環境を記述するための

  基本的枠組み

1-1. 「高 度 産 業 社 会 」 とい う環 境 イ メ ー ジ

 我 々の生活は，高度産業社会のなかで今までに

ない 「豊かさ」の中にある， と描写されることが

多い。この生活の 「=豊かさ」は通常，物質の豊富

さ・アクセスできる情報の豊かさ，および特に都

会生活の合理性 ・効率を基にした便利さをさして

いると考えられている。

 科学技術にささえられた生産システムは，現代

人の生活の構造を あらゆる面で大きく変化させ

た。 日常生活全般に渡るさまざまな諸活動につい

て，生産システムは人間の労力を軽減することを

目的として対応 し，さまざまなモノを提供してき

た。家庭に広 く普及 した電気製品やオフィスでの

情報機器など，われわれを取 り巻 く環境を見渡せ

ば，生産システムが日常生活を快適にしている例

は枚挙に暇がなく，その説得力は圧倒的であった。

 確かに，高度産業社会の発展にともなう物質的

な繁栄と生活水準の向上を，われわれは享受 して

いる。この経済的な発展の中で，我hの 大多数は

中流意識をもてるようになった。そして，少なく

とも差 し迫 った経済的 ・生理的な生命維持に窮h

とす ることはない，という意味で余裕を持 って生

活 していると感 じている。

 この，高度産業社会が形成される過程において

は，自らの生活が社会の 「進歩 ・発展」とともに

豊かになると感ずることは自然なことであった。

科学技術の進歩を原動力として生産力が向上 し，

それにつれて生活が向上するとい うプロセスの正

当性は， 日常生活の感覚に照 らせぽ 自明で あ っ

た。この生活環境の改変が 「豊かさ」の表徴であ

ると認識されている限 りでは，このプロセスは生

活にとってなんら都合の悪いものではなかった。

 しか し，社会環境の合理的な設計とその効率的

な運用が遙か先にある目標であった時代はすでに

終わっている。経済的な成長が一段落 した今，改

めてこの過程と激変 した環境をみると， 「科学的

な」「合理的な」「効率的な」ことに限定無しの正の

価値を置 くことに は疑問を持たざるを得ない。1)

産業システムが高度化し，その効率的運用が徹底

されるにつれ，その行き着く先が，豊かな生活の

イメージとは乖離してきた，ということが明確に

な りつつあ.る。

1-2， 高 度 産 業 社 会 シス テ ムを維 持 す る構 造

 高度産業社会は，その成立をささえる必要条件

として，個人的幸福追求の権利を最大限に承認す

る。そして，生産 システムは個人が 自由に欲望を
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追求することを自らのサイクルに取 り込み，その

欲望を肥大化させることでシステムを維持 し増大

させてきた。さらに進んで，現在の高度産業社会

は人間の欲望を先取 り，誘導 し，またある時は拡

大 さえした上で対応す るシステムを完成 させてい

る。2)

 このことはただ単に巨大な消費社会を出現させ

ただけではない。同時に，人間の欲求の自由な発

現を規制するものとしての社会規範の衰退 も出来

した。個人が幸福を追い求めることはそのまま，

それを拘束 しようとす る社会的規制を消滅させる

論理になる。社会規範は個人の欲望の自由な発現

を抑制する方向に働 くから，それを厳密に保つこ

とは，生産システム運用の観点からすれば邪魔に

なる。高度産業社会が生産 システムの安定を図れ

ばそれだけ，社会の統合性 とその安定性 とは減少

してゆかざるを得ない。3)

 そ して 「豊かさ」を追求 しようとして，システ

ムを精緻化 し，さらに効率的運月亅を進めようとす

れば，人間はそのシステムに組込 まれ，厳密に管

理 されることを受入れざるを得ない。拡大を続け

るシステムは，巨大化 して見通 しが悪 くなる。管

理するための情報も膨大にな り複雑化する。それ

らの情報を適切に処理するために高い能力が常に

要求される。

1-3. 「幸 福 な 生 活 」 の二 重 性

 しか し，すべての人々がこの巨大システムの中

で積極的に生活することに適性を持っているわけ

ではない。むしろ多 くの人々は，このようなシス

テムの全体像を認識す ることは出来ない。しか し，

現象 として表われ る，大都市への人 口集中，それ

に対応するための環境の激変や社 会規範 の弱体

化，管理による息苦 しさ，また更新され続ける情

報を追い続けなければならないとい う不断の圧迫

感など，豊 さを手に入れる代償として受入れるこ

とになったさまざまなことは， 日常生活の中で直

接感 じ取ることが出来る。そ してこれらは，社会

が 「発展 し」「豊か」になるに したがってますます

強 く感 じられるようになるから，これらは単に社

会変容に付随的な過渡的現象としてではなく，こ

 の社会に本質的に備 ったものとしてイメージされ

 ることになるo

  このことを日々実感せざるを得ない，とい う地

点に到達 して しまえば，豊かな社会を支え推し進

めてきたものに対する態度は，単純な賞賛から否

定的なものへと変化せざるを得ない。4)

 結局のところ，生産システムによって提供され

た多種のモノを使 う 「豊かな」生活は逆に，それ

らの消費を強制されることで成立する。システム

の効率を維持するためには，それに組込 まれてい

る人間がシステムの論理に従順であることを要求

す るし，情報は人間のそれではな く，機械の論理

にそって適切に処理されることを要求する。a)「快

適な生活」は，それを支えるシステムにわれわれ

が適合するために，この上なく大 きな犠牲を払っ

た上で初めて得られる。

 豊かな生活を維持するために自分の生活を犠牲

にする，とい う構造で構成 される 「豊かな」社会，

とい う構図には全面的な信頼をお くことが出来な

くなってきている。現代社会を支え，「発展」させ

てきた科学的 ・合理的なものは今度は自分たちの

生活に高圧的に指示を発 し，脅かす存在として知

覚されるようになる。このような科学技術への不

信は，すでに一部の人々のみの疑問ではなくなっ

ている。

 一方でわれわれは，その社会のただ中で生活 し

てお り，日hの 活動はこの社会のメカニズムを前

提 としている。日常生活の隅ずみ まで行 き渡 った

科学技術の 「成果」 と，それを最大限に利用 して

初めて成立す る自分たちの生活を見れば，その疑

問を口にすることは出来ない。やっと手に入れた

「豊かな生活」が思い描いたものとは異なる苦いも

のであっても，社会の存立について根源的な疑問

を提起することは，自らの現在の生活を基盤から

否定す ることにつながってしまう。

 我hの 得た 厂幸福な生活」は，このような背反

するふたつの感覚の上に成立している。

 従って，我hの 生活は，この構造のもつ本質的

な矛盾を見ないようにす ることで成 り立っている

ことになる。

 巨大化 した生産システムは，いったん成立する

や人間の手を離れ自立 し，独自の論理でわれわれ



の生活を規制しているように感 じられる。このシ

ステムの前には，個人は無力感を持たざるを得な

い。したがってこのシステムに対する疑問は，個

人の中に内閉せざるを得ない。解 くことの出来な

い疑問を抱えたままでいるより， 自己の生活に埋

没することでこの疑問を忘れる方が 「合理的」で

ある。

 知 らず知 らずのうちに疑問を押 さえ，手に入れ

た生活を 「快適な」生活 と感 じて満足を得るため

には，現在の社会の状況を与えられた ・変更の余

地のないモノとして受入れ ることが前提 となる。

 現代の生活を，特に都市環境の下でのそれを受

入れることは，生活をシステムが提供する豊富な

選択肢の中から単に選ぶだけで構成することを意

味す る。システムは生存を賭けて次々と「新しい」

ものを社会に投入するか ら，それらを疑問なしに

消費していくことで結構気を紛 らわせることが可

能になる。

 このメカニズムが，現代の生活全般をも規定 し

ていると考えられる。つま り，多数を占める 「豊

かな」生活イメージは，現在の社会システムが個

人生活に与える不具合を所与のものとあきらめる

ことによって成立 しているように見える。

2. 若年層の 「快適な生活」

 このような生活構造の二重性は，その中での生

活 しか知らない若年層に新 しい生活態度を うみだ

したように思える。彼らにとって現代の巨大社会

システムは，複雑であって全貌を見通すことはで

きないものの，すでによく整備され，快適さを提

供するものである。彼らにはこのシステムが非常

に都合のよいものに映るから，このシステムに対

抗 した り逃避 した りして自分の生活を守るのでは

な く，システムを徹底的に利用して快適性を得る

とい う生活態度を産み出すことは容易に想定され

る。

2-1.快 適 さへ の最 適 戦 略

 若年層は，「豊かな社会」の形成過程には参画せ

ず，社会をそれとして意識 した時にはすでに豊か

なものとして 「出来上がっていた」とい うイメー
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ジで捉えている○

 このようなイメージの中では，社会が所与のも

のであ り，自分の力では変更不可能なものである

との思いは一層強くなる。彼 ら自身はたとえ，管

理 された学校生活や受験戦争などに不満を持 って

育ってきたにしても，その代償としてすべての快

適さを与えられてきている。それによって彼 らの

不満は，多くの場合，直截に表面化す る前にシス

テムにより柔らかく包み込 まれ，方向を変えられ

てしまう。

 このように順応を強制され，変更を迫 る努力を

も無効にしてしまう環境枠組みの中では，生産 シ

ステムが推奨す るように自分の欲望の充足を最大

化することで生活満足を得るように考えるしかな

い。彼 らの現代社会のシステムに適応す るための

行動戦略は，自らの行動の可能性が限定 されてい

ることを承知の上で，それを抑圧したところで初

めて成 り立 っているに過 ぎない。

 しかし彼 らにとっては，そのような行動戦略を

取 らざるを得ないように仕向けたプロセスをすべ

て捨象して， 「豊かな社会」 を素直に楽しんでし

まうということもまた可能である。自己認識およ

び環境認識をこれに都合よく変容させて，社会 シ

ステムに関与できるという 「幻想」など持たずに，

実利的なものしか求めない， という態度をとるこ

とにすれぽ，現代環境のもとで 「快適な生活」を

楽しむ ことが可能になる。6)

 このように，「豊かな生活」を手に入れ るために

環境を…方的に利用す る， ということを考えるな

ら，社会 システムから受け取 ることの出来 る快適

さを最大化す るための方策だけを考えれぽよいこ

とになる。環境 メカニズムもまた，他のすべての

モノと同じように， 自らの生活 とは無関係に既に

成立 していて， こちらか らの働きかけに よって変

化す ることはないと考えるなら，環境の利用法を

考 え るにあたっては，購入した既製品を使用す

る， ということを考える時に使ったのと同じ枠組

みが使えることになる。

 つま り環境を，既成のものであって自分の力で

は変更不能なものと見て，それを一方的に利用 し

ようとす る戦略をとることにより，「モノを消費

す る」態度が生活のすべてに敷衍 され ることにな
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るo

 およそ，すべての欲望は生産システムによって

先回 りされ，それに対応するモノが豊富に準備 さ

れている。したがって，モノを消費す る側はあれ

これ思いを巡 らさずとも，ただ選択，行いさえす

ればよい。ここでは，豊富な選択肢の中か ら何を

選択 し，また選択 した ものをどのように使って快

適さを享受するのかとい う 「使いこな し」が問題

になるだけである。

 そしていったん，提供 され る選択肢から選ぶだ

けの生活に慣れてしまえば，「使いこなし」を快適

にするための方策を作成するにあたっても，た く

さんある使用法の雛型から単に 「選べば良い」 と

い う方式が適用出来れば便利である。モノと使用

者の間の交互作用を無視すれば，生活の快適性を

最大化す る使用法は， さまざまなヴァリエーショ

ンを もつマニュアルとして定式化出来る。このよ

うに して既成化された基準を取 り込み，使用法を

そこから選択することにすれば，モノの使用 まで

もが自動化出来， 「快適な使いこなし」 が完成す

る。

 この戦略を実行することで，現代環境を最大限
に利用 して 「快適な生活」が効率的に手に入るこ

とになる。提供される豊富な選択肢を選びさえす

ればよい便利な社会では，自覚的に欲望し考える

ことをせずとも，ただ選択 しさえすれば満足が得

られ る。生活は選択を繰 り返すことによって成立

する。このことは，画一・化されることの逆説的な

心地好さも産み出したが，これにより必然的に，

自らの欲望は選択肢に見合った欲望に整除される

ことになる。

2-2. 関 係 の規 格 化

 環境に存在するさまざまなモノに対す る欲望の

あ りようは，容易に他の領域にも汎化す る。環境

との関係を取 り結ぶ方式として形成された，既成
のモノとマニュアル化された使い方をそれぞれ豊

富な選択肢群の中から選ぶとい う態度は，人間関

係にも適用 されるようになる。特に都会生活では

人間関係を取 り結ぶ相手を自由に選択す ることが

出来 る。そうであれば， 自らの欲求にあうモノを

選択するという行動基準を，対人関係にも適用す

ることが可能になる。さらに，人間関係そのもの

が豊富な選択肢として存在するとい う条件のもと

では，マニュアルを援用 して用途によってモノを

使い分けるのと同様，つきあい方そのものを規格

化することによって，対人関係を取 り結んだ相手

を 「使い分ける」ことも可能である。

 このように，人間関係をも含めた環境に対して，

それを自らに提供された豊富な選択肢群とみて対

応する行動戦略を徹底すれば，システムを一方的

に消費す るものとして現行の社会 システムの持つ

「豊かさ」を享受することが出来るようになる。こ

の，すべてを既成のパタンでかためる戦略は，自

らをも既成の型にはめ込むことで完成する。つま

り，この戦略をとるものは自らにラベルをはるこ

とで自己を同定す る。戦略を共有す るもの同士の

間では，そのラベルを他人に向かって表示するこ

とで取 り結びたい関係を示すことが出来る。つま

り，互いにラベルによってデジタルに位置を占め

ることになる。これにより，ラベルで規格化して

表現 しない場合のような微妙な位置のずれなどな

くなるから，「ずれ」を相互の努力で埋める必要が

なくなる。このような構図は対人関係をステレオ

タイプなもの同士の関係に してしまう。しか し，

いったんこの構造を構築 して しまえば，自己表現

も対人関係もマニュアル通 りにことが運ぶように

なる。

2-3・ こだ わ りの な い 明 る さ

 若年層におけるこのような生活態度は，現代環

境のもとでは容易に形成 され得る。生産 システム

は，それ自体を維持す るために常に供給す るモノ

を更新 し続ける。そのためには，利用 し得るあら

ゆる技術革新を取 り込むから，その障害となる方

可能性のある伝統的な構造には本質的に価値を認

めない。そして，技術革新の結果である「新 しさ」

とそれに柔軟に対応す る 「若 さ」に大きな正の価

値をおく。その上，生産 システムは彼 らを メイン

ターゲットとしているから，彼らが生産システム

から供給されるさまざまなモノで生活の表面を飾

るのは容易である。



 すべての関係を規格化す ることで形成 された彼

らの行動戦略は，現代社会のシステムに適合 した

ものとして，そして変化にも敏感に反応 し，追従

できる 「明るく軽やかでこだわ りのない」態度 と

して現れる。

2-4.順 応 行 動 と して の軽 やか さ

 もともと彼 らの行動様式は，現代の社会 システ

ムに順応す るためにやむを得ず編み出した戦略で

あるから，与えられた環境をその戦略のもとに楽

しんでしまわない限 り，彼 らには環境に対処する

如何なる技術 も持 っていない。また，過去の生活

イメージとの比較 という基準を持たない彼 らは，

「相対的な豊かさの幸福」という感覚は持っていな

いし， それに代って準拠するべき規範 も持 たな

い70)

 つま り，「こだわ りのなさ」という態度は，さま

ざまなこだわ りの存在を認めた上で，それらを離

脱 して得 られたものではな く，これ以外の戦略を

知 らないことによって形成されたのである。そ う

であるからこそ，彼らは現代環境に過剰とも思え

るほどの適応を見せているのである。

 彼らは，複雑化 した巨大なシステムについて，

その構造を正確に把握することをあきらめること

で，生活のすべてをマニュアルで対応す ることに

成功 した。何かにこだわって疑問を3rく らませて

も，それを解決することはこの行動様式では不可

能である。そ うであるならば根源的な疑問は無限

に先送 りして，興味を自らの生活のみに絞ってし

まうのが合理的である。若年層に強 く見られる自

己生活中心的態度の生成は，このプロセスの直接

の帰結であると考えられる。

 しか しこれは同時に，「軽やかさ」とい うひとつ

の行動様式 しかとれないとい う余裕のなさをも意

味 している。この戦略を成立させるためには，モ

ノの構造に興味を抱かないこと，こだわらないこ

とが必要条件であった。彼らは，豊かさの泉源が

物質の豊富のみにしかないという空虚 さを抑 圧

し，システムに疑問を持たず順応することで平和

な生活を得ている。従 って彼 らにとって，この戦

略以外の行動様式を見せつけられることは自らの
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存立基盤に対する脅威と知覚される。そこで，こ

の生活態度を実践す るということを， 自己にラベ

ルを貼 ることで他に示 し，それを認めあうもの同

士で共同してこの様式を支え合 うことが必要にな

る。「明るく軽やかでこだわ りのない」態度をこの

意味でラベルとして採用 し，自己規定すれば，こ

のラベルを共有するもの同士は字義通 り 「軽やか

な」人問関係を取 り結ぶことが出来る。これがい

ったん多数を占めれば，「明るくないこと」を敏感

に感 じとりそれを排除する，とい う機構が生まれ

る。結局のところ，長期的な傾向として同じ行動

様式を有するものだけの均質的な社会が構成され

て行 くことになる。8)

3. 環境イメージの多様性 ・多義性を確保する

  こと

 このような若年層の行動原理は，表面的には環

境の多様性に対応 した柔軟な態度の ように見え

る。そ してその柔軟性は，とても処理しきれない

ようにみえる膨大な情報を環境から要領よく取捨

選択 し，軽やかに変化に対応することで実現して

いるように見える。

3-1. レデ ィ ー メ イ ドの 多 様 性

 確かに現代の環境では，生活のどのような分野

についても選択肢は豊富に用意されているし，そ

れらに関する情報 もよく整備 されているから，そ

れらにアクセスし楽しむ ことは容易である。

 しかし，これはレディーメイ ドの多様性でしか

ない。ここでは，環境の持つ多様性がそれ として

受容されているのではない。われわれを取 り巻い

ている環境の諸側面のすべては，システムにとっ

ての有用性に鑑みて，利用可能な形に成型されて

切 り取 られているのである。こうして環境を構成

するさまざまなものは，いったん 「情報」とい う

操作可能なものに分解された上で扱われることに

なる。従って，それらはどんなに多量にな り多様

になっても，切 り取られ，整理 されたものである

ことに変 りはない。この構造が存在するからこそ

マニsア ルを作成することの可能な，またマニュ

アルで対応することの出来るシステムが構築 され
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ているのである。

 このシステムのもとでは，環境のすべての側面

は要素に分解され，有用性の序列に一元化 される

この価値尺度のなかに統合され得るもののみが選

択肢 として環境内に存在 し得 る。

 このようにすべての側面が一度情報化されてか

ら再構成 された，いわぽ情報の寄せ集めがモノ化

して成立 している現代環境の中で，彼らが行 うべ

きことはモノやものの考-`方 ・生活様式，つまり

生活のすべてについて，単に提示 されたものを受

入れるか否かの決定のみになっている。そして，

その判断す らマニュアルに準拠 して行 う傾向にあ

る。つま り，生活全般がディジタルな選択によっ

て構成されてい くことになる。

 もし，自らの欲望と環境との間の調整を計る必

要がない，とい うことが余計な手間のかからない

「便利な生活」なのであれば，確かにこの生活様式

は目的にかなっている。しかも， このような受動

的な行動戦略でも，選択肢の豊富さを反映 して自

らの生活の中に集め られた選択肢の組合わせは複

雑で，みかけの多様性を確保することを可能に し

ている。ここでは，行動は単に選択 し，消費する

というただひとつの形式に統一されてしまうが，

多様性が，選択肢の数多さやあらゆる状況に用意

されたマニュアルの周到さによって実現されると

考えるのであれぽ，現在の状況は満足すべきもの

に近づきつつあるのかもしれない。

3-2. 行 動 様 式 の均 質 化

 しか し情報の多様性は，それをマニュアルにし

たがって処理する人間の側の行動の多様性を意味

してはいない。環境に対する対応が，すべてを情

報 として再構成 したものを利用す ることになって

しまえば，多様性は表面だけのものになってしま

う。もとより環境内の諸側面が情報化 されずにそ

のまま流通することは不可能であるし，流通情報

量の飛躍的増大と流通チ ャンネルの増加が，単一

の整備され統合された情報以外のものの流通を許

容することになってはきている。しかし，それら

のものも同一の戦略でしか処理 されないから，行

動の多様性を うみだす力にはな り得ない。

 伝統的な行動様式では，情報化された環境はそ

れ以外の未組織の 「現実」を参照することで評価

され受入れられ，また排除される。この時の戦略

の個別性が行動様式の多様性を確保する。この多

様性が社会変化への柔軟な対応を可能にしている

のであるが，限 りなく組織化の進んだ現代環境 と

若年層の均質な行動戦略ではこのような調整能力

は失われ，多様性は限 りな く失われてしまう。か

くして，環境の持つ表面的多様性と若年層の行動

の均質性とは同時に進行することになる。

 4. 社会環境イメージの調査について

 現代の状況の中にあって，我hは 自らを取 り囲

むものの総体 としての環境について，どのような

イメージを形成 しているのだろうか。またそれが，

社会の構造変化にどのように関連 してゆ くのか，

その経緯を観察するための資料を収集 したい。そ

れを手がか りとして，そのような現代人の環境認

識の枠組みが社会システムの変化とどのように相

関していくのか，我々の環境イメージの構造を明

らかにしたい。

 我hの 生活の基底に存在す る二重性を1-2.で

見た。日常生活 とは無関係に発展 していくように

見える生産技術は，次々と新 しいモノをわれわれ

の生活の中に供給 し続けている。高度産業社会は，

そのシステムを維持 し発展させるためにそれらを

導入 してきたが，システム自体にはそれらを環境

内に意味付けて定位させる機能はない。われわれ

が持っている環境イメージがそれ らを解釈し，意

味を与えるための枠組み として作 用す るので あ

る。そして，逆に，その意味作用に よって環境イ

メージを支える価値観は構造的に変容 していくか

ら，このような双方向に働きかける機構が安定 し

て行 くことで環境の変容が受入れられてい くこと

になる。

 しか し現代の環境は，その圧倒的な技術力と産

出する膨大な情報によってこのバランスを大きく

くずし，環境に対す る人間の個hの 関与を無効に

し，システムが自立的にすべてを統御 しているか

のイメージさえ与えている。システムの発展を支

えてきた科学主義的態度は，価値にたい して客観

的であろうとして新 しい技術の効率的優位性のみ



を主張するが，それはまた，高度産業社会が 自ら

を推 し進める論理の底で，若さや新 しさに対して

信仰とも看做 し得る絶対的価値を置いてきたこと

と符合 し，システムによって若さや新 しさに絶対

的価値を与xる その態度に変換させられてきた。

この過程で，本来意味生産の主体にはな り得ない

はずのシステムが，あたかも独自に価値 と意味賦

与の体系を持つごとくにイメージされ るようにな

ってきた。

 この状況に順応を強いる圧力の下で，とくに若

年層は社会システムを一方的に消費するという戦

略を形成 した。若年層の行動様式は，マニュアル

にしたがって新奇なものを追い求め，無限に消費

し続けることを志向する。

 多くの若年層を対象 とした生活意識調査におい

て，表面上は，対象者の生活満足感と生活に肯定

的な態度 との比較的強いことが確認されている。

このように若年層を広範に覆 う満足感は，「豊かな

社会」 と彼 らの戦略の成功とを反映 しているよう

に見える。しか し問題はこの生活満足感が，この

ように社会システムの一方的な受け手 ・享受者の

立場をとるとい う受動的な行動様式によって得ら

れている。と見られることである。高度産業社会

のメリットを最大限に利用 した若年層のこの行動

様式は，積極的な生活態度を産み出しているよう

にはみえない。逆にある種の 「あきらめ」と同居

しているように見える。現状に対する無力感とそ

の状況に順応する態度としての 「こだわらない」

ものわか りの良さ，要領よく楽しむ戦略が浮び上

がってくる。

 しかし現状は，科学主義的態度を無限定に適用

す ることで発展し，さまざまな技術 と巨大な情報

の無秩序な混合体 とも見える高度産業社会の行き

着 く先を，新たな価値観を創出することによって

生産的に考える方向に進むのか，そのような社会

から疎外されたものとして社会に無関心にかつ享

楽的な方向へと突き進むのか，重要な段階に差し

掛かっている。これに対 して，一方的に消費する

行動様式が状況に対応 した新 しい価値観を生成す

る可能性は乏 しいといわざるを得ない。社会に積

極的に関与 しようとする態度とは反対に自己の生

活へ埋没し，快楽を個人生活の中に追求する行動
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様式は，システムの安定的な推移を前提として初

めて成 り立つものである。社会を成立させている

モー ドとしてのあらゆる行動傾向の同一平面上の

散乱を多様化と言い募ってみても，変動期にある

現代環境に安定的な意味体系を持つ環境イメージ

の中に定位させるだけの力があるとは考えられな

い。これとは別に，今まで辛うじてこの役割を担

ってきた伝統的価値観も，個人生活を重視する行

動様式によって希薄化されている。また，これを

補間するためにシステム存続の価値観をスライ ド

させても，単純な科学主義は無自覚な現状肯定に

っながってしまうだけで，現代技術がわれわれに

提起する問題，たとえば新 しい死の基準 ・人工的

な生命操作の問題に対処することは不 可能 で あ

るo

 そこで，その生活満足と社会観 との関連を仔細

に分析しなければならない。現代環境を快適なも

のと捉らえるか，複雑にな りすぎたものと捉 らえ

るか，ということと，社会に積極的に関与 しよう

とするか，自分の生活を優先させ るか， というこ

とのふたつを軸に考察を進める。それによって，

このような傾向を確認 したい。

 若年層の明るさ・生活満足感などの生活感情は

社会変動に対してどのように影響 し，また影響を

受けているのか。

自己に内閉す る傾向は若年層に特有 な ものな の

か。今後，他の年齢層に広がってい くものな の

か。我々の生活を変革 してゆ く新技術 ・それが生

活の中にはいっていくことに よって否応な く形成

されていく新 しい概念(遺 伝子操作 ・脳死など)

を，どのように受入れる態度とつながってい くの

か。個人生活の無条件の尊重によって肥大化した

自己は，家庭 ・家族に対する態度をどこまで変化

させるのか。

 その結果我々は将来どのような社会の中で生活

することになるのか，を見 る。そしてそれらが，

地域 ・世代によって変化 しているものなのか，共

通の傾向なのかを把握 したい。それにより， これ

らの考え方が何を意味しているのかが理解できる

だろ う。
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オ ル，『学 生 の 生活 意 識 ： こ だわ りな く軽 や か に 』，

慶 大 学 生 生 活 実 態 調 査 報 告 書 ，1990参 照.

こ の メ カ ニ ズ ムは 生 活 に 対 す る一 定 の 満 足 と平 行

的 に 無 力感 を も 産 み 出 す.総 務 庁 青 少 年 対 策 本 部

(編)『青 少 年 と活 力 』1985， 東 京 都 生 活 文 化局 『大

都 市 青 少 年 の 生 活 ・価値 観 に 関 す る 調 査 』，1989

な どの 調 査 報 告 に 現れ て い る 若 年 層 の無 力感 は ，

この こ との 反 映 と も考xら れ る.
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II-1.調 査 の ス キ ー ム

 調 査 の ス キ ー ム と して は， 図II・1に あ る よ う

な5つ の 領 域 を考 え た 。 もち ろ ん， これ らは 互 い

に オ ーバ ー ラ ップ して い る も の で あ るが ， 考 え 方

の手 引 と して作 っ てみ た 。各 領 域 の項 目は ， 以 下

の よ うな も ので あ る 。

 1 自己 に 対 す る態 度

   満 足 度 ， 豊二か さ， 科 学 技 術 ， 仕事 ， 余暇

 II プ ライ マ リー ・グル ー プに対 す る態 度

   性 道 徳 ，結 婚 観 ， 家 族 観 ， 家 庭 観 ， 子 供 ，

    家 事 ， 育 児 ， 老 後 ， ガ ン患 者

 IIIセ カ ン ダ リー ・グル ー プに 対 す る態 度

   親 戚 ， 近 所 ， 職 場 ， 愛 国 心 ， 天 皇 制

 IV モ ノ， 自然 に 対 す る態 度

   機 械 文 明 ， 都 市 化 ， 自然 破 壊 ，環 境 汚 染

 V 超 越 老 に 対 す る態度

   宗 教 ，神 ，運 命 ， 死 ，産 み 分 け ，臓 器 移 植 ，

    尊 厳 死 ， 死後

 これ ら の中 の1～IVは ， 図II-1に 示 した よ

うに ・同 一 平 面 上 の4つ の 同心 円 で あ らわ す こ と

が で き る よ うに 思 わ れ る。 そ してVは それ らに

超越者

    自己

・    一プライマ リー ・グル ープ

     セ カ ンダ リー ・グループ

      ー一自然(モ ノ)

      図II-1調 査のスキーム

対 して，直交する形で表わすのがよいではないか

と思われる。

 現在(1992年)は ，戦中 ・戦後世代と言われる

人たちが親 として子育てに従事し，彼 らの新 しい

規範に影響 されて，子供たちの態度 も様変わ りし

ているように思われ る。そして，25年 後には，今

度は現在の子供たちが親の世代とな り，また新 し

い規範で子供を育て，子供たちの態度に影響を及

ぼ しているであろう。

 これから25年 間5年 目毎に調査を継続 してい

くと，戦中派の親，現在の親 いま子供である25
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年 後 の親 の生 き方 の 変 化 を 浮 き彫 りに 出 来 るの で

は な い か と考 え た わ け で あ る。

 また 同 時 に ， 地 域 性 な どに も考 慮 して ，新 しい

態 度 や 規 範 の 伝 播 の 仕 方 ， あ るい は 古 い 文 化 の 生

き残 り方 な どに つ い て も検 討 して み た い と思 っ て

い る。

 調 査 期 間 は ，1991年 よ り2016年 まで ，5年 ご

とに6回 の調 査 を 計 画 し て い る。 図II・2に 調

査 年 とサ ンプ ル の世 代 構 成 の 関 係 を ま と め て あ

る。

 各 回 の調 査 と も，次 の よ うな3段 階 の調 査 形 式

を予 定 して い る 。

 (1). 調 査 票 に よる郵 送 調 査(留 置 調 査)

    … …一・般 的 傾 向 の把 握

 (2). (1)の 一 部 サ ン プル へ のSCT

    … …(1)の 内 容 の第1フ ォロ ー ア ップ

 (3). (2)の 一 部 サ ンプ ルへ の面 接 調 査(イ ン

    タ ビz一)

    … …(1)の 内 容 の第2フ ォロ ー ア ップ

各 回 の 調 査 と も， 調 査地 点 は 関 西 以東(以 北)の

数 地 点 ，

   サ ン プル は18歳 以 上 の 日本 人 男 女 ，

   調 査 デ ー タ数(有 効 デ ー タ数)は3，000～

   5，000名

を 予 定 して い る。

II-2.調 査 技 法

1.重 層的調査技法

 ここでは，前節までに述べたような内容につい

て調査を行な うために，どのような技法を採用す

べぎかについて検討を加える。まず，この調査に

おいて， 調査技法が満たすべき条件を挙 げ てみ

た。それは，大きくまとめると以下の よ うに な

る。

 まず第1に ，多くの内容，多様な内容を調査で

きるような技法である必要がある。先にも挙げた



ように，調査内容はかな り広い範囲にわたってい

る。個人の生活や社会に対する態度，家族関係，

さらには生命倫理に関する問題も調査内容に含ま

れている。このような広範囲な問題について調査

を行な うには，多数の質問項目が必要となる。

 第2に ，多 くの個人に施行できる調査技法であ

る必要がある。この調査は，現代の日本人の生き

方を探ることを目的としている。そのため，全国

規模に近い調査を行な う必要があ り，サンプル数

も数千人に及ぶ。このような多数の個人を対象と

す るには，施行が容易で，施行のコス トも低い技

法が望ましい。また，得られた大量の調査データ

の分析が可能である必要 もある。

 第3の 条件が最 も重要であるが，個人の “生”

の声を反映す るようなデータを得られ る技法であ

るとい うことである。たとえ多様な調査内容を多

数の個人に施行したところで，それが個人の本当

の態度や意識を反映 していなければ，調査を行な

う意味はない。また，調査は “生き方”という個

人の根幹に関わる問題を対象 としてお り，調査内

容には，家族 ・家庭などの個人的な問題や，生命

倫理などのデ リケー トな問題 も含まれている。こ

のような調査内容に対 しては，個人が防衛的にな

った り，個人的な意見 よりも社会一般の風潮 に同

調 した意見を示す可能性 もある。そういう意味で

は，個人の “ホンネ”を聞き出すための工夫が必

要 となるであろう。

 このような条件を考慮して調査技法を検討する

と，まず，一般的な技法 として挙げ られるのは，

選択肢を設けた質問紙法である。この技法では，

ある程度の数の質問項 目を盛 り込むことが可能で

あり，また，郵送法を用いることによって広い地

域のデータを大量に収集することも可能となる。

また，選択肢法ならば，集計において大量のデー

タを処理することができる。そ うい う意味では，

選択肢法による質問紙調査は，第1と 第2の 条

件を満たしたものと言えるであろ う。

 ところが，選択肢法によって，個人の “生”の

声をどれだけ捉えることができるかについては疑

問が残る。実際に質問紙に挙げることのできる選

択肢の数には限 りがある。そのため，代表的な意

見や極端な意見が選択肢とな り易い。しか し，調

一 調査の方法一  35

査内容に対する個人の意見は多様であ り，選択肢

に示されたものとは全 く異なる意見や2つ の選

択肢の中間に位置するような意見もあ り得る。ま

た，回答の際に被調査者が受身とな り，世の中の

風潮に対 して同調的な意見を示すことも考えられ

る。結果として，質問紙だけから得られる結果は

深みのないものとな りがちになる。

 このような問題を解決するためには，被調査者
がより自由に意見を表明でき，調査に主体的に関

われるような技法が望ましい。具体的には，選択

肢を選ぶのではな く，自分の意見を自分 自身の言

葉で表明できるような技法が望まれる。例えば，

個人の意見をそのまま述べさせるような面接調査

が考えられる。面接においては， 自分の意見を自

分自身の言葉で表明できる。また，面接調査にお

いては，被調査者が調査へ主体的に関与す ること

にな り，生き生きとした個人の意見を表明するこ

とができる。ところがこのような面接調査を多数

の個人に実施することは難 しく，また，多数の面

接結果を集計 ・整理す ることにも難点が多い。

 もう1つ 考えられるのは，オープン・エンドの

質問紙である。つま り，選択肢を設けずに，質問

に対す る回答を被調査者が 自分自身の言葉で記述

できるようにした質問紙である。このような技法

ならば，選択肢法ほどではないにしても，ある程

度の数のデータを収集 ・分析することも可能であ

る。さらに・投影的な技法を用いることにより，

被調査者が防衛的にならないようにすることもで

きる。例えば・文章完成法テス ト(SCT)で は，直

接的に質問文を示すのではなく，何らかの刺激文

を示 して，その後に自由に思い付 くことを記述さ

せて，文章を完成させる。刺激文として調査内容

に関係するキーワー ドを示すことにより，被調査

者が “ホンネ”をのぞかせることも期待できる。

ただ し，直接的な質問文ではないので，調査者の

意図とは異なる反応が得られる可能性もある。ま

た，分析にはかな りの時間と手間を要する。

 このように，選択肢法による質問紙調査，面接

調査，オープン・エンドの質問紙，SCTは ，それ

ぞれ長所と短所を持ち合わせている。そこで，わ

れわれは，調査において1っ の技法だけを用いる

のではな く，複数の技法を組合せて，それぞれの
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短所 を 補 うこ と を 考 え た 。具 体 的 に は ， 図II・3

に示 した よ うに ，重 層 的 に調 査 技 法 を施 行 す る こ

とに した 。 まず ， 質 問 紙 を な るべ く広 い層 の個 人

に実 施 し， そ の 内 の一 部 の個 人 に はSCTも 実 施

す る。 そ して，SCTを 実 施 した 者 の一 部 に さ ら

に 面 接 調 査 を 実 施 す る ので あ る 。 こ の よ うに 調 査

技 法 を 組 合 せ て用 い る こ とに よ り， 広 い 層 の個 人

の態 度 と， 個 人 の “ホ ンネ ” に近 い 態 度 を把 握 す

る こ とが 可 能 とな る。

 次 節 以 降 で は ， 質 問 紙 ，SCT， 面 接 の方 法 につ

い て 具 体 的 に述 べ る。

2.質 問 紙

 前節でも述べたように，われわれの調査におけ

る質問紙の役割は，調査内容について，より多 く

の個人，より広い層の個人の態度を把握すること

にある。そのために，われわれは選択肢法を採用

することにした。現在のようにアンケート調査が
一・般的な状況においては，選択肢式の調査に対 し

て被調査者の抵抗は少なく，また，選択肢法は，

大量のデータの集計 も可能である。しか し，選択

肢法の質問紙を用いると言っても検討すべき問題

がい くつか残っている。その1つ は，具体的にど

のように質問紙を作成するかとい うことである。

もう1つ は，質問紙の施行方法，具体的には質問

紙の配布と回収方法の問題である。

 まず，質問紙の作成については，調査内容と密

接に結び付いた問題であ り，それについては前節

で述べた。そこでここでは，主に質問紙の形式的

な側面について触れ ることにす る。まず，第1に

質問の数 とそれに対す る選択肢の数を決定する必

要がある。調査を行なう立場か らは，なるべ く多

くの質問を入れて，詳 しい調査結果を得たいと考

える。一方，被調査者の立場から見れば，質問の

数の多い調査は面倒なものであり，できれぽ拒否

したくなる。つまり， この2っ の間のバランス

をどこでとるかとい うことが問題となる。選択肢

の数については，多 くすることによって微妙な態

度の違いを把握することが可能となるが，質問全

体としては煩雑にな り，調査結果 も曖昧にな りや

すい。これらの問題は，単純に決定できるもので

はないため，予備調査を実施 し，その結果を考慮

して最終的に決定す ることにした。

 なお，原則 としては選択肢法を用いることに し

たが，被調査者の反応が多様であると予想される

ものについては，選択肢 「その他」の後に()

を設けて，自由に記述できるようにした。また，

特に被調査者の自発的な反応が見たい質問では，

選択肢を設けずオープン・エンドの形 式 を と っ

た。

 施行方法については，調査対象者や調査地域を

どうす るかによって大 きく異なる。 この調 査 で

は，全国規模に近いものとなるが，全国的なサ ン

プリングは，様 々な制約条件か ら実施不可能 と判

断 した。そこで，ある程度全国的な意見が反映さ

れ るように，いくつかの調査地域を選択 し，各地

域の調査協力者が質問紙を配布するとい う方法を

とることに した。原則として，調査協力者が被調

査者に直接配布 し，その際口頭で依頼と教示を行

な う。回収方法は，調査協力者が直接回収してま

とめて返送するとい う方法と，被調査者が個 々に

返送するとい う方法をとることにした。

3.SCT(文 章 完 成 法 テ ス ト)

 SCT(文 章完成法テス ト)は ，パーソナリティ

診断などに広 く用いられている技法である。これ

は，基本的には，書きかけの文章を呈示 し，被検

査者がそれを完成するとい うものである。今回の

調査におけるSCTの 役割は，質問紙では捉えき



れない被調査者の “生”の声を聞くことである。

具体的には，質問紙の選択肢にはな い意見 や態

度，質問紙では答えにくい意見などをSCTで 補

足し，より厚みのある調査結果を得 ようというこ

とである。このような 目的に合わせてSCTを 作

成す ることにしたが，実際には，著者 らが長年用

いている精研式SCT(佐 野 ・槇田，1960)に 変更

を加えて用いることにした。

 精研式SCTを 基本とした理由の1つ は，それ

が短文形式であるためである。SCTに は， 大き

く分けると長文形式(10ng form)と ，短文形式

(short form)が ある。長文形式では長い刺激文

を呈示する(e.g.，私は私の父に～を望む；それは

ばかげたことだと思 うが，私は～を恐れている)。

それに対し短文形式では，短い文，あるいは，節

や単語を刺激文として示す(e.g.， 私は～；もっと

もよいのは～)。

 この2つ の形式は，それぞれ長所 と短所 とをも

っている。例えぽ，父親に対す る態度を調べたい

場合に， 「私は自分の父親を～と思 う」 という長

文形式の刺激文を示せば，質問意図が明確に伝わ

り，それに合った反応が得 られる可能性も高 くな

る。また，反応の多様性が減 り，分析結果 も明確

なものとなる。特に検査 目的が狭 く明確なもので

ある場合には有効性を持つ。しか し，検査の目的

が明確になることに よって，被検査者が防衛的に

な り， 自分の真意を隠す恐れ もでてくる。それに

対 し，「私の父～」とい う短文形式の刺激文では，

父親に対す る態度を調べるとい う目的は明確に伝

わらず，被検査者は多様な反応をす るこ とにな

る。父親の職業や身体的特徴を記述する者もいれ

ば，父親の性格を記述する者もいる。このような

反応は，父親に対する態度を直接的に示したもの

ではな く，検査者の意図に合ったものとは言えな

いかも知れない。しかし， このような反応の中に

も父親に対する態度が示されていた り，反応の背

後にある態度を感 じ取ることが可能 な場 合 もあ

る。また，中には 「[私の父]を 尊敬 している」と

か 「[私の父]が 嫌いである」とい うように父親に

対する態度を明確に示す者もいる。このような態

度は自発的に示されたものであ り，被検査者の真

意を反映している可能性が高い。このように，短
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「文 形 式 で は
， 検 査 者 の意 図 か らは ず れ た 反 応 が 多

くな った り， 反 応 の分 析 に も主 観 的 な 解 釈 が 必要

とな る こ と もあ るが ， よ り被 検 査 者 の真 意 に近 い

反 応 が 得 られ る とい う長 所 もあ る 。 さ らに ， 今 回

の調 査 の よ うに 目的 が漠 然 と した もの で あ る場 合

は ， む しろ多 様 な 反 応 が 得 られ る こ とが長 所 とな

り， 反 応 の 内容 分 析 や事 例 分 析 か ら新 た な事 実 が

得 られ る可 能性 もあ る。

 精 研 式SCTを 基 本 と した も う1っ の理 由 は ，

パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ムに従 って刺 激 文 が 設 定

され て お り， これ が ， 今 回 の調 査 の ス キ ー ム とか

な りの重 な りを持 っ て い るた め で あ る。 そ の た

め ， 精 研 式SCTの 刺 激 文 のか な りの部 分 を そ の

ま ま使 用 で き る こ とに な る。具 体 的 に は， 調 査 の

ス キ ー ム の 自 己， プ ライ マ リー ・グル ー プ， セ カ

ン ダ リー ・グル ー プに つ い ては ， 精 研 式SCTの

刺 激 文 に 多 く含 まれ て い る 。 と ころ で ， こ の よ う

に 調 査 ス キ ー ム とパ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ムが 対

応 す る とい うこ とは ， あ る意 味 で 当 然 の こ と とい

え る。そ れ は ，「“生 き方 ”即 ち “パ ー ソナ リテ ィ”

で あ る」 と言 って も過 言 で な い ほ ど， 両 者 は 密 接

に 関 連 し合 って い るか らで あ る。 被 調 査 者 の パ ー

ソナ リテ ィを 全 体 的 に 捉 え る こ とが で きれ ぽ ，現

代 日本 人 の 生 き方 も 自ず と浮 き彫 りに な っ て く る

で あ ろ う。

 とは 言 え ，精 研 式SCTは あ く まで も個 人 の パ

ー ソナ リテ ィを把 握 す るた め に作 成 され た もの で

あ り， 現 代 の 日本 人 を 集 団 と して理 解 し よ う とい

う今 回 の 調 査 目的 とは ，適 合 しな い部 分 も出 て く

る。 例 え ば ，身 体 的 側 面 や 力動 的 側 面 は， 個 人 の

パ ー ソナ リテ ィを理 解 す る上 では 重 要 で あ るが
，

今 回 の調 査 で は あ ま り大 き な意 味 を 持 た な い 。そ

れ に対 し， プ ラ イ マ リー ・グル ー プや セ ヵ ンダ リ

ー ・グル ー プに 対 す る態 度 は
， よ り大 きな 意 味 を

持 つ こ とに な る 。従 って ， 身 体 や 力 動 に つ い て の

刺 激 文 は 減 ら し， セ カ ン ダ リー ・グル ー プに 関 す

る 刺 激 文 を 追 加 す る 必要 が あ る。 ま た， 精 研 式

SCTは 作 成 され てか らか な りの年 刀 を経 てお り，

刺 激 文 に は 変更 の 必要 の あ る も の も あ る。 そ こ

で ，われ われ は調 査 の ため に，精 研 式SCTの60

の刺 激 文 の うち10項 目に変 更 を加 え る こ とに し

た 。 具 体 的 な 変 更 点 は ， 表II.1の 通 りで あ る。
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表II-1精 研式SCTか ら調査用SCTへ の変更

    点

削除された轍 … 追加さ繃 激文

運動

私の顔

私の服

私が思いだすのは

もう一度やり直せるなら

私の気持ち

家の暮 し

人々

学校では

自殺

私にとって大事なのは

病気

転職

私の家

子供

同棲

親戚

近所づきあい

日本

天皇制

 SCTの 分析手続きとしては，反応の内容分析

と事例分析を考えている。内容分析では，まず，

地域，年齢，性別などを考慮して数百程度のSCT

を抜 き出し，刺激文ごとにKJ法(川 喜田，1967)

によって反応カテゴリー(基 準書)を 作成す る。

そして，この基準書に基づいてすべてのSCTの

反応を分類評定 し，反応頻度を算出する。このよ

うな分析によって，被調査者の “生”の声をその

反応頻度とともに把握することができる。一方，

事例分析では， い くつ か のSCT事 例を選び出

し，その反応全体から個人のパーソナリティ・ス

ケッチを作成する。事例の選択は，上記の反応の

分類評定の際に，各地域 ・年齢 ・性別で代表的あ

るいは特徴的な反応を選び出す ことにした。この

ようなパーソナ リティ ・スケッチには各集団の被

調査者の人物像が現れてお り，それ らを総合的に

見 ることによって，現代の日本人像 も浮かび上が

ってくるものと思われる。

4.面 接

 面接調査の利点の1つ は，被調査者の態度や意

見を，被調査者との直接的な会話を通 して知るこ

とができる点である。そのため，被調査者は質問

の意図が分からなければ，それを確認することが

できるし，被調査者の回答に疑問点があれば，そ

れについてさらに質問をすることもできる。また

場合によっては，当初の質問にはなかった点が会

話の中で発展 し，予想外の成果が得られることも

ある。

 今回の調査では，このような利点を活かすため

に，質問紙 とSCTで 得られた結果を面接資料 と

して被調査者に示 し，それに対す る意見や感想を

求め ることにした。このような面接を行なうこと

の意味の1つ は，質問紙やSCTで 得られた結果

の裏付けを取ることができるとい うことである。

質問紙で得られた結果は，多数の被調査者の意見

を反映したものであるが，皮相的なものにな り易

い。SCTで は， 質問紙よりも深みのある結果が

得 られ るが，前節でも述べたように，調査によっ

て知 りたいことがすべて分かるとは限 らない。質

問紙やSCTで 得られた結果を示 し，被調査者の
“生”の声を聞 くことに よ

って，質問紙やSCTの

短所を補 うことができるものと思われる。

 面接のもう1っ の意味は，質問紙やSCTの 内

容分析では軽視されがちな，一個のパーソナリテ

ィとしての被調査者を捉えることができる点であ

る。質問紙の分析では，どうしても数量的な把握

が中心 となる。SCTに ついても，一部で事例分

析を行なう予定であるが，内容分析の結果にはパ
ーソナリティのまとま りがあまり反映されない

。

それに対 し面接の結果は，サ ンプル数が少ないた

めもあるが，事例分析が中心となる。しかも，面

接対象者は原則として質問紙とSCTに も回答 し

ているため，これらを総合的に用いて個人を分析

することも可能となる。このような事例分析を行

なえば，一個のパーソナ リテ ィとしての個人が浮

かびあが り，1人 の個人の “生き方”も捉えられ

るものと思われる。

 具体的な面接資料は，質問紙とSCTの 分析結

果がまとまった時点で検討する予定である。基本

的には，被調査者の動機づけを高め る よ うな も

の，例えぽ，被調査者が興味を持ちそ うな結果や，

解釈の時点で疑問点のある結果を中心に面接資料

を構成する予定である。また，面接対象者は，居

住地域や面接を行な う調査員などの問題 もあ る

が，基本的には，SCTの 反応などから調査に対

する動機づけが強いと判断できる者を中心に行な

う予定である。このように動機づけを重視す るの

は，積極的に調査に関与 した被調査者の，防衛的

でない意見を聞 くためである。
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 以上のように，今回の調査では質問紙，SCT，

面接とい う3つ の調査技法を重層的に用いるこ

とにする。質問紙については，質問項 目や選択肢

に関 して検討の余地が残っている。そこで次節で

は，このような問題を検討するために行なった予

備調査について述べる。

引用 文献

川 喜田二郎 1967 発 想法 中公文庫.

佐 野勝 男 ・槇田 仁 1960 精研式文章 完 成 法 テ ス ト

  解説一 成 人用一 金子書房.

も関連する。そこで，予備調査の質問紙では，最

後に回答所要時間を聞 くことに した。また，各質

問の選択肢の数については，回答のばらつきや拒

否者の数でもある程度把握できるが，被調査者の

意見を直接聞 くために，や りづらかった質問の番

号を挙げさせる欄 と，質問紙全体に対する感想や

意見を自由に記述 させる欄を設けた。これらによ

って，内容的な側面についても，判断の材料とな

る情報が得 られると考えられる。

2.方 法

II-3.予 備 調 査

1. 目的

 われわれは，前節までに示 した調査を本格的に

実施す るのに先だち， より少数の被調査者を対象

とした予備調査を行な うことに した。本節では，

この予備調査について述べる。

 予備調査の主な 目的は，本調査で用いる質問紙

を作成するための資料を収集することである。ま

ず内容的な側面では，問題となる恐れのある事柄

について，どこまで質問に加えることが可能かを

確認することが大きな 目的となる。そのような質

問の1つ は，被調査者のプライバシーに関するも

のである。例えぽ，学歴，職業，収入や，家族関

係についての質問なども拒否され る可能 性が あ

る。また，記名式の調査にす るか否かについては

特に重要な問題 となる。調査内容から言えば，記

名にす る必要はないが， その後，SCTや 面接を

行なうことを考慮に入れると，被調査者の氏名や

住所が必要 となる。一方，記名にすることで，プ

ライバシーに関する事柄について拒否する者が増
vる ことも考えられる

。その他に，生命倫理に関

する事柄も問題となる。これは，最近注目を集め

始めた問題であり，被調査者がどの程度の関心や

知識を持っているかを確認してお く必要がある。

 形式的な側面として は，本調査 で の質問紙の

量，即ち，質問の数，選択肢の数 と，個/zの 質問

のワーディングを検討す ることが大きな目的 とな

る。質問紙の量については，回答に要す る時間 と

[質問 紙]

 予 備 調 査 の質 問 紙 は ， 本 調 査 に 用 い る質 問 紙 の

ひ な 型 と して 作 成 され た 。質 問 紙 の 作 成 に は ， 約

20名 の プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ムが あ た り， 調 査 ス キ

ー ムを 考 慮 して 重要 と思 わ れ る具 体 的 な 問題 を 数

ケ月 に わ た って検 討 した 。 さ らに ，統 計数 理 研 究

所 の 「国 民 性 調 査 」 やNHK放 送 文化 研 究 所 の

「世 論 調 査 」 の質 問 紙 も参 考 に して， 質 問文 と選

択 肢 を作 成 した 。 そ の結 果 得 られ た予 備 調 査 の質

問紙 は，〈1.フ ェイ ス〉，〈II.自 己 〉，<III.プ ライ

マ リー ・グル ー プ〉，<IV.セ カ ン ダ リー ・グル ー

プ〉，〈V.超 越 者 〉，〈VI.質 問 紙 に 関 す る意 見 〉 と

い う6つ の 部 分 か ら成 り，計74の 質 問 を含 んで

い る。具 体 的 な質 問 文 や 選 択 肢 は 割 愛 す るが ， そ

の概 要 を表II-2に 示 す 。 な お， 質 問 紙 はB5版

で16ペ ー ジ で あ る。

[調査時期 ・調査地域]

 予備調査は，1990年(平 成2年)12月 から

1991年(平 成3年)1月 にかけて実施 された。

 調査地域は，京浜地区(東 京都，横浜市，川崎

市)と 首都圏(横 浜 ・川崎市を除く神奈川県，埼

玉県，千葉県)，関東近郊(群 馬県，茨城県，栃木

県)を 中心に行なわれた。また，地方のデータも

必要なため，福島県福島市 と石川県小松市などで

も調査を行なった。それ以外の地方においても少

数のデータを収集した。

【質問紙の配布 ・回収方法]

 配布には各地域の調査協力者があたった。質問
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        表II-2予 備 調査質 問紙 の概要

.L堕埜 にこ二噸鉦ここ1コ壓
1 7sイ ス   1・氏名、性別、年齢、住所。        14

         卜未・鵬 鐡 贓 臨
         1・ 職業、学歴、収入。

  自己匳

 i

 i

_4._  一__.

■ レ ライマ リ_.

   グループ

}

v

t ・生活満足度、生活 目標。
 

 ・科学技術や金銭 に関す る態度。

}
 ・職業生活、職業選択、転職に関する惣度。

 ・結婚、結婚の契機、離婚 に関す る態度。

 ・女性の職業 ・社会参加 と家庭 との胃立に飼

  する態度 。

 ・家 族観。

 ・子 供のしつ けに関する態度。

セカング リー ・

 ダル ープ

21

・親戚付き合いに関する態度 .
・近所付嚢合いに関す る態度

。
・職揚の人間関係に関す る態度

。
・国家と個人、天皇制に関す る態度。

亅___.一 一

  12

卜

》械 驫 驫 露瓢f互
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紙は，調査協力老が被調査者に直接手渡 し，その

際に依頼と教示を行なった。また，一部では，質

問紙を大学等の授業において学生に配布 し，学生

自身とその家族に回答を求めた。

 回収には2つ の方法がとられた。1つ は，質問

紙配布の際に返送用の封筒を被調査者に手渡し，

回答済みの質問紙を返送させる方法である。もう

1つ は，配布の数日後に調査協力者が直接回収す

る方法で，これは主に大学等の授業において用い

られた。

[被調 査 者]

 上 記 の よ うな 手 続 きに よ って約1，800の 質 問紙

が 配 布 され た が ，最 終 的 に954の 有 効 回 答 が 得 ら

れ た 。回 収 率 は 約55%で あ る 。各地 域 の被 調査

者 の年 齢 ・性 別 の構 成 は 表II-3の 通 りで あ る。

職 業 別 に 見 る と，学 生 が31.3%， 民 間 企業 勤 務 が

21.5%， 自営 業 が13.9%0， 無 職 が11.?/， 公務 員

が5.2%で あ った 。

3.結 果 と考 察

 調 査 ス キ ー ムに 従 って結 果 を検 討 して行 く こ と

に す る 。まず ，〈1.フ ェイ ス〉の 質 問 か ら見 る。予

備 調 査 で は ， 質 問紙 の一 番 最 初 に記 名 欄 を設 け た

が ， 記 名 され てい る割 合 は49.0%で あ った 。つ

ま り， 過 半 数 の 被 調査 者 は名 前 を記 入 しなか った

こ とに な る 。質 問 紙 で の教 示 が 「も し差 し支 え な

け れ ぽ ， お 名 前 を ご記 入下 さい」 とい う柔 らか い

も ので あ るた め か も知 れ な いが ， 記 名 率 は高 い と

は 言 え な い 。 中 に は ， 当初 記 名 され て い た に もか

か わ らず ， 後 で 消 され た形 跡 の あ る もの もあ る。

これ は ， 他 の 質 問 を や った後 で 消 した と も考 え ら

れ る。 以 上 の よ うな結 果 を見 る と， 被 調 査 者 は，

記 名 に 対 して か な り強 い抵 抗 感 を持 って い る と考

え られ る。

 収 入 に つ い て は， 個 人 収 入 と家 族 全 体 の収 入 を

聞 い て い る。 これ らの質 問 に対 す る 「無 回 答 」 の

割 合 を見 る と，個 人 収 入 が13.8%， 家 族 全 体 の収

入 が21.5%で あ った 。 また ， “や りづ らい 質 問 ”

と して個 人収 入 を挙 げ て い る者 は4.6%， 家 族 全

体 の収 入 を挙 げ て い る者 は6.9%で あ った 。質 問
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紙に対する感想 ・意見の欄には，家族全体の収入

がや りづらい理由として，「よく知らないから」と

い うものが多 く見られた。いずれにしても，収入

については 〈1.フェイス〉の中で最も拒否の多い

質問であり，再検討の余地がある。

 〈II.自己〉には，オープン ・エン ドの質問とし

て，「あなたにとって一番大切と思 うものはなんで

すか。1つ だけあげて ください。何でもかまいま

せんので自由に書いて下さい」とい う質問がある。

回答をすべて書き抜いて整理 した結果，予想外に

回答のバ リエーションが少なかった。これは，調

査結果としては面白味が少ないとも言えるが，分

析を行な う上では本調査において数千の回答を分

析することも不可能ではないことを示 唆 してい

る。また，回答内容を見ると，地域，年齢，性別

との間にある程度の関連が認められた。そ うい う

意味では，分析には手間が掛かるが，本調査に採

用する意味のある質問と考えられる。

 〈II.自己〉のそれ以外の質問は，「無回答」の割

合や “や りづらい質問”として挙げられる割合が

比較的低い。ただ し，転職に関する態度を聞いた

質問では，「無回答」が5.7%で あった。これは，

転職が大学生や主婦などの現在職業に就いてない

被調査者にとって現実感のない質問 で あ るこ と

と，選択肢の数が他に較べて多かったことが要因

として働いているものと思われる。特に，選択肢

のそれぞれに条件が付いているため，長 く複雑な

文にな り，被調査老が煩雑な印象を受けた可能性

が高い。

 〈III.プライマ リー ・グループ〉には，「無回答」

や “や りづらい質問”の割合が高い質問が多い。

その原因は，既婚者を対象とした質問が多いこと

にある。結婚の契機や結婚生活の実体を聞いてい

るものを除いても，未婚者には現実感が希薄なも

のが多い。それに対し，家庭や家族に関するより

一般的な問題についての質問は少ない
。もちろん，

結婚に関する質問も重要ではあるが，家庭生活は

個人の生き方 とも大 きく関わる問題 で もあ るた

め，質問項目の大幅な再検討が必要 と思われる。

 〈IV.セ カンダリー ・グループ〉 では，国家と

個人の問題や天皇制に関する質問を “や りづらい

質問”として挙げる者が多かった。この結果は，
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 あ る意 味 で 時 代 を 反 映 した もの と言 え るか も知 れ

 な い が ， 質 問 文 や選 択肢 が 抽 象 的す ぎた可 能 性 も

あ る。 この よ うな 問題 を扱 う時 に は ど う して も抽

象 的 に な りが ち で あ るが ， 被 調 査 者 が 回 答 し易 い

 よ うな工 夫 も必 要 で あ ろ う。

  そ の他 に 〈IV.セ カ ンダ リー ・グル ー プ〉で は ，

職 場 の人 間 関 係 を 聞 い て い る質 問 と， 最 も大 切 な.

人 間 関 係 を ，「親 戚 」，「近 所 の人 」，「職 場 の 同僚 」，

「学 校 時 代 の友 人 」，「サ ー クル や 趣 味 の 仲 間 」の 中

か ら1つ 選 ぽせ る質 問 に お い て， 「無 回 答 」 の割

合 が 高 い 。前 者 に つ い ては 就 職 して い な い 被 調 査

老 のた め と考 え られ るが ， 後 者 に つ い て は そ れ が

理 由 とは 思 わ れ な い 。 自分 を取 り巻 く人 間 関 係 を

“天 秤 に か け る ”こ とを被 調 査 者 が 嫌
っ た と も考 え

られ るが ，“や りづ らい 質 問 ”と して挙 げ て い る者

は少 な い ため ， 明確 な理 由 は分 か らな い 。

 〈V.超 越 者 〉で は ，「無 回答 」 の割 合 の高 い 質 問

は 比 較 的 少 な い が ， “や りづ らい 質 問 ” と され る

質 問 が 多 い 。最 もそ の 頻 度 が 高 か った の は ， 末期

ガ ン患 者 の 介護 を ど うす べ き か を 聞 い た質 問 で，

10.1%の 被 調 査 者 が こ の質 問 を 挙 げ て い る
。そ の

他 に， 尊厳 死 ， 産 み 分 け ， 脳 死 ， 臓 器 移 植 とい っ

た 生 命 倫 理 に 関 す る質 問 の頻 度 が 高 い 。これ らは，

現 在 注 目を 集 め て い る問 題 で あ り，世 論 が 必 ず し

も1つ の 方 向 に 定 ま って い る とは 言 え な い 問題 で

あ る。 そ うい う意 味 で は，「や りづ らい」問題 と さ

れ るの は やむ を得 な い と思わ れ る。 しか し， 被 調

査 者 が ， な るべ く公 正 に判 断 で き る よ うな配 慮 が

必 要 と思 わ れ る。

 最 後 に 〈VI.質 問 紙 に 関 す る意 見 ・感 想〉 の結

果 を見 る と， 回答 に要 した時 間 は， 「20～30分 く

らい」が42・8%で 最 も多 く，次 い で 「20分 以 内」

の32・o/0で あ っ た 。そ れ に 対 し 「40分 以 上 」 は

5.9%0で 最 も少 な か っ た 。 この 結 果 は ， わ れ わ れ

が 予 想 して い た 所 要 時 間 とほ ぼ 一 致 して お り， こ

の 程 度 の量 な らば 本 調 査 も実 施 可 能 と言 え る。一

方 ， や りづ らい 質 問 が あ った か ど うか を 聞 い た 質

問 で は， 「特 に な い 」が39.5%0， 「ち ょっ とや りづ

ら い質 問 が あ った 」 が47.3%0で あ った 。 また ，

被 調 査 者 が や りづ らい 質 問 と して 挙 げ た 質 問 の数

は・ 無 しが52・0%，1～5問 が30.4%，6～10問

が12.5%で あ った 。 これ らの結 果 を見 る と， 確

かにや りづ らい質問はあるが，数はそれほど多 く

ないことが分かる。

 質問紙に関する意見 ・感想として書かれた内容

を見ると，特に，多いのは 「選択肢が少なすぎて

あてはまるものがない」 という意見である。これ

を解決す るには， より多くの選択肢を設けること

も考えられるが，そ うすることによって質問が煩

雑にな り，かえって抵抗感が増す恐れもある。こ

の問題は選択肢法を用いた場合，必ずと言 っても

いいほど起 こる問題で，選択肢法の短所 とも言え

る。しか し，本調査においては，SCTや 面接に よ

って，ある程度この短所を補えるのではないかと

考えられる。

 全体的な感想としては，「調査の意図がわからな

い」，「このような調査には意味がない」 といった

否定的な感想もあるが，その一方で，「この調査は

興味深い」，「あらためて自分自身を見直すいい機

会になった」といった肯定的なものもかな りあっ

た。調査意図がわか りに くい理由の1つ は，質問

が広い範囲に及んでいるためとも考えられる。こ

れは調査目的から見れぼやむを得ないところもあ

るが，質問紙の構成を明確にす ることで，ある程

度は解決できるかも知れない。

4・ 本調査に向けての提言

 ここでは，以上のような予備調査の結果から，

本調査へ向けてのい くつかの提言をしてみたい。

内容的な側面では，まず，プライマ リー ・グルー

プ，即ち，家族 ・家庭についての質問に検討の余

地がある。予備調査の質問紙では， プ ライマ リ

ー ・グループの質問には，一部の被調査者だけを

対象とした質問や一部の者にはあまり現実感のな

い質問が多 く含まれていた。例えば，女性と職業

との関係についての質問などである。家族 ・家庭

のあ り方に対 して，女性の就職が非常に大きな影

響を及ぼすことは確実であ り，家族 ・家庭を考え

る上で，現在最も重要な問題の1つ と言える。 し

かしそれ以外に，高齢化社会における家族の問題

も深刻にな りつつある。また，質問紙でどこまで

可能かは別 として， 「家族とは何か， 家庭とは何

か」とい う根本的な疑問にも答えてい く必要があ
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る。このようなことを考えると， より広い視点か

ら質問を設定する必要があるように思われる。

 超越者，特に，生命倫理に関しては，関連す る

話題が毎日のようにマスコミで騒がれてお り，日

>1情勢が変化 しているとい う状況である。そのた

め被調査者の知識も増えつつあるが，その知識の

量には個人差も大きい。このような状況で調査を

行なうためには，まず，詳 しい知識を持たない被

調査者に，適切な知識を与える必要がある。形式

的には，質問文の中で必要な情報を与えることも

考えられるが，それには自ずと限界がある。とい

うのは，質問文が長 くなった り，回答に何らかの

バイアスを与える恐れもあるからである。できれ

ば，質問文とは独立 した形で適切な情報を供給す

ることが望ましい。例えぽ，質問文とは別のペー

ジに “註”として示すことも考えられる。

 最後に記名の問題であるが，予備調査の結果を

見 ると，できれば無記名にする方が望ましい。 し

かしなが ら，質問紙の後にSCTと 面接を施行す

るためには，記名はどうしても必要となる。そこ

で考えられるのは，なるべ く被調査者に記名式で

ある印象を与えないようにすることである。例え

ば，記名欄の位置を工夫 し，質問紙の回答内容の

匿名性をなるべ く保証す るようにすることが考え

られ る。

74項 目か ら52項 目へ とか な り少 な くな って い る

が ， 質 問 紙 の ボ リ ュー ムは 予 備 調 査 と同 じ く16

ペ ー ジ とな って い る 。 また ， 質 問 紙 は ， 予 備 調 査

とほ ぼ 同様 に ， 調 査 ス キ ー ムに 従 って 構 成 され て

い る。

 質 問 数 が 減 っ てい る理 由は ， 予 備 調 査 に あ った

質 問 紙 に対 す る意 見 ・感 想 に つ い て の質 問 を 削 除

した こ と と，1っ の テ ー マに 対 す る質 問 の数 を 絞

り込 んだ ため で あ る。特 に ，〈自己〉 の生 活 態 度 ，

生 活 目標 や くプ ライ マ リー ・グル ー プ〉 の女 性 の

職 業 ， 家 事 ， 育 児 な どに 関 す る質 問 は 減 少 してい

る。一 方 ，〈プ ライ マ リー ・グル ー プ〉 で は，予 備

調 査 で は く超 越 者 〉 に 含 め られ て い た老 後 の問 題

な どを 含 め て ， よ り広 く家 族 ・家 庭 を捉 え られ る

よ うに配 慮 した 。

 質 問 の数 を減 らす こ とに よ って で きた ス ペ ー ス

は ，“註 ”に あ て る こ とに した 。今 回 の調 査 の よ う

な 内 容 に つ い て は状 況 の変 化 が激 し く，す べ て の

被 調 査 者 が 正 しい情 報 を持 って い る と は 言 え な

い 。そ こで ， あ ま り一般 的 とは 言 え な い が ，註 を

設 け て ， な るべ く正 確 な 情報 を 被 調 査 者 に示 す こ

とに した 。 こ の よ うにす る こ とで ， 被 調査 者 は よ

り公 平 な 視 点 か ら判 断 で き る よ うに な る と思 わ れ

る。 もち ろ ん ，註 に よ って判 断 に特 殊 な バ イ ア ス

が か か る こ と のな い よ うに 配 慮 した 。

II-4.調 査計画

1.調 査 内 容

 今回の調査は，現代日本人の生き方を探 ること

を目的としている。われわれは，調査技法の節で

も述べたように，質問紙，SCT， 面接の3っ の技

法を重層的に用いて調査を行なうことにした。こ

こでは，それぞれの調査技法の内容について具体

的に述べ る。

[質問紙]

 質問紙については，前節で述べた予備調査を通

じて内容の検討を行なってきた。その結果作成さ

れた質問紙は巻末資料1に 掲載 されているが，そ

の概要を表II・4に 示す。質問紙は，予備調査の

[SCT]

 SCT(文 章 完 成 法 テ ス ト)は ， 調 査 技 法 の章 で

示 した よ うに ，精 研 式SCTの 刺 激 文 を 一 部 変 更

して 用 い る こ とに した 。SCTの 用 紙 は， 巻 末 資

料2に 掲 載 され て い るが ， 表II・5は ， 本 調 査

で 用 い るSCTの 刺 激 文 を 調 査 スキ ー ムに 従 って

示 した も ので あ る 。〈自己〉 の刺 激 文 が 多 い の は，

精 研 式SCTが パ ー ソナ リテ ィ診 断 を 目的 と して

作 られ て お り， そ れ に 関 す る刺 激 文 に く自己〉 に

関 す る も のが 多 い た め で あ る 。 この 分類 は刺 激 文

が 狙 って い る対 象 に 従 った もの で あ るが ， 反 応 は

必 ず し も狙 った 対 象 に 関す る もの とは 限 らな い 。

特 に ，〈自己〉 の刺 激 文 に は，他 の 領 域 と も関連 す

る も のが 多 い 。例 え ば ，Part Iの27番 の 「私 に

と って 大 事 な のは 」 とい う刺 激 文 で は ， そ の 個 人

に と っ て何 が 重 要 で あ るか とい う， 自己 の最 も中
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鵞壌塋 三灣
置 プライマ リー ・

 グル ープ

セカンダ リー ・

 グループ

表II-4本 調査質問紙の概要

        質問内容

_1一_，

・生活滴足度、生活 目標 。

・科学技術や環境問題 に関す る態度。
・自分にとって大切 なもの

。
・職業生活 に関す る態度。
・転職経験、転職に関する態度。 コ

 ・結婚、同棲、性 交渉に関す る態度。

i：蠶忘譏讎?驟 鴇；濃 ：1
 ・家庭観、家族観。

 ・離婚 に関する態度。

這
  後問題、寝たきり老人に関する態度。 1  

ンの告知、末期ガン患者に関する態度。1

ヰ
ー

1
ー

⊥

・親戚付き合いに関す る態度
0

・近所付 き合 いに関す る態度
。

・畷場の人聞関係に関する態度
。

・日本.天 皇制に関する態度.

15

V 趣越者

 i

卜6
1

 ・奮み易けに閧する態度。1
・臓雛 樵 備 鰍1こ 附 る繊

。

 ・尊厳死に関する態度。

羅 欝 関するR6tlRo

心 的 な もの を狙 った もの で あ る。 しか し， 実 際 の

反 応 に は 「家 族 」， 「友 人 」， 「命 」 な ど とい っ た反

応 が 得 られ る と予 想 され ，〈自 己〉 と くプ ライ マ リ

ー ・グル ー プ〉
，〈セ カ ンダ リー ・グル ー プ〉，<超

越 者 〉 と の関 連 が 現 れ て くる も の と思 わ れ る 。従

って ， 調 査 ス キ ー ムに あ わ せ た 刺 激 文 の 分 類 は ，

あ くま で も便 宜 的 な 分 類 で あ り， 反 応 の 分 析結 果

が らは， よ り広 い 領域 に つ い て の知 見 が 得 られ る

も の と期 待 で き る 。

            「
↓

7

I

L
計52

用意 して，それに対す る賛成 ・反対を聞くのでは

なく，質問紙やSCTの 分析結果を面接資料 とし

て呈示 し，それに対する意見，感想，丶解釈などを

白由に話させるとい う手続きをとることに した。

具体的な面接資料は，質問紙 とSCTの 分析結果

がある程度 まとまった時点で，解釈の難 しい結果

や被調査者が興味を持ちそうな結果を中心に構成

する予定である。

2.調 査 方 法

[面接]

 面接は，質問紙 とSCTで 得 られた結果を補足

し， より深みのある調査結果を得 ることを 口的 と

している。特に，被調査者の “生”の声を聞 くこ

とに焦点をあて，被調査者がなるべ く自由に発言

できるようにした・そのため，明確な質問項 目を

[調査 手続 き]

 調 査 で は ， 上 記 の3っ の技 法 を 重 層 的 に用 い

る 。具 体 的 に は ， な るべ く広 い 範 囲 の 多 くの 個 人

に 質 問 紙 を施 行 し， そ の うち の一・部 にSCTを 施

行す る・ さ らに，SCTを 施 行 した個 人 の 一・部 に
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表II-5 SCTの 刺激文

           Part、

刺 激 文

Part皿

1

皿

皿

N

壥
自己     1子 供の嗷，職は 2私 を不実礎するのは

2執 はよく人から 4瓢 はよく

4職 の央敗 6も し私が

6私 が穏意になるのは 10瓢 の眠り

7争 い 13礁 が好譬なのは

8瓢 が知りたいことは 15私 の頭脳

10瓢 が豊らいなのは 18金

14亀 がで髫ないこと砥 17私 の野心

16将 来 19調 子のよい時

19私 がひそかに ，21私 が残念なのは

22時 々obiは 22大 部分の時間を

蹌 私が心ひかれるのは 25ど うしても私は

別瓢の不平は 27私 が喉ましいのは

27私 にとって大事なのは 四 私が努力しているのほ

28今 までは 30私 が忘れら#Lないのは

プ3イ マリー ・ 3職 の家 1家 では

め レープ   5象 の人は瓢を 5子 供

9瓢 の父 7私 の母

1?も し亀の母が 11も し私の父が

21夫 12同 棲

錫瓢の兄薬償妹) 18妻

23結 婚

踟 家の人は
一

セカ ンダリー ・11朝 戚 3友 だち

グループ  13世 の申 8転 職

15恋 愛 9男

18仕 事 24天 臺制

20近 所づ豊あい

26職 場

29女

30日 本
一

鵡備者    12死 14病 気

20私 の健康

28年 をとった時
煽一                                                                                          一 一

30

14

12

ヒ
計60

対 し面接調査を行な うことに した。

 まず，質問紙については，様hな 制約条件から，

体系的なサ ンプリングを行な うことができないと

判断 した。そこで，各調査地域の調査協力老を通

じて，質問紙を配布することに した。質問紙の回

収には2つ の方法が とられ，1つ は調査協力者が

回収 し，返送するとい うものである。これは，大

学の授業等で学生に配布する場合に用いられ，学

生は両親等の年長者に質問紙を配布し，自分自身

の質問紙とともに提出するよう求められた。もう

1つ は質問紙とともに返送用の封筒を配布し，そ

れによって被調査者が直接返送するとい うもので

ある。

 質問紙は，無記名としたが，返送用封筒には住

所と氏名の記入欄を設け，「質問紙の後にSCTを

やってもよい」 とい う被調査者は住所 ・氏名を記
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入す るよう求めた。返送用封筒を配布 しなかった

者についても，「SCTを やってもよい」 という者

には，質問紙の空白部分に住所 ・氏名を記入させ

ることにした。なお，原則 として住所 ・氏名を記

入 した者すべてに謝礼 として500円 のテレホンカ

ー ドを送付する旨を告げたが
，大学等での配布に

おいては，質問紙に対 しては謝礼は出さず，第2

次調査にあたるSCTに 回答 した者に謝礼を出す

ことを告げた。

 質問紙に対する謝礼は，質問紙の配布時にその

ように教示 した者のうち，住所 ・氏名が分かって

いる者すべてに送付 した。謝礼が 必要か ど うか

は，質問紙の返送用封筒によって識別できるよう

になっている。ただ し，SCTを 施行する者に対

しては，SCT用 紙を同時に送付 した。

 SCTは ，質問紙に回答 した者のうち住所 ・氏

名の分かっている者の中から，地域，性別，年齢

を考慮して郵送で配布 した。その際，SCTの 用

紙のほかに，質問紙調査に対する礼状とSCTの

依頼状，SCT返 送用の封筒を同封した(謝 礼が

必要な場合は謝礼も同封 した)。なお，SCTの 依

頼状には，返送用封筒に住所 ・氏名を記 入 して

SCTを 返送した者すべてに，謝礼 として500円

のテレホンカー ドを郵送する旨を記した。返送 さ

れたSCTの うち，住所 ・氏名の記入があるもの

は，被調査者に謝礼を送付 し，SCTの 用紙自体

は質問紙 と可能な限 り対応をとった。

 面接については，SCTの 回答者のうち，住所 ・

氏名が分かっている者の中から，地域，年齢，性

別等を考慮 して対象者を選定する予定である。具

体的な依頼方法，面接手続き等は，面接資料を作

成した時点で改めて決定することにしている。

[調査地域 ・被調査者数]

 この調査は，日本人の生き方を探ることを目的

としている。従って，全国調査を行な うことが本

来望ましいが，予算や調査協力者などの条件から

全国調査は難 しいと判断 し，東日本に焦点を絞っ

て調査を行な うことに した。具体的 な調 査地 域

は，地域性や調査協力者などの条件を考慮して，

京浜地区(東 京都，横浜市，川崎市)，首都圏(横

浜 ・川崎を除 く神奈川県，埼玉県，千葉県)，関東

表II-6 質問紙 とSCTの 配布 ・回収

予定数

調査地域

京浜地区

首都圏

関東地方

東海地方

北陸地方

東北地方

計

    

3，5001 1，000
   1
ロ サへ  ト サ    

勾000い5・

轟1箇糧

1，3001450
_一_一L一_

3，100} 1，000

 _.4_一_一 一一一

1，3001450

  1         

1，3001   450

一__斗___
    12

，5001 4，000

__L__

 副 2so
.__↓_.
    

 4501150
 へ   モ    

 3001】oo

一一 …ヰ ー 一…

6001200

一一!一 一__

  250
1 100

 {
 2501100
   

漏r葡
 _⊥_

地 方(栃 木 県 ， 茨 城 県 ， 群 馬 県)， 東 海 ・中部 地

方 ， 北 陸 地 方 ， 東 北 地 方 と した 。計 画 の時 点 で の

各 地 域 の質 問 紙 とSCTの 配 布 及 び 回 収 の予 定 数

は ， 表II-6の 通 りで あ る。 この表 の数 値 は， あ

くまで も予 定 で ， 種 々の 条 件 に よ り変 更 さ れ う

る 。被 調 査 者 の性 別 に つ い て は ， 男 女 を な るべ く

同 数 に す る こ とを 目標 と した 。 年 齢 に つ い て は ，

な るべ く広 い 層 の個 人 の デ ー タを と る こ とが 望 ま

しい た め ， 原 則 と して18才 以 上 と して ，上 限 は

設 け な か った 。 ま た ， 高齢 者 の デ ー タは不 足 す る

こ とが 予 想 され る ため ， な るべ く高 齢 者 の デ ー タ

を収 集す る よ う心 が け た 。

【調 査 時 期]

 質 問 紙 の 配 布 は ，1991年(平 成3年)の5月

か ら6月 に か け て行 な っ た 。SCTの 配 布 は ， 質

問紙 の 回収 後 に行 なわ れ る た め ， 同 年 の6月 か

ら8月 に か け て 行 な った 。な お ，SCTの 回 収 は ，

同年9月 まで 行 な わ れ た 。

 面 接 につ い て は， 当初1991年 の秋 に 行 な う予

定 で あ った が ，SCTの 回 収 が遅 れ ， 調 査 結 果 が

出 る の も遅 れ た た め ， 質 問 紙 とSCTの 一 応 の分

析 結 果 の ま と ま る1992年 の秋 まで 繰 り越 す こ と

に した 。
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3.分 析手続き

 得 られ た デ ー タは ，大 き く分 け て2っ の方 向 で

分 析 を 行 な う。1つ は 数量 的 な 把握 を 目指 す もの

で あ る。 これ は ， 多 くの 個 人 の デ ー タを 数量 的 ・

統 計 的 に 分 析 し， 地 域 性 ， 性 ， 年 齢 な ど も考 慮 し

た 一 般 的 な 傾 向 を 導 き出 す こ とを 目 的 と し て い

る 。も う1つ は事 例分 析 で あ る。 これ は ，被 調 査

者 の “生 ” の声 か ら， そ の個 人 の生 き方 を な るべ

く包 括 的 に理 解 しよ うとす る も の で あ る 。 そ し

て ， こ の よ うな 事 例 分 析 の積 み 重 ね か ら， 現 代 の

日本 人 の生 き方 を 捉 え る こ とを 目指 して い る。 以

下 ， この2つ の分 析 手 続 きに つ い て 具 体 的 に 述 べ

る 。

の質的な把握が可能になるとともに，選択肢法と

同様の数量的な把握 も可能 となる。その他に，選

択肢の 「その他」の後に()を 設けてある質問

がある。このような質問の場合，どのくらい頻度

で()内 に記述されているかにもよるが，記述

内容の内容分析が必要となる。

 SCTに ついても，数量的な分析が行なわれる。

手続きとしては，まず，刺激文ごとにKJ法 によ

る反応の内容分析を行な う。つまり，意味内容の

類似 した反応をまとめて，反応のクラスターを作

る。このように 反応をまとめ ることで，SCTで

得られた反応の全体像が，被調査者の “生”の声

に近い形で把握できる。さらにそのクラスターを

反応カテゴリーとして反応頻度の分析を行なうこ

とで，数量的な把握も可能となる。

【数量的把握]

 今回の質問紙においては，ほとんどの質問が選

択肢法であるため，まず，結果の基本的な集計が

行なわれる。基本的な集計では，被調査者の居住

地域，年齢，性別を基本的な要因として，各質問

の回答頻度を分析する。つまり，各要因による回

答頻度の違いや，要因間の相互作用による回答頻

度の違いが分析される。この よ うな分析 を通 じ

て，地域性，年齢 ・世代，性による態度や生き方

の違いが把握できる。さらに，このような要因に

あまり影響されないもの，即ち，現代の日本人に

共通す る態度や生き方 も現れてくるものと思われ

る。また，質問間の相関関係は， クロス集計や多

変量解析によって分析される。このような相関関

係の分析か ら， 日本人の生き方が構造的に理解さ

れ るものと思われる。

 一方，質問紙には選択肢法以外の質問も若干含

まれている。1つ は，「あなたにとって1番 大切

と思 うものはなんですか。1つ だけあげてくださ

い。何でもかまいませんので自由に書 い て下 さ

い」 というものである。この質問の場合，直接的

に数量的な分析を行な うことは で きな い。そ こ

で，回答をKJ法 によって内容分析し，その結果

に基づき回答のカテゴリーを作成する。そ して，

各 カテゴリーごとの回答頻度を算出す るという手

続 きをとる。このような手続きに より，回答内容

[事例分析]

 SCTの 分析では，本来， 個人の反応を全体的

に読んで，個人像を把握するとい う方法がとられ

る。被調査者の60の 刺激文に対するそれぞれの

反応は，自分のパーソナ リティ，態度，生き方な

どを断片的に示 している。それらの断片的な情報

を有機的に総合することによって，個人の姿が浮

かんで くる。地域，年齢，性別ごとに，このよう

な個人像を積み重ねることによ り，地域性，世代

差，性差なども自ずと現れてくる。さらに，これ

らの全体からは，現代の日本人の生き方も把握で

きるものと思われる。

 しか し，SCTだ けから理解できる個人像には

限界がある。より深 く個人を理解するためには，

SCT以 外の情報 も必要 となる。幸いに も， SCT

に回答 した被調査者は，原則として質問紙にも回

答 している。従って，場合によってはSCTか ら

得 られた個人像を補足することも可能である。た

だ し，質問紙には被調査者の “生”の声はほとん

ど現れていない。それに対 し面接では，より自然

な形で被調査者の声を聞くことができる。従って

最終的には，SCTと 面接の結果を総合的に分析

し，より包括的に個人の姿を捉えることにする。

 以上のような手続 きで分析 した結果を次章以降

で示 してい く。ただし本号では，質問紙の基礎的
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な集計結果を示すにとどめる。質問紙のより詳細  の結果については，次号の 「組織行動研究，No.

な分析結果，SCTの 内容分析の結果，事例分析  23」 に掲載す る予定である。
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調査の結果(1)

1. 質問紙の基礎的な集計結果

1.集 計方法

2.集 計結果

0
り

0
り

4

4

III-1.質 問紙の基礎的な集計結果

1.集 計 方 法

【回 収 率 ・有 効 回 答 率]

 質 問 紙 は ， 調 査 計 画 に 従 い 東 日本 の 各 地 域 に お

い て計22，500部 配 布 され た 。 そ の うち 回 収 され

た も のは7，478部 で， 回 収 率 は59.8%で あ る。

こ の中 か ら， 性 別 ， 年 齢 ， 居 住 地 域 のい ず れ か が

不 明 の も の と，無 回答 あ る い は無 効 回 答(e.g.，1

つ の選 択 肢 を 選 択 す べ き質 問 で 複数 を選 択 して い

る も の)が5答 以 上 あ る もの は ，無 効 デ ー タ と し

て 分 析 か ら除 外 した 。 そ の結 果 ， 有 効 デ ー タ数 は

7，133と な り，有 効 回 答 率 は57.1%0と な る 。

【被調査者数]

 分析の対象となった被調査者の年齢構成は，表

III-1に 示された通 りである。これを見 ると19～

22歳 が最も多 く，約1/3を 占めている。これは，

大学の授業において質問紙の配布が行なわれた場

合が多かったためである。一方，60歳 以上は全体

の4・8%0と 少なくなっている。全体の性別構成を

見 る と， 男 性 が38.0%， 女性 が62.o/0と な って

お り， か な り女 性 に 偏 って い る。

 被 調 査 者 の居 住 地 域 を 都 道 府 県 別 に 見 る と，表

III-2の よ うに な る 。 最 も多 い のは 東 京 都 で ，

全 体 の23.8%0を 占 め て お り， つ い で 神 奈 川 県 の

14.7%と な って い る 。これ は ，京 浜 地 区 に か な り

重 点 を お い て デ ー タ収 集 を 行 な った た め で あ る。

表III-1年 齢別被調査者数

㎝  '.          一 一一  一   ・、  肚輌，一              “.

年 ●

 男性
一 一一 一一冖一 一

女性 計

実数 % 実数 9L 婁数 %
一 冖一 彈”・r一  _一 」_ 一一  一「一 L   一.一 一-誓 嘱一   r

'V 258 9.5 507 11.5
1  765

10.7
19^一22 877 32.3 1，812 38.8 2，489 34.9

2324 87 3.2 85 1.9 172 2.4
2529 is 3.8 205 4.8 309 4.3
3034 160 5.9 245 5.5 405 5.7
3539 130 4.8 259 5.9 389 5.5

4044 231 8.5 583 13.1 814 11.4

4549 345 12.7 447 10.1 792 11.1
5054 228 8.4 219 5.0 447 6.3
5559 96 3.5 112 2.5 208 2.9

6064 72 2。7 59 1.3 131 i.s
6569 58 2.1 53 1.2 108 1.5
7074 27 i.o 19 0.9 48 0.8
7579 21 0.8 12 0.3 33 o.s
80～ 21 0.8 3 o.i 24 0.3

一 一一一『 一 一.  『一 ■ 二一=一}一 ←}幽 一 一_ 一 一一 辯 一一
計 2，713 100.0 4，420 ioo.o 7，133 ioo.o

一.一 弔 ■   r



50

居住地域

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

手葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

その他

計

表III-2居 住地域 別被 調査者数
一一一一 一 一

男性 女性 計
{一 一 雫剛 '『 曹一}一

実数  % 実数 96 実数i 96
匿.一 一.一一一.一}一 一一 炉 一L 一

111 0.4 9 o.z zo 0.3

61 0.2 87 1.5 73 i.o

24 o.s 179 4.0 203 2.8

104 3.8 231 5.2 335 4.7

15 0.6 zs 0.7 49 0.8

8 0.3 39 0.9 47 0.7

15 0.6 407 9.2 422 5.9

175 6.5 252 5.7 427 B.0

32 1.2 239 5.A 271 3.8

31 1.1 55 i.z 86 1.2 127210
.0

28610.5

270 6.1 542 7.8

10.5 zsi 8.9 567 7。9

758127.9 939 zi.z 1，69? 23.8

404 14.9 641 14.5 1，045 14.7

io 0.9 65 1.5 75 1.1

34 1.3 61 1.4 95 1.3

284 10.5 338 7.8 822 8.7

23 0.8 43 1.0 88 o.s

8 0.3 5 0.1 13 0.2

11 0.9 13 0.3 29 0.3

9 0.3 16 0.4 25 0.4

72 z.7 98 2.2 170 2.4

53 z.o 85 1.9 138 1.9

iz 0.4 23 0.5 35 0.5

56 2.1 35 o.s 91 1.3
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また ， デ ー タ数 に は か な り偏 りが あ る もの の ， デ

ー タは 東 日本 全 域 に 及 ん で い る
。た だ し，計 画時

点 で 調 査 地 域 と され て い な か った地 域 も若 干 含 ま

れ て い る 。

 調 査 計 画 と性 ，年 齢 ，地 域 別 の被 調 査 者 の構 成

の 両 者 を考 慮 して ，分 析 に用 い る被 調 査 者 の区 分

を 決定 した 。 これ に基 づ い て被 調 査 者 数 を 示 した

ものが 表III-3で あ る 。 年 齢 に つ い て は ，24歳

以下 ，25～34歳 ，35～44歳 ，45～54歳 ，55歳 以

上 の5つ に 区 分 した 。居 住 地 域 に つ い て は ， 京 浜

地 区(東 京 都 ，横 浜 市 ， 川 崎 市)， 首 都 圏(横 浜 ・

川 崎 以 外 の神 奈 川 県 ，埼 玉 県 ，千葉 県)， 関 東 ・中

部(茨 城 県 ， 栃 木 県 ， 群 馬 県 ， 山 梨 県 ，長 野 県 ，

岐 阜 県 ，静 岡県 ，愛 知県 ，三 重 県 ，そ の他)， 東 北 ・

北 陸(北 海 道 ，東 北 地 方 ， 北 陸 地 方)の4つ に区

分 した 。原 則 と して， 性 ， 年 齢 ， 地 域 の3つ の要

因 で分 類 され た各 セ ル の被 調 査 者 数 が50名 を 超

え る よ うに 区 分 す る こ とに した が ， 一 部 の セル で

表III-3 年齢 ・居住地域別被験者数

妊 网
 男性

 女性

 計

 男性

 女性
 計

 男性

 女性

 計

 男性

 女性

 計

 男性

 女性

 計

^'24

540

809

1，149

413

394

807

147

503

650

122

698

820

1，222

2，204

3，428

  一 一

1281 1071 1121 ?9 959

2041 2101 1871 85 1，275

  3301 317
『 一 一 一一.一 ・

2791 159 2，234

49 68 1501  81

一  一一    一

  781

75 1871 1701  50 858

129 2351 3201 131 1，817

一『 一 一一 一一 ～

48 871 132 47 459

40 1371 1081 33 821

88 2241 240 80 i，zso

43 991 179

一-}一 ㎜

    91

.『 一 一

   534

131 3281 2211 90 1，488

179 427 4001 181 2，002

牆_冒r_ 下疊匸}=一 一__

2841 381

       一.一 一

5731 293

_  一漏一

2，713

4501 8421 6661 258 4，420

71411，20311，2391 551 7，133
一-尼LL                     一. 冖一 一      r--一  一 一  ¶

 年  齢

35^一449・一54LrヒL壟

はこの基準が満たされていない。

[集計 方 法 】

 基 礎 的 な 集 計 で は ，性 別 ， 年 齢 ， 居 住 地 域 を要

因 と して ，原 則 と してす べ て の質 問 の 回答 構 成 比

(百分 率)を 算 出 した 。た だ し， 性 別 ，年 齢 ，居 住

地 域 につ い て の質 問 と， オ ー プ ンエ ン ド の 質 問

(II-4)は 除 外 した 。 また ， 無 回 答 と無 効 回 答 は

“DK” と して 集 計 した
。次 節 の集 計 結 果 で は， 集

計 表 の上 に 質 問 文 と選 択 肢 が そ れ ぞ れ 示 され て い

る 。集 計 表 の各 セ ル に は ，3つ の 要 因 で 分 類 され

た 集 団 に お け る回 答 分 布 が 百 分 率 で 示 さ れ て お

り，セ ル 内 の数 値 の和 は100と な る 。ただ し， 複

数 回 答 を 許 す 質 問(1-8とV-7)に は “*”が示 さ

れ て お り，これ らに お い て 数 値 の和 は100と な ら

な い 。 ま た， 集 計表 の 中 の “一 ” は該 当す る者 が

1人 も居 な い こ とを示 して お り， “0.0” と は区 別

され て い る。

2.集 計 結 果

 こ こに は ，前 節 で 挙 げ た4つ の質 問(1-1，1-2，

1-3，II-4)を 除 く， 質 問 紙 のす べ て の質 問 の質 問

文 ， 選 択 肢 ， 集 計 表 を 掲 載 す る。
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レ4あ なたは義務教育終了の頃、 どこに住んでお られましたか。
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一一質問紙の基礎的な集計結果一

1-5あ なたが最後 に行った、又は、在学中の学校は、次の どれにあたりますか。

 1.中 学校  2.高 等学校  3.専 修学校  4.短 大 ・高専  5.大 学 ・大学院

畦 讖 女弼擁 靺 纛園杢轟1
域
L
量

監

L
毳

臥
墨

圏
L
蹇

象
謙

L
鼕

監

驫
L
皇

鬣

鋤
 

 

 
纛

 

 

 
都

 

 

 
纛

 

 

 
競

4

21

7

20

43

2

0

 
 

1

12

12

9

61

2

0

 
 

3

19

9

n

認

2

0

3

23

4

24

42

i

O

8.1

31.?

3.3

38.1

16.1

2.2

0.6

.一 一 一 一一 一

.21 4.81 3.81 0.21 0.11 0.21 0.7

.3118.4 23.1 3.9 4.3 3.7 18.9

.sis.i 7.3 8.1 1畫.8 s.i 10.2

.815.7 30.1 31.5 7.2 45.0 14.3

.4160.7 32.? 55.7 76.1 44.4 54.5

.211.8 2.5 0.3 0.3 0.4 0.7

.510.4 0.5 o.a 0.3 0.2 0.7
一              一. 『r     r「. 一 一 一-一 尸

.51 1.61 1.4/ 0.21 0.21 0.21 0.6

.318.6 15.1 3.3 3.7 3.0 8.5

.0111.1 12.7 16.4 16.5 16.3 10.6

.911.5 is.a 7.3 o.s 13.3 i4.a

.2175.2 50.8 7重.6 78.2 65.8 64.8

.sii.s 3.2 o.s o.s 1.0 0.3

.510.3 0.6 0.4 0.4 0.5 0.9
 一.一 コ  }一 一  ，「  一 『 一} 一呪一 」一        「 『 一 ，冖 一

8  3.7  4.0  0.1  -    0.3  一

3114.6 23.5 4.1 3.6 4.6 8.1
119.9 8.9 9.3 ii.s s.8 14.5

512.6 19.4 13.5 1.0 26.6 6.4
6167.0 41.? 72.6 83.3 61.4 69.3
311.7 2.8 0.3 0.2 0.3 o.s

410.5 o.z 0.1 0.2 層 o.s
一    一     覗 ゴ.山「一皿L『 一一 一」一 「岬襾 てマ_ '「野 ¶一

41 5.21 2.41 0.21 -  1 0.21 2.3

3130.7119.1 4.0 8.212.8 24.9
816.513.9 2.3 4.811.6 10.5

513.7136.2 37.7 2.0148.1 16.3
0152.1136.3 55.5 85.0146.9 46.5

611.311.8 o.a 一 10 .2 暉

310.410.2 o.a 一 io.a 一

一一 一一

7
・
ハU

8

0

9

0

7
・

ハ0

う
6
3

「O

Q
り
9
詣
0

 

6δ

 

 
月儡

ハU

7
・
0
り
3

2

ハ0

4

へ∠

AU

l

Q
U
3

2

0

1

3

 
 
1

3

o.a

4.4

0.i

78.3

is.s

o.i

ハり

7
■
6δ

0

う
臼
7
・
ハ0

0

00

nO

O
V
8

1

0

 

4

 

 
1

ら乙

3

4

1

8

う
白
 
 
-

a

依

伍

a

砿

一
a

 

 

 

O
O
-

-

 

 
Q
り
0

一

な

一

欲

λ

一

一

 

 

ハ0

ら0

う
齒
り
O

Q
り
8

8

Q
り

1

0

3

0

1

ー

ハU

-

 

り
白

-

う
6
4

5

3

3

1

9

5

5

[

豊

猛

号

去

3

0

7

3

3

3

▼

卿
a

a

a

L

L

L

 

1

1

農
り

【0

0

0

霞
り

一

2
.
翫

a

臥

ら∂

 

 
60

ら
0

一

二

4

ρ0

9
駒
「O

PO

一

伍

乳

臥

化

」

【り

 

 
2

1

に
》
4

1

FO

1

4

L
L
翫

L
a

a

ニ

 

ー

 

 

 
 り
ー

8

1

Q
り
ρ0
【
り

伍

乳

乳

L

λ

一

 

 

 

 

8

1

2

 

 
nO

鰤

a

λ

哺

L

O

 

1

 

 
8

こ

6δ

4

う
一
3

7

な

乳

翫

化

a

一

囎

 

1

1

 
 
【
り

 

3

3

6δ

 
 
8

3

『

臥

捻

λ

脚
69

2

32.5

50.4

76

25.2

14.5

1.5

0.s

6.そ の他(

53

ー

盟

ー

：

3

(

`
6

14

1

(

雀

(

』
」
7

2

屓
も
C

1

1

 

り
乙
 

 

 
『∂

4

α
U

O

1

2
U
 
 
1

 

3

1

 
 
4

12

認

2

6

38

1

2

1

0

7

7

9

9

8

 

 

5

8

4

9

3

2

a
号

鯊

と

[

孟

叢

腎

二

。
8
落

5

4
5
4

3

3

0

1

8

2

0

舮

 

4

1

1

う
6
 

 
 
幣

ー
二
『D

2

7
騨
-

血
τ
Q
U

3

1

ー

ハU

9
臼
0

0

 

4

1

1

り
0

FO

7
・
9
U
8

4

4

4

ー

ハ0

「0

ハU

り
爾
1

1

1

「0

 
 
1

1

)

全欄 莚埜
55才 ～

劉
6.116.1 11.9112.2111.7 12.5 ii.s

as.s 47.6 48.0 45.5 50.2 27.4 i7.s
5.3 8.7 6.5 4.4 8.4 3.3 3.1

3.3 15.3 6.6 i.s ii.o 14.3 14.0
54.fi 19.4 24.8 35.8 15.3 23.6 38.9

0.8 2.9 i.7 0.5 2.7 1T.8 13.3
L1 o.s 0.4 印

o.s i.i 1.4
一 '             ・ 一 丁.  一-- P - P 鹵   一 一 齟7一一 一 . 『 厂 、 一} 一. 一 『

2.812.4 3.914.513.6 6.3 s.8

14.0 25.7 37.3 as.s 43.1 22.6 9.5
1.9 7.1 7.9 2.7 11.4 3.8 2.7
0.9 20.5 8.2 1.8 ia.s 14.5 8.1
79.4 40.0 40.9 61.6 27.0 30.2 55.4

o.s 4.3 1.4 0.9 i.s 21.4 is.a
一             脚

一 丁=管㎝ 一 一下=諾 叩一一

 0.4
一.

一 10 .6
『 一    ..一一一一一

 1.3
一 『

1.4

「一

4.413.6 9.7 9.3110.0 16.0 13.6
27.9 49.1 45.0 42.7 47.1 18.3 12.4
8.8 11.4 6.9 s.o 7。7 5.3 7.4

5.9 13.8 ?.8 2.0 12.9 13.0 11.1
50.0 19.2 28.i 38.7 ]8.8 29.8 42.0
1.5 3.0 2.2 1.3 2.9 16.0 it.i

1.5 一 0.3 一 io .s 1.5 2.5
一.    一 一  一   齟 一 一 炉 一 7一 一 ，  `「 「  }・ 「一 「 } 一 i 7 r宀  『

4.612.2 10.OI 9.9110.2 12.5 io.s
36.8 44.5 57.9 58.3 57.4 23.8 25.5
10.3 11.7 5.0 5.3 4.6 1.3 一

1.1 16.8 7.1 1.5 13.9 17.5 19.1
46.0 23.4 19.6 25.0 13.0 21.3 29.8
一  〇

.7 0.4 一 10 .9 22.5 12.8
L1 0.7 融             一             一 1.3 2.1

一.二胃 一 一 一 一 一一一二7一一 『 四}一n胛 一'一一.一 尸 一 一

1

9
自
りー

9
白
4

1

1

1

nO

 

 
-

-

』
τ
0

¶1

4

ハU

O

3120.5121.2

2152.0149.2

016.313.3

2 43 互1

6114.0125.1

512.31-

210.81一

19.9115

54.3139

8.612

6.8113

5.0114

4.1113

1.410

5114.3

8125.3

211.1

8118.7

4127.5

8113.2

si一

性

.
 

謚

護

5

冴

2

。
9

潟

女

「

 

 

 

り
ρ
0
0
3

血
τ
nO
2

AU

 

 

 

1

3

 
 
1
嘉
 
 
9
自

Q
り
ー

?
暫
0

2

Q
U
り
白

5

4

4

n
V
8

5

1

 

3

 
 
う
盈
 

 
9
6

ハU

O

ハU

O

O

O

20

認

2

16

凱

鉱

口

-

り
白
0

1

『
U

1

3

『∂

-

へ乙

 

 
-

9.1

36.4

16.7

54.4

3.3

8.9

i.i

14.9

1.1



54

1・6あ なたは現在、結婚 してい らっしゃいますか。
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一 質問紙の基礎的な集計結果一  55

1。7あ なだが現在、一緒に暮 らしている人は全部で何人ですか。

 1.(  )人(あ なた自身を含めてお答 え下さい)
2.一 人暮 し(下 宿、寮などに入 っている人 も含みます)
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試 あな姻 人の収入は・融1輔`こ 税込みでどのくらいでし・うか・麟 収入・副収入も含めて・あてはまる翻 こ・・をつけて下
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÷欝 なたの世帯の収入は・過去1年 間に税込みでどのくらいでし・うか・臨時収入・副収入も舎めて・あてはまる翻 ・・をつけて

1. 40'万円未満

5.200万 円から300万 円未満

9.600万 円から700万 円未満

13.よ くわからない

2

6

10

40万 円か ら 90万 円未満

300万 円か ら400万 円未満

700万 円か ら1000万 円未満

3. 90万 円から150万 円未満

7.400万 円から500万 円未満

11.1000万 円から1300万 円未満

4.150万 円か ら200万 円未満

8.500万 円か ら600万 円未満

12.1300万 円以上
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II・1あ なたはいまの生活に、全体 としてどの程度満足 していますか。 あなたの 「感 じ」に近 いものを選 んで ください。

1.満 足 している

2.ど ち らかといえば、満足 している

3.ど ち らともいえない

4.ど ち らかといえぱ、不満だ

5.不 満だ
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n-2今 の社会に対するあなたの 「感 じ」について伺います。

a r今の社会は豊かになった。今後も多少景気は変動 しても、よ り豊かな社会へと発展 していく」という考 えと、 「こんな豊かな生活は長 くは続かな
い」という考えがあ ります。あなたはどうお感 じにな りますか。下の中か らあなたの 「感 じ」に一番近いものを選んで下

さい。

1.さ らに豊かな社会に発展 してい く

2.こ んな豊 かな生活は長 くは続かない

3.今 の社会 が豊かだとは思わない
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b 「科学技術の発展に より世の中が便利にな り、スイッチひ とつで洗濯や料理ができるなど
、快適な生 活を送れ るようにな っだ」とい

う意見があります。その一方で、 「技術が進ん だ結果、生活のすみずみ まで機械 やコンピュータが入 り込 んできて
、機械の操作ができな

攤 警 欝 もおろせないなど・かえって魏 こなって住みにくくなった・という覦 もあります・あなたの中ではどちらの感じの方

 1.便 利で快適な世の中にな った

 2.複 雑になって住みにくくなった
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c r現 代の社会は豊かになったから、将来の生活は心配しな くてもなんとかなる。だか ら、先の ことをあれこれ考えるより、今の自分
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 1.今 の生活を充実させることが大切だ

 2.計 画を立てて生活することが大切だ
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1耀 驢罸籌礫 鑿讒1欝欝1谿 雲委鸞輛奘覯{1海驟 驪 灘套
 1.そ の とお りだと思 う

 2.そ うは思 わな い
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e また、 このような社会では、 「社会の しくみや世間の ことを大事に しながら生活するよ り、要領よ くふ るまうほうが結局得をする」

という考 え方があ ります。あなたは この考えについてどう思われますか。

 1.そ の とお りだと思う

 2.そ う思 うが、反発を感 じる

 3.そ うは思わな い
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n-3科 学技術や 自然破壊の問題に対するあなたの ご意見を伺 います。

蟇た灘 鸚 離 続 鑽 饑 学詳 どん人工的L{yなり・都市の人間は自然と隔絶して生活するようになってきまし嫡

 1.多 少不便でも、人間は自然の中で大地に根ざ した生活をするほうがよい 
2.人 工的でも目然 と隔絶 して いても、便利で快適な生活ができるほ うがよい

II-3a

全地域

   1.

   2.

   DK

京浜

   1.

   2.

   DK

ー
極

.L
燈

 全年齢

振國

首都圏

   i.

   2.

   DK

関東 ・中部

   1.189.8

   2.19.8

   DKIO.4

86.7

ia.s

O.5

83.9

15.2

0.9

86.0

13.7

0.3

86.3

13.2

0.5

82.

16.

o.

87.0

12.9

0.1

90.4

8.9

0.s

性

 

3

。
7

』

「

女

.

 

86

12

0

[

8

4

8

4

4

nV

B

-

壷薗

    85.614.10.4
83.7

15.5

0.8塗
85.283.4

14.516.5

0.30.1

就糠
89.5

io.2

0.2

88.2

11.5

0.3

劃
 

Q
り
AU

O

 

8

1

性

=

 

9
1

沿

』

丁

女

「

86

13

0

.

劉
劍

劉

↑  

 

 

 

 

 

0

8

3

}

ー

「
燈

.

 

1

4

6

一
 

8

2

 

4

5

0

へ

 

a

a

一

 

8

1

 
 
一
 

8

1

 
 
 
I

i

4
轟
6

0

}
 

 

 

 

 

 

1

7

2

險
臥
王

 

 
 

肱
訊
a

8

Q
り

4

7
1
0

1

8

1

匿園
81.8

17.2

1.0

80.3

18.5

1.2

87.1

12.9

1

0
σ

め0

0
0

8

1

」

ー

跏
墨

塑

 .魁

跚聖

8

1

7
■
Q
V
而δ

3

3

2

8

1

嘔
糯
塑

 

 

 

86

13

0

軸

7
■
『ひ

8

5

1

2

7

り
白

 
全

冖
1
.

0

』
-
ρ0

う
ぬ
ρ0

1

8

1

}
性

…

2

」

」

㍗

E
i
櫃

4

1

Eり

1

8

0

8

曾
二

80.7

19.4

88.4

ii.s

87.382.2

12.816.1
-1 .7

80.0

20.0

92.5

7.5

81.7

16.8

1.5

纏 竺薗= 

86.8

12.8

0.4

86.6

13.4

89.O

io.s

o.a

86.5

13.1

0.5

85.

13.

o.

9匙；

壅膣

. 一  一      L  P 臨

 i
 84.9

 15.0

  0.6
『

5

5

2

血
τ

血
τ

1

0
0

0

9

「
凱

i
劃

 

瞼
鳳

二

92

7
0

 

 

 

 

 

「

1
ー
引

」
、ー
1
引

」
.

91.

8.

0.

 .6

 .4

94.0

5.3

0.7

1[
雪讐
剥1
00

凸∪

9

386.ig 13.E

ワー

nO

8

「

4

4

0

.

9

 

 

}

 

 

 

一

3

3

3

一

3

5

0

}

9

 

 

 
 ピ

ー
4

6

 

…

㌫

艦

葡

「

8

1

 
 
「

8

う
西

a

L

一

〇
〇

-
矗

 

伍

a

q

「

卜
 

 
 

 

『

「D

O
δ

3

一

7
冒
0

3

8

1

0

一

8

1

錘
繼

体

護

3

沼

…

護

3

謚

吊

全

 

90

9

0

.

87

H

O

『

l
I

I

塁

饕

…
肋
=

8

2

⑳

a

一

τ

【り
E∂

詠

乳

輔

9

6

8

6

一

…

 

90

8

0

=

7
1
血
τ
Q
U

-

?
1
0

9

擁藁    一 ・ .           L

881

21：

91.7

7.7

0.6

4

ρ
0

0
σ
0

8

1

1

0
σ

臥

砿

一

8

1

Q
り
1

8

1

8

1

二

研
撃

 

 

9

1

0
σ

ハ
U
Q
り

9

5

8

8

7
 

護

沼

2

「

91

7

0

[
 

89

9

1

枷

nU
O

艦

a

一

9

「

 

9

1

 

「

 

3

6

1

 蕊

拡
二

至

-

ー



質問紙の基礎的な集計結果一  73

b 森林が破壊され、環境が汚染され、砂漠化が進み、このままいけば地球は滅びるのではないかと心配されています。あなたは次の2
つの意見のどちらに賛成ですか。

1.生 活の レベル を蕗 として も、快適さを犠牲に しても、 自然を大切 にしなければ いけない

2.そ の ような環境汚染自体 も科学技術の発展によって克服 し、紊晴 らしい社会がつ くれると思 う
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n・5次 に、仕事 とそれ以外の生活のあ り方について、いろいろな意見 がの っています。あなたはどれがもっとも望ま しいと思いますか。

 1.仕 事 よりも、家庭や趣味 ・スポーツなどの生活に生 きがいを求め る

 2.仕 事はさっさとかたづけて、で きるだけそれ以外の生活を楽 しむ

 3.仕 事にもそれ以外の生活にも、同 じくらいの力を入れ る

 4.そ れ以外の生活もときには楽 しむが、仕事のほうに力を注 ぐ

 5.仕 事に生 きがいを求 めて、全力を傾 ける

 6.そ の他
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n-6あ なたは転職の経験がありますか。
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n-7転 職 につ いて、あなたの意見 に最 も近いものは どれですか。

1.職 場や仕事内容が適さなければ、転職を考 える

2.一 度勤めた以上、簡単にやめるのは よくない

3.転 職 は世間の信用 をな くすから、や らない方がよい
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皿4黼 していない若 い人たちの男女関係`・ついて・どのようにお考 えですカ・.あ なたのお敖 にいちばん近 いもの腿 んでください。

 1.結 婚式がすむまでは、性的 まじわ りをすべきでない

 2.結 婚 を約束 した間柄な ら、性的ま じわ りがあってもよい 3
.深 く愛 し合っている男女 なら、性的まじわ りがあってもよい

 4.性 的ま じわ りをもつのに、結婚とか愛 とかは関係 ない 5
.そ の他
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ID-2あ なたは同棲についてどう思いますか。'ry，の中か らあなたのお考 えにいちばん近いものを選んでください。

1.同 棲はよくない。正式に結婚すべ きだ

2.結 婚前 にため しに同棲するのはよいと思 う

3.別 々に暮 らすよ り経済的に得 だ

4.好 きな相手でもしばられるのはいやだか ら、結婚よ りも同棲の方がよい
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ID-3結 婚についてどのよ うにお考 えですか。あなたのお考えに最 も近い項目1つ にOを つけて ください。

1.結 婚はす るのが当然 である

2.結 婚 しないと世聞では一人前 として扱って くれ ない

3.い ろいろ考 えると結婚 した方 がよいと思 う

4.し いて結婚する必要 はない

皿 一3 愾劃一 一
全地域

   1

   2.

   3.

   4.

   DK

京浜

   1

   2.

   3.

   4.

   DK

首都圏

～24才

一2r窒3互 「.35↓墅 」

彗 塾 剄 女性1全体

45～54才 55才 ～

竺陲
. 20.3 28.5 15.3 14.0

. 4.9 s.s s.7 3.0

 !50.7 44.3 54.6 56.0
 123.8 20.1 26.1 26.7

K 0.3 0.3 0.3 0.2
h一贊

 114.9 20.5 10.7 is.o
. 4.8 6.4 3.6 3.8

.149.8 47.1 51.5 50.5

 130.4 ?5.6 34.0 32.5

K10.3 0.3 U.3 0.2
 一一 一}

   1.

   2

   3.

   4.

   DK

関東 ・中部

   1.

   2.

   ：3.

   4.

   DK

21.3127.2115.11 13.3
4.OI 5.31 2.81 2.8

48.5144.2152.5!53.2
25.8122.9128.4130.2

0.41 0.51 0.21 U.5

0

弓
1
ρ
∪
0
0

3

n
O

4

ー

ワ
5
0

ー
ユ
 
 
己
り
リ
ム

0
σ
り
白
4

り0

2

ζ
り
匚り

Q
U
Q
り
0

暫
⊥
 

 
4

2

G
9
1
1

4

4

2

9
白
0
乙
o
O
O
D

O

l

 

 
員
リ
2

Q
り
n◎

4

貫
U
り
幽

(
U

り4

1

尸0

0

1

 
 
霞
」

0
0

13.1113.4

4.411.3

51.3155.1

3U.5130.O

U.?IU.3

22.3135.3115.1114.5119.0

4.81 7.61 3.21 2.91 4.8

53.4142.0159.8161.4156.5

19.4115.0121.81`h.1119.?

U.11 - I U.11 U.ZI 一

東 北 ・北陸

   i.124.2

   2.15.?

   3.152.0

   4.117.8

   DKIO.3

38.6118.9

$.814.6

41.6155.8

10.7120.4

0.410.3

16.0

2.2

sz.2

19.5

0.1

0

00

ρ
U
O
乙

り0

り
0

貧
U
ワ
「

り
乙
 
 
EO

1
4

劃 一雄 「窒吋雍[雑 一1重亜 垂一一驀一一

10.9117.8 6.9 19.3 28.0115.6132.7 44.5 22.5
7.1110.2 5.3 8.3 8.615.316.3 8.4 4.5

52.7149.6 54.4 50.0 42.9153.1143.7 37.0 49.5
28.9122.0 32.9 24.1 19.9125.9117.0 9.9 23.0

0.410.4 4.9 0.3 U.EIO.110.3 0.2 U.4
一 '一 冒 一冒一 一 一

8.5115.1 4.9 11.4 17.818.1121.5 28.6 is.s
8.2110.3 5.9 3.8 4.7(3.314.7 8.9 1.8

51.8150.0 52.9 50.5 47.7151.9149.8 46.4 52.1
30.6123.8 34.8 34.1 29.0136.7i23.7 is.i 28.?
U.910.8 1.0 0.3 U.91- IU.4 一 U.6

12.1120.4

3.216.1

57.3151.0

27.4122.5

ツ
」

0
り

つ
∪
ワ
♂

凸◎

1

1

0

 

 

ハ◎

り0

20.0132.3115.0133.4144.0

3.81 5.91 3.01 7.81 8.7

49.4138.2153.9141.6138.0

26.8123.5128.1116.61 8.?

一    一    一   〇.6  0.7

勹♂

Q
U
7
己
0
0

4

pO

n◎

9
白
4

0

4

 

 
00

1

37.7

6.9

36.5

is.s

24.1152.7

7.1i 2.3

44.7127.5

23.5117.6

0.61一

13.1

2.4

62.8
`11

.5

n.2

8

0

0
乙
0
σ
1

4

り
白
0
0
0
σ
O

l

 

 
Ω
U

-
よ

ii.s 17.4 5.0 21.0

9.3 13.0 s.o s.7

58.1 50.0 X7.5 43.5

20.9 19.6 22.5 22.8
一 翩 闇 一

14.9 23.3 11.4 23.9

s.s 11.6 5.3 9.9

X8.3 46.5 48.8 50.3

3d.5 18.6 34.3 15.9
O 一 一 0.5

」内一 齟罰
τ一『 粛

29.9115.3137.5153.0118.5
11.51 3.71 5.4f 6.81 3.7

37.9156.9142.5131.8155.6

20.7124.1114.61 8.3122.2

56.3

7.5

27.5

8.8

34.3124.7137.Q 148.6

12.iI 8.51 6.81 8.9

45.5151.8142.4134.1

7.1118.6114.OI 8.4

1.OI O.31 0.31 一

nO

O

4
隆
己
0
4

勿

5

48

18

0

43.1

9.9

35.4

10.5

i.i

00

0

1

0
り

4

0

7

1

0

0

0
0
 
 
4

0
ぬ

ハ
V
O
O

り0

尸
◎

3

0
σ
ハ◎

eO

8

0

霞
り
 
 
り
乙

4

1

Q
V
弓
」

り
乙
ツ
5
民
」
4

り
乙
 
 
4

リ
ム

4

8

7

9
幽

匚」

食
U
尸◎

り
ム

=り

 
 
り
ム
ー

67.9128.0

2.512.0

19.8140.0

9.9130.0

8

4

匚
り

3

り
O

nO

e
O

4
呈

ρ
U

 
 
2

ワ
σ
0

7

農
U
-
■

-
義
-
儿
0
σ
OQ

-
↓

5

1
義
り
6

45.5

9.1

30.3

一

15.1

 輸

一.一 一   一

34.4

8.9

41.1

14.4

i.i
胃冒  皿 一 「



一 一質問紙の基礎的な集計結果一 81

III-4結 婚 と子供の有無の問題 につ いてお尋ね します 。あ なたのお考 えに最も近 い項 目1つ にOを 付けて下 さい

1.結 婚 した ら、子供をつ くることは当然 である

2.結 婚 した ら、子供をつ くるか どうかは自然にまかせ る

3.結 婚 しても、子供はつ くらない

4.子 供はつ くるつも りだが、結婚は しない

5.結 婚も.子 供 も必要ではない
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ID-5女 性の仕事と結婚 ・育児についてどのようにお考 えですか。あ なたのお考えに最も近 いもの1つ を選ん でOを 付 けて下さい
。

 1.結 婚 した ら家庭を守 り、家事に専念す るのが望 ましい

 2.結 婚 して子供ができたら。仕事はやめた方がよい

 3.結 婚 して子供ができたら、一時仕事はやめ、子供 に手がかからな くなったら再開す るのがよい 4
.結 婚 して子供ができたら、仕事を軽減する方がよい

 5.結 婚 して子供ができても、そのまま仕事は続 けた方がよい 6
.結 婚 しても、子供 はつ くらないで仕事 を続けた方がよい
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皿 一7あ なたにとって 「家庭」とはどうい うもの ですか.あ なたのお考 えに最も近 いもの1つ を選んでOを 付 けて下さい
。

1.家 庭 とい うのは生活の中心 であ り.心 の よりどころである

2、 家庭 とい うの は便利な暗もあ るが、わず らわ しい時 もある

3.個 入中心 の生活の方が気 ままでよい
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皿・8あ なたにとって 「家族」とはどうい うものですか。あなたのお考 えに最も近いもの1つ を選んでOを 付 けて下さい。

1.家 族というのは一番大切な人間関係である

2.家 族の ためな らある程度個人 の生活を犠牲に してもよい

3。 家族よりも個人の幸福の方が大事だ
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皿 ・9離 婚についていろいろな意見 があ ります 。次の各項目の中で、あなたがそ う思 うもの1つ にOを つけて ください。

1。 愛情が失われ ても、結婚継続の ために最大限の努力をすべきだ

2.別 居は しても、法的に離婚すべ きではない

3.愛 情が失われ たら、離婚すべきだ
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皿・10老後の問題についてお伺いします。

a あなたのご両親のどちらかが，配偶者に先立たれ、自分で身の廻りのことができなくなった場合どうしますか。

 1.ど んなに大変でも、同居して面倒をみる

 2.経 済的負担が大きくても、老人ホームなどの施設に入ってもらう

 3.そ の他(                   )
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b あなた自身が配偶者に先立たれたときどうしますか。

1.で きれば子供 と一緒に暮 らしたい

2.新 しいパー トナーをさがす

3.で きるだけ一人でがん ばる

4.シ ルバーマンション、老人ホームなどの施設 に入る
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皿一11寝 たき り老人の世話は誰がするのがよい と思 いますか。

1.ど んなに大変でも子供が世話するべきだ

2.収 入の半分以上が税金にとられるようになっても、自治体や国が行うようにすべきだ
3.そ の他(                  )
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皿一12ガ ン患者についてお伺いします。

a 家族の一員がガンになったと医師か ら告 げられた時 どうしますか。

 1.本 人に告げる

 2.本 人には言わない

 3.ケ ース ・バイ ・ケースで考える
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b あなたがガンになった時 どうしてほ しいですか。

1.知 らせてほ しい

2.知 らせてほ しくない

3.ど ちらともいえない
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c 末期 ガンの患者の介護はどうす るのがよいと思いますかF

 1.ど んなに大変 でも、在宅 で家族が介護するのがよい

 2.経 済的負担が大き くても、通常の病院 で最後まで治療 してもらうのがよい 3
。高額の税金 を払 うようになっても、 ホスピスの ような施設 を大幅に増やすのがよい  ζ
ホス ピス ：末期ガン患者のための施pR a無 駄 な延命措置 はお こなわないで、残され た入生を積極的に生きるよう支援す る)
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IV・1親 戚 とは、 どんな付き合 いをするのが望ま しいと思い ます か。

1.で きれ壞付 蓉合いた くない

2.な るべ く最低限の付き合いですませたい

3.一 応気聴に行 き来できる程度の付き合 いを したい

4.何 かi'つ け相談 した り、助け合った りするよ うな付 き合いをしたい
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N-2近 所の人とはどのよ うな付 き合い方を したいですか。

 1.あ まり付き合 いた くない

 2.会 ったときにあいさつす る程度の最低限の付き合 い 3
.一 応気軽に話 し合えるような付き合 い

 4.何 かにつけ相談 したり、助け合ったりするよ うな付き合い
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N-3職 揚の 同僚 とは、 どんな付 き合いをするのが望ま しいと思います か。

1.あ まり付き合 いたくない

2.仕 事に直接関係す る範囲での付 き合い

3.仕 事が終わってからも話 し合 ったり、遊 んだりする程度の付き合 い

4.何 かにつけ相談 した り、助 け合 った りす るような付き合い
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1V-4あ なたにとって大切な人付き合いはどれですか。一つだけ選んで ください。
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IV-5あ なたは日本に生まれ てよかったと思いますか。

1.な にかにつ け日本に生 まれてよかったと思 う

2.ま あ 日本に生まれてよかったと思う

3.時 々いや な国だと思 う

4.い やな国だとよ く思 う
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IV-6あ なたは天皇制についてどう思いますか。

 1.天 皇制 はあった方がよい

 2， どち らともいえない

 3.大 統領制の方がよい
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V-1妊 娠初期に男女の識別ができ るので、産み分けが可能にな りました。これについてど うお考 えですか。

1.男 ・女どち らでも選べ るのは、何かと好都合だ

2.あ まり望ましくないが、今の時代ではやむを得 ない

3.科 学の発展 として、そうい うことが可能であっても、生命を人為的に操作す るのはよ くない
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V・2も し、あなた自身が脳死になった場合、他の人に臓器を提供する ことをどう思いますか。

 1.他 の人の役 に立つな らば、そ うしたい

 2.あ ま りそうした くない

 3.ど ち らともい えない
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V・3臓 器移植が行われるようにな りましたが、あなたは心臓移植についてどう思います か。

 1.そ れで命が救われ るのな らば、敢 り替 えた らよい

 2.あ ま り望 ましくないが、時代の流れだか らやむ を得ない

 3.そ こまで人為的に手 を加えるべ きではない
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V-4尊 厳死についてお伺い します。 「生きている時の遺言(リ ヴィング ・ウ ィル)亅 によって、尊厳死を認めることにあ なたは賛成 で
すか。

 1.本 人の意志 で人間 らしい生 を終わることが できるようにするのはよいと思 う 2
.そ のよ うな法律 をつ くることは、問題 が多いのでつくらない方が よい

 3.生 命を人為的に もてあそぶのはよ くない
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V・5死 後の ことについて、あなたのお考えに近い方の番号にOを 付けて下さい。

1.死 んでも霊魂 は残る と思 う

2， 死ねばすべ て無 に帰すると思 う

3.よ くわか らない
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V・6あ なたの死後、あなたのお骨はどうしても らいたいですか。

 1.祖 先の墓に入れてもらいたい

 2.「 ビルの申に作 られ た墓地」 や 「ロッカー型のお墓」でよい 3
.太 平洋にまいてほ しい
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つ でも構 いませんのでOを 付けて下 さい。

 ア。神  イ.仏  ウ.聖 書や経典などの教 え  エ.あ の世、来世

 キ.易 や 占い  ク.何 も信 じていない ケ.そ の他

V-7宗 教 とか信仰 とかに関係す ると思われ ることが らで、あなたが信 じているものがあ りますか。次の リス トの中にもしあれば、い く
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   一E廴杢 ム 」のL三2ごfユ ニ_蒸 芝 亡2獺 査

 人にはさまざまな個性があります。スポMツ が好きな人、本が好きな人、
マ イホーム型の人 もいれば、一匹狼もい ます。みな それぞれ自分に合 った
“や り方”で

、 “好み”で、 “スタンス”で生 きてい ます。

 このような日本人のライフ ・スタイル(生 きざ ま)を 探索 し、 日本人の心
を知 る助 けになればと考えて調査 をおこなうことにいた しました

。

 ごめんどうをおかけ いた しますが、この調査 に御協力 くださるようお願 い
申 し上げ ます。尚、この調査は無記名ですので、プライバシーの問題 はあ り

ません。

             慶應義塾大学パーソナリティ研究会

             代表 慶應義塾大学 文学部教授 槇田 仁

1-1あ なたの性別 を○で囲んで下さい。

 1.男  2.女

1-2あ なたの年齢 を記入 して下さい。

満     歳

卜3あ なたのお住 まいの住所 と郵便番号 を記入 して下 さい
。

         都道 府 県        市郡 区 〒   ・一

1-4あ なたは義務教育終了の頃、 どこに住んでお られ ましたか。

都 道 府 県 市 郡 区 〒   一

一1一
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1-5あ なたが最後に行 った、又 は、在学 中の学校 は、次のどれにあた りますか。

 1.中 学校  2.高 等学校  3.専 修学校  4.短 大 ・高専

 5.大 学 ・大学院  6.そ の他(        )

1-6あ なたは現在、結婚 してい らっ しゃいますか。

 1♂ 未婚  2.結 婚  3.離 別  4.死 別

1・7あ なたが現在、一緒 に暮 らして いる人 は全部で何人ですか。

 1.(  )人(あ な た自身：を含めてお答え下 ざい)

 2.一 人暮 し(下 宿、寮な どに入 ってい る人も含み ます)

1-8あ な だが現在・一緒 に暮 らしている人すべて に○をつけて下さい。

 ア.祖 父 ・祖母 イ.父 ウ.母 工.兄 ・弟 オ.姉 ・妹

 力.配 偶者(夫 または妻)  キ.配 偶者の父母  ク.兄 弟 ・姉妹の配偶者

 ケ.息 子  コ.息 子の配偶者  サ.娘  シ.娘 の配偶 者

 ス.孫   セ.そ の他の血縁者   ソ.そ の他 の非血縁者

1・9あ なたの職業は大 き く分 けて次の どれにあた りますか。複数があては まる

方 は、その中で中心 にな るもの1つ を選 んで下さい。

 1.自 営業主(農 ・林 ・漁業)   6.民 間企業な どの常勤

 2.自 営業主(製 造業)      7.官 公庁な どの常勤

 3.自 営業主(商 業)       8.主 婦

 4.自 営業主(そ の他)      9.学 生

 5.家 の仕事 を手伝って いる    10.無 職

   (自 営業の手伝 い)      11.そ の他(          )
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1-10あ な た は アル バ イ ト、 パ ー トタ イマ...、 内職 な ど を して い ら っ しゃ い ます

か 。

1.し て い る

2.し て い な い

T-11あ な た個人の収入は、過去1年 間に税込みで どの くらいで しょうか
。臨時

収 入・副収 入も含めて・あては まる番号に○をつけて下 さい。

1

2

3

4

5

6

40万 円未満

40万 円か ら 90万 円未満

90万 円か ら150万 円未満

150万 円か ら200万 円未満

200万 円か ら300万 円未満

300万 円か ら400万 円：未満

7

8

9

10

400万 円か ら500万 円未満

500万 円か ら600万 円未満

600万 円か ら700万 円未満

700万 円か ら1000万 円未満

11.1000万 円 か ら1300万 円未 満

12.1300万 円以 上

1-12あ なたの世帯の収入は、過去1年 間 に税込みで どの くらいで しょうか
。臨

時収入、副収入 も含めて、あては まる番号に○をつけて下 さい
。

1

2

3

4

5

6

40万 円未満

40万 円か ら 90万 円未満

90万 円か ら150万 円未満

150万 円か ら200万 円未満

200万 円か ら300万 円未満

300万 円か ら400万 円：未満

7

8

9

10

400万 円か ら500万 円未満

500万 円か ら600万 円未満

600万 円から700万 円未満

700万 円か ら1000万 円未満

11.1000万 円 か ら1300万 円未 満

12.1300万 円以 上

13.よ くわ か らな い
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n

n-1あ な1c：はい まの生活 に、全体として どの程度満足 していますか。あな たの

「感 じ」に近 いものを選んで ください。

1.満 足 して いる

2.ど ち らか といえば、満足 してい る

3.ど ち らともいえない

4.ど ち らか といえば、不満 だ

5.不 満だ

II-2今 の社会に対するあなだの 「感 じ」 について伺 います。

a 「今の社会 は豊かにな った。今後も多少景気は変動 しても、 よ り豊かな社会

へ と発展 してい く」 という考え と、 「こんな豊かな生活 は長 くは続かない」 とい

う考 えがあ ります。 あなたはどうお感 じにな りますか。下の中か らあなたのr感

じ」に一一番近いもの を選んで下 さい。

1.さ らに豊かな社会に発展 してい く

2.こ んな豊かな生活は長 くは続かない

3.今 の社会が豊かだとは思わない

b 「科学技術の発展によ り世の中が便利 にな り、ス イッチひとつで洗濯や料理

がで きるな ど、快適 な生活 を送れ るようにな った」 という意見があ ります。その

一方で、 「技術 が進 んだ結果、生活のすみずみまで機械 やコン ピュー タが入 り込

んで きて、機械の操作ができないと銀行で お金もおろせないな ど・か えって複雑

にな って住みに くくなった」という意見 もあ ります。 あなたの中ではどち らの感

じの方が強 いですか。

1.便 利で快適な世の中にな った

2.複 雑になって住み に くくな った
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c r現 代の社会 は豊かにな ったから、将来 の生活 は心配 しな くてもなんとかな

る。だか ら、先の ことをあれ これ考え るよ り、今 の自分の生活 を充実 させること

が大事である」 という意見があ ります。これ に対 して、 「将来の 自分 の生活 を考

えて、 きちんと計画を立てて生活 することが大切 であ り、 そのためには我慢 す る

ことも必要 だ」 という考 え方もあ ります。

 あなたの お考えはどち らに近 いですか。

1.今 の生活を充実させることが大切 だ

2.計 画を立てて生活 することが大切だ

d 大都市 には人や企業が ます ます集中 し、 また、さまざ まな情報があふれ るよ

うにな り、社会が 巨大化 し、世 の中の しくみが複雑 にな ってきた と言 われます。

このような社会の中では、 「個人の力はあま りに小 さ く、もはや個人の努力では

社会 を変えて い くことはで きない」 という意見があ ります。 あなたはこの意見 に

ついて どう思われ ますか。

1.そ の とお りだと思 う

2.そ うは思わない

e また、 このような社会では、 「社会 の しくみや世間の ことを大事 に しなが ら

生活 するより、要領 よくふ るまうほうが結局得をする」 という考え方 があります。

あなたはこの考 えについて どう思われ ますか。

1.そ のとお りだと思 う

2.そ う思 うが、反発 を感 じる

3.そ うは思わない
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H-3科 学技術 や自然破壊の問題 に対す るあなたのご意見を伺 います。

a 科学技術 の発展 によ り、われわれの生活が どんどん人工的にな り、都市の人

間は 自然 と隔絶 して生活す るようになってきまし泛。 あなたは次の2つ の意見 の

中の どち らに賛成ですか。

1.多 少不便で も、人間は自然の中 で大地に根ざ した生活をするほうがよい

2.人 工的で も自然と隔絶 して いても、便利で快適な生活ができるほ うが よい

b 森林が破壊 され、環境 が汚染 され、砂漠化が進み、このままいけば地球は滅

び るのではな いか と心配されて います。 あなたは次の2つ の意見の どち らに賛成

ですか。

1.生 活の レベル を落 と しても、快適さを犠牲 に しても、自然を大切 にしなけ

 ればいけない

2.そ の ような環境汚染 自体も科学技術 の発展 によって克服 し、素晴 らしい社

会 がつ くれ ると思う

II-4あ なたにとって1番 大切と思 うものはなんですか。1つ だけあげて くださ

い。何でもかまいませんので 自由に書いて下 さい。

  (              )
II-5次 に、仕事 とそれ以外 の生活のあ り方 について、いろいろな意見がの って

います。あな たは どれがも っとも望ま しいと思 いますか。

1.仕 事 よ りも、家庭や趣味 ・ス ””ツな どの生活に生 きがいを求め る

2.仕 事 はさ っさとかたづけて、で きるだけそれ以外の生活 を楽 しむ

3.仕 事 にもそれ以外 の生活に も、同 じ くらいの力を入れる

4.そ れ以外 の生活もときには楽 しむが、仕事のほうに力を注 ぐ

5.仕 事に生 きがいを求めて、全力を傾 ける

6.そ の他
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U-6あ な たは転職の経験 があ りますか。

 0.な い  1.あ る(   回)

1卜7転 職 につ いて、 あなたの意見に最 も近いものは どれですか
。

1.職 場 や仕事内容が適 さなければ、転職 を考 える

2.a度 勤めた以上、簡単 にやめるの はよ くな い

3.転 職は世間の信用 をな くすか ら、や らない方がよい

皿

  「家庭」 とい うのはわれわれの生活の中心であ り、 「世帯」が生活 の単

  と思 います。そ して、われわれの生活の基本 は 「家族」というのが、大

  の 日本人の考えだと思 います。

  しか し、一方 では 「家族 ・氷河時代」、 「家庭 なき家族の時代」、 「シン 、
グル ・ラ イフ」な どという書物 が出版 され るような時代にな って きま した

。

灘蔓雛馳鸞瀧驚豊思雌

         灘

皿 一1結 婚 していな い若 い人たちの男女 関係 について、 どのようにお考 えですか。

あなたのお考 えにいちばん近 いものを選んで ください
。

1.結 婚 式がすむ までは、性 的 まじわ りをすべ きでな い

、2 .結 婚 を約束 した間柄 な ら、性的ま じわ りが あってもよい

3.深 く愛 し合 っている男女な ら、性的 まじわ りがあってもよい

4.性 的 まじわ りをもつのに、結婚 とか愛 とかは開係ない

5.そ の他
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m-2あ な たは同棲についてどう思いますか。次の中か らあなたのお考 えにいち

ばん近いもの を選んで ください。

1.同 棲 はよ くない。正式 に結婚すべ きだ

2.結 婚前 にため しに同棲 するのはよいと思う

3.別 々に暮 らすよ り経済 的に得だ

4.好 きな相手でもしば られるのはいやだか ら、結婚 よ りも同棲の方がよい

m-3結 婚についてどの ようにお考えですか。 あなたのお考えに最 も近 い項 目1

つ に○をつけて ください。

1.結 婚はす るのが当然 である

2.結 婚 しない と世間では一人前と して扱 って くれない

3.い ろい ろ考 えると結婚 した方が よいと思 う

4.し いて結婚す る必要はな い

1皿一4結 婚 と子供の有無 の問題についてお尋ねします。あなたの お考 えに最も近

い項 目1つ に○を付 けて下さい

1.結 婚 した ら、子供 をつ くることは当然 であ る

2.結 婚 した ら、子供 をつ くるかどうかは 自然に まかせ る

3.結 婚 しても、子供 はつ くらない

4.子 供はつ くるつも りだが、結婚 は しない

r.結 婚も、子供 も必要 ではない
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m-5女 性の仕事 と結婚 ・育児について どのようにお考えですか
。 あなたの お考

えに最も近いもの1つ を選んで○を付 けて下 さい。

1.結 婚 したら家庭 を守 り、家事に専念す るのが望 ましい

2.結 婚 して子供がで きた ら、仕事はやめた方がよい

3.結 婚 して子供がで きた ら、一時仕事 はやめ 、子供に手がかか らな くなっ

 たら再開す るのがよい

4.結 婚 して子供ができたら、仕事 を軽減 する方 がよい

5.結 婚 して子供ができて も、 その まま仕事は続 けた方がよい

6.結 婚 して も、子供はつ くらないで仕事を続けた方 がよい

註1

鸞     ㎜㎜  一 一 一 一 一 一 一 一 一

 以下に紹介するのは厚生省人口問題研究所出版の 「日本の人口 ・日本の家
族」の附論 にあ る 「欧米諸国における家族の変化」の抜粋です

。

 変化の第1は 、結婚 の動向です。1970年 代半ば以降、未婚の まま過 ごす若

者、正式に結婚 しない 「同棲」が増えています。第2は 、離婚の増大、第3

は、出生率が低 くな り、子供数が少 な くな っています
。第4は 、核家族化の

進行だけでな く、 「単独世帯」が増加 し、世帯の規模 が縮小 して きました
。

 また、ヨーロ ッパでは近年 「同棲」は社会的にも認め られ るようにな って

 ま した。 イギ リスでは 「同棲法」が施行 され、結婚 に近い保護が与え られ

 い ます。

 このようになって きた理由はいろい ろ考 えられます。第 一は、 「性の 自由

  です。そ して、それにはピルなど出生抑制手段が普及 してきたこと、人

燮i繼鯊難：燮瀧蕊讐惣饕
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m・6家 庭で おこなわれ る家事 ・育児 などの い ろいろな仕事 について どの ように

お考 えですか。

1.家 事 ・育児は、も っぱ ら妻がおこな うのが よい

2.家 事 ・育児は、主に妻が おこな い、夫がそれを助 けるのが よい

3.家 事 ・育児 は、夫も妻 と同等にお こな うのがよい

皿一7あ なたに とって 「家庭」 とはどういうものですか。あな たのお考 えに最 も

近 いもの1つ を選んで○を付けて下 さい。

1.家 庭 とい うのは生活の中心であ り、心 のよりどころである

2.家 庭 とい うのは便利な時もあるが、わず らわ しい時もあ る

3.個 人中心 の生活の方が気 ままで よい

m-8あ なたにとって 「家族」とはどういうもの ですか。 あなだの お考えに最 も

近いもの1つ を選んで○ を付けて下さい。

1.家 族 というのは一番大切 な人間関係である

2.家 族 のためな らある程度個人の生活 を犠牲 に してもよい

3.家 族 よ りも個人の幸福の方が大事 だ

nl・9離 婚 につ いていろい ろな意見があ ります。次の各項 目の中で、あなたがそ

う思 うもの1つ に○をつけて ください。

                                /

 1.愛 情が失われても、結婚継続の ために最大限の努力 をすべ きだ

 2.別 居は しても、法的 に離婚 すべ きではない

 3.愛 情が失われたら、離婚すべきだ
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1皿一10老 後 の問 題 につ いて お伺 い します。

a あなたのご両親 のどち らかが、配偶者に先立たれ、自分で身の廻 りのことが

で きな くな っだ場合 どうしますか。

 1.ど んな に大変でも、同居 して面倒 をみ る

 2.経 済的負担 が大 きくても、老人ホームなどの施設 に入ってもらう

 3.そ の他(

b あなた自身が配偶者に先立 たれたときどうしますか
。

 1.で きれば子供 と一緒 に暮 らしたい

 2.新 しいパー トナー をさがす

 3.で きるだけ一人でがんば る

 4.シ ルバーマンション、老人ホームな どの施設に入 る

皿一11寝 た きり老人の世話は誰がするのがよいと思 いますか。

 1.ど んなに大変 でも子供が世話す るべ きだ

  にすべ きだ

 3.そ の他(

)

2.収 入の半分以上が税金にとられるようになっても、自治体や国が行うよう

                           )
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m・12ガ ン患 者についてお伺い します。

a 家族の一員がガンにな ったと医師か ら告げ られた時どうしますか。

 1.本 人 に告げ る

 2.本 人 には言わない

 3.ケ.v.ス ・バ イ ・ケー スで考える

b あなたがガ ンになっ：た時 どうしてほ しいですか。

 1.知 らせ てほ しい

 2.知 らせて ほ しくな い

 3.ど ち らともいえない

c 末期ガンの患者の介護 はどうするのが よいと思 いますか。

 1.ど んなに大変でも、在宅 で家族 が介護す るのが よい

2.経 済 的負担が大き くて も、通常の病院で最後 まで治療 しても らうのがよい

3.高 額の税金を払 うようになっても、ホスピスの ような施設 を大幅に増やす

 のがよい

  (ホスピス ：末期ガン患者のための施設。無駄な延命措置はおこなわないで、

  残された人生を積極的に生きるよう支援する)

IV

IV-1親 戚 とは、 どんな付 き合 いをす るのが望 ましいと思 いますか。

1.で きれば付 き合いた くない

2.な るべ く最低限の付 き合いですませ たい

3.一 応気軽に行 き来で きる程度の付 き合いをしたい

4.何 かにつけ相談 した り、助け合 った りするような付 き合 いを したい
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IV-2近 所の人 とは どの ような付 き合 い方を したいですか。

1.あ まり付 き合 いた くな い

2.会 っだときにあいさつす る程度 の最低限の付 き合い

3.一 応気軽 に話 し合え るような付 き合 い

4.何 か につけ相談 した り、助け合 った りするような付 き合 い

IV-3職 場の同僚 とは、どんな付 き合 いをするのが望 ま しいと思い ますか。

1.あ まり付 き合いた くない

2.仕 事 に直接関係す る範囲での付 き合 い

3.仕 事が終 わ ってか らも話 し合った り、遊んだ りする程度の付 き合 い

4.何 かにつけ相談 した り、助け合 った りするような付 き合 い

IV-4あ なたにとって大切な人付 き合 いはどれですか。 rつ だけ選んで ください
。

1.親 戚

4.学 校 時代の友人

2.近 所 の 人

5.サ.....ク ル や趣 味 の仲 間

IV-5あ なたは日本に生 まれてよか ったと思 いますか。

 1.な にかにつけ 日本に生 まれてよか った と思 う

 2.ま あ日本に生 まれてよか ったと思 う

 3.時 々いやな国 だと思 う

 4.い やな国だとよく思 う

IV・6あ な たは天皇制についてどう思 いますか。

 1.天 皇制はあった方がよい

 2.ど ち らともいえな い

 3.大 統領制の方がよい

3.職 場の同僚
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V

縦粥欝竃蕁 甥牌欝 嬲業灘獣嬲 嬲凝
す。その結果、少 し前 までは考えもされなかった治療法 などが開発 されて き

ま した。例 えば、体外授精、借 り腹、産み分 け、臓器移植などです。 これ ら

瞹慧欝 鸞盥 瓢 温____」

v-i妊 娠初期 に男女の識別 ができるので、産み分けが可能にな りま した。これ

についてどうお考 えですか。

1.男 ・女 どち らでも選べ るのは、何か と好都合だ

2.あ まり望 まし くな いが、今の時代 ではやむを得ない

3.科 学 の発展 と して、そ うい うことが可能であって も、生命を人為的に操作

 す るのはよ くない

V-2も し、あな た自身が脳死 になった場合、他の人 に臓器 を提供することをど

う思 いますか。

1.他 の人の役 に立つな らば、 そうしたい

2.あ まりそう したくな い

3.ど ち らともいえな い

V-3臓 器移植が行われ るようにな りましたが、あな たは心臓移植について どう

思いますか。

1.そ れで命が救われ るのな らば、取 り替 えた らよい

2.あ まり望 ま しくないが、 時代の流 れだか らやむを得ない

3.そ こまで人為的に手 を加え るべ きではない

一14一
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V-na尊 厳 死についてお伺 い します。 「生 きて いる時の遺言(リ ヴ ィング ・ウ ィ

ル)」 によって、尊厳死 を認めることにあなたは賛成ですか
。註2参 照

1.本 人の意志 で人間 らしい生 を終わ ることができるようにす るのはよいと思

 う

2.そ の ような法律をつ くることは、問題が多 いのでつ くらない方がよい

3.生 命 を人為的 にもてあそぶのはよ くない

V-5死 後の ことについて、あなたのお考えに近 い方 の番号に○ を付けて下 ざい
。

 1.死 んでも霊魂 は残 ると思 う

 2.死 ねばすべて無 に帰 す ると思 う

 3.よ くわか らない

V-6あ なたの死後、あなたのお骨はどう しても らいたいですか
。

 1.祖 先の墓に入れても らいたい

 2.「 ビル の中 に作 られ た墓地 」や 「ロッカ.....型の お墓」で よい

 3.太 平洋 にまいてほ しい

註2

  叢態飜嬲嬲欝璽鯊叢蒲 澱躑滞慧嬲鵜
駘 があります・例えば植物燗 です・生きてはいるけれど鰍 はない

.こ1

讐謙婆1難戀1讖灘
延命措置を行わな いように」 という意志袤示を してお く必要 があ ります

.こ

攤鑿钁鑾難轟墨i雙戀
一15一
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V-7宗 教 とか信仰 とかに関係 すると思われ ることが らで、あなたが信 じて いる

ものが ありますか。次の リス トの中にも しあれば、い くつでも構 いませんので○

を付 けて下 さい。

 ア.神

 イ.仏

 ウ.聖 書や経典な どの教え

 エ.あ の世、来世

 オ.奇 跡

 力.お 守 りやおふだな どのカ

 キ.易 や占い

 ク.何 も信 じて いない

 ケ.そ の他

※ この調査 についてご意見、ご感想などがあれば、なんでも構い ませんので、自

由にお書 き下 さい。

ご協力あ りがとうございました。

・16一
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且 本 人 の ラ イ フ ・ス 夂イル 調 査(轍 部)、

        文 箪 完 成 法 形 式

1 あ なたの性別 をOで 囲んで下 さい。

 1.男   2.女

2 あな たの年齢 を記入 して下さい。

 満_一_____歳

3 あ なたのお住 まいの住所 と郵便番 号 を記入 して下 さい。

_。_________都 道 府 県 _____  ___市 郡 区 〒

一一一 一 一一 一 一一…一 一一 一一一 一一 … 一一 一 一・記 入 の 仕 方   ・ 一一一 一 一 ・ 一一 一 一 一 一 一

 この表紙 をめ くる と，い ろいろ書 きか けの文章が並んで います。それ を見て，

あ なたの頭 に浮 かんできたこ とを，それにっづけて書き，その文章 を完成 して下

い。

 〔例〕

 外 国  へ行 って、いろいう変塑 な墨還 亶免た・些璽τ究一

本欟 むと 人 往 につのZ考 湛 肪 絹 こ厨 多・)。

このよ うに，あなたの感 じた ことを，思 うままに書 いて下 さい。でき るだけ早 く

1か ら順 にや って下 さい。も し，す ぐ浮かばないものがあった ら，その番号に○

をっ けて後回 しに し，先へ進 んで下 さい。

全部終 わ った ら，裏面 を記入 して下 さい。
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Part  I

1 子供 の頃，私 は

2私 はよくスから

3 私の家は

4 私の失敗

P
O

一

ハ◎

家の人認 を

私が得意になるのは

7 争 い

善 私が知 りたいことは

9私OJ父

10私 が きら1、なの は

11羸

i厩

6
δ

一

4

1
1

皿

-

遊卿

私ができないことは

15恋 愛
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 16将 来

17も し私の母力L _一__一_ __二 三   一

18仕 事___… 二_ _二 三_二' __一

鑑ぎ藍
26糊 では___一 記二1二 三1ユ こ 『}}一 『r『 一

翫 憂驫 一 一二[こ .ご こ三

墨ξ1這1ま三
※ここまでで駅 いないと・ろばありま燃 たしかめてからつぎ一すすんでくださ、∵ 
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Part II

1 家 では，

2

一

3

一

4

私を不安にするのは

友だち

私 はよく

5 子供

6 もし私が

7 私の母

8 転職

9 男

10 私 の眠 り

11

12

13

14病 気

もし私の父が

どうぜい

同棲

私が好きなのは

    あたま

15私 の頭脳
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16 金

17 私 の野心

1 8
 

 
.

9

 

 
一

〇

 

 

 
1

 

 

 
2

 

 

 
3

1

 

2

一

2

}

2

2

妻

調子のよい時

私の健康

私が残念なのは

大部分の時間を

結婚

24 天皇制

25 どうして も私 は

26 家の入 は

    うらや '
27 私 が羨 ましいのは

28年 とった時

29私 が努力 しているのは

30私 が 忘 れ られ な い の は

※ここまでで書いていないところはありませんか。たしかめてからつぎへすすんでください
。
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※この調査にっいて，ご意見，ご感想などがあれば，何でも構いませんので，自由にお書

き下さい。

ご協力あ りが とうございました。




